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     ◎開会の宣告                      （午前１０時００分） 

○議長（大塚純一郎君） おはようございます。 

  定足数に達しましたので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎一般質問 

○議長（大塚純一郎君） 日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問は、一問一答方式により行います。 

  議員各位並びに当局は、簡潔な質問・答弁に留意され、実質的な審議を尽くされますよう

お願いをいたします。 

  質問項目が複数ある場合には最初に一括して質問し、２回目からは項目ごとに質問する

か、または一括して質問するかは、質問者の裁量で質問していただくことにします。 

  なお、質問時間は答弁を含めて６０分以内とします。 

  質問は一般質問者席についてから開始し、終了時間は議長がお知らせをします。 

よろしくお願いします。 

それでは、順番に発言を許可します。 

  ８番、酒井正吉郎君の一般質問を許可します。 

  ８番、酒井正吉郎君。 

          〔８番 酒井正吉郎君 登壇〕 

○８番（酒井正吉郎君） それでは、通告書に基づき一般質問をいたします。 

  質問事項は、渡部町政、重要な公約の進捗状況と課題についてです。 

  渡部町政になり３年余り、提案されてた大切な公約は多岐にわたるが、ほとんどが道半ば

です。その中で重要なものについて町長の考えを伺います。 

  １、役場庁舎はいつまで暫定移転のままなのか。町民の方々にはいろいろな意見がありま

すが、町政が３地区の住民とともに今後の多くの課題に立ち向かうには不便で不親切な分散

庁舎を一つにまとめ、官民協働で町づくりをすべきと思うが伺います。 

  ２、存続の危機にある季の郷湯ら里はどうなるのか。振興公社とともに俵に足がかかり、

第三セクター２社の統合から新会社の設立へと急展開したが、両方とも審議不十分、頓挫し
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たままだが、今後は何を目指して進むのか伺います。 

  ３、只見線広場の拡充整備計画とは。かつて十分審議され、駅前広場に設置すべきと答申

された只見型道の駅から駅と合築の道の駅的複合施設へ、そして新年に只見線広場の拡充整

備計画が出てきました。どのように道の駅構想に活かされるのか伺います。 

  ４、中心市街地活性化構想の今後は。平成２６年にスタートするはずだった中心市街地再

興戦略事業が二つの政権で頓挫したまま、ようやく駅前賑わい創出事業に姿を変えて、小規

模ながら動き出したが、今後は何を目指すのか伺います。 

  以上。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） おはようございます。 

８番、酒井正吉郎議員のご質問に項目ごとにお答えいたします。 

  １点目の役場庁舎はいつまで暫定移転のままなのかについてであります。 

  酒井議員もご承知のとおり、庁舎暫定移転は耐震診断結果を踏まえ、来庁される方々や働

く職員の安全を最優先に実施したものであります。しかしながら、多くの皆様に大変ご不便

をおかけしておりますこと、あらためてお詫び申し上げます。 

  現状はあくまでも暫定移転でありますので、今後は分散している役場庁舎機能の集約を検

討していかなければならないとの認識は変わっておりませんが、まずは多様化する行政課題

や町の玄関口としてお客様をお迎えする只見線広場の充実などが優先課題と認識しておりま

す。 

  これらの課題を議会の皆様と協議のうえ、ご理解を賜りながら一つ一つ着実に進めていく

中で役場庁舎の建設時期についても検討してまいりたいと考えております。 

  次に、２点目の季の郷湯ら里はどうなるのかについてでございます。 

  第三セクター２社の統合でございますが、令和４年度の第三セクター経営検討委員会から

早急な対応が必要であるとの報告を受けましたので、株式会社季の郷湯ら里と株式会社会津

ただみ振興公社の経営統合を計画した経過は酒井議員もご承知のとおりです。そのうえで本

計画について新会社の設立を提案いたしましたが、皆様方から慎重な意見もございましたの

で、これらを重く受け止めさせていただき、統合後の事業目的の一つである着地型観光の機

能を進めさせていただくことを含め、まずは第三セクター２社の経営改善に取り組んでいる
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現状であります。 

  今後は、何を目指すのかとのお質しでありますが、先日の全員協議会でも説明いたしまし

た株式会社会津ただみ振興公社の商号変更とともに、まずは現在も担っていただいておりま

すインフォメーションセンター運営という役割に加え、さらに観光業務機能を強化した組織

の構築を図りながら積極的に事業を展開していただき、将来の２社の統合に向け努力してま

いりたいと考えております。 

  次に、３点目の道の駅構想は今後活かされるのかについてでございますが、４点目の中心

市街地活性化構想の今後はとのご質問と関連がございますので併せてお答えさせていただき

ます。 

  只見駅前と只見線広場、役場があるエリアの賑わいや活性化に関する施設整備に関しては、

平成２６年に商工会が取り組みました中心市街地再興戦略事業から始まっております。当時

は新庁舎も含めて道の駅的交流商業施設や只見駅商業複合施設が検討されました。その後、

役場庁舎暫定移転の中で只見駅前広場を活用する只見型道の駅の基本計画を策定しましたが、

只見線の全線運転再開が具体的になったことから、令和４年１０月１日に間に合わせるべく

駅前賑わい創出事業として只見線広場の整備を先行させていただきました。 

  このような経過を辿っておりますが、何れにしても名称に関わりなく駅前の賑わいづくり

は取り組むべき事業と考えております。また、必要とされるコンセプトは大きく違うもので

はないと承知しておりますので、それぞれの計画を無駄にすることなく活かしていきたいと

考え、令和６年度予算で只見駅前複合施設設計の予算をお願いしております。 

  国道２８９号八十里越の開通も控えておりますので、しっかりと進めてまいりたいと考え

ておりますので、引き続きのご指導をお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） それでは再質問いたします。 

  今回も欲張って多くの質問をしますので、端的で明解な回答を期待いたします。 

  その１、役場庁舎建設の今後についてです。まだ先のことだという人もおりますが、私と

してはとんでもない、今から（聴き取り不能）について検討を始める時期だと思います。平

成２４年に庁舎建設の基本計画が出されてから早１０年以上経過しました。この間に人口は

なんと、１，０００人以上減少しました。考えたくありませんが、このペースだと、あと８

年以内に人口３，０００人を切る可能性さえ出てきました。このような状況の中、役場は単
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なる一つの公共物扱いでいいのでしょうか。町の頭脳であり本丸のはずです。ここ１０年以

上の間に奇跡に近い出来事がいくつも起きていますが、課題も増え続け、疲弊に加速度がつ

いております。今まで町を支え続けてこられた先輩の方々も町の将来を心配されています。

町長もあの庁舎建設が前代未聞の失敗に終わった事件から、ずっと町の中枢に関わってこら

れ、町のトップとして４年目になりました。 

町長、町の現状は勿論、分散庁舎の現状をどう認識されているのか。期待外れであきらめ

の声さえ聞かれますが、いかがでしょう。伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） それではお答えいたします。 

  ただ今、役場庁舎につきまして酒井議員から再質問をいただきました。私も町の本丸であ

るということは同様の認識を持っております。 

  そういった中で、そんなに時間をかけていいものではないと、急ぐべき課題だという認識

もまた同様でございます。 

  また、本当に、非常に残念でございますが、早１０年が経過しまして、この間、議員から、

約１，０００人の人口が減ったんだと、非常に疲弊に拍車がかかっているということも加え

てお話いただきました。 

役場庁舎につきまして、本当にあの、現在、駅前庁舎と、ここ、町下庁舎に分散されてい

ること。これは本当に町民の皆様、また町外からお越しいただく方々に対しまして本当にご

不便をおかけしておること、重ねてお詫び申し上げます。このことにつきましては改善を図

っていかなければならないというふうに思っておりますので、先ほどの答弁と一部重なりま

すけども、駅前の賑わいづくりの、本年度予算で設計の予算をお願いしております。そうい

った中でも役場庁舎のエリアの用地はしっかり確保したうえで整備を図っていきたいという

ふうに考えておりますので、議員おっしゃるように、その役場庁舎の建設時期と併せまして、

その取り組みについてさらなる努力を重ねてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） 現状は全ての来庁者に対し、不都合で不親切な状況です。そして、

職員と、職員の縦と横のつながりも希薄になり、役場機能の低下、住民サービスの低下にも

つながっております。現状が長引けば、住民の町に対する誇りは薄れ、職員の士気も低下す

る一方だと思います。私の想いは良い加減、身の丈に合った庁舎の再建をすべきです。ズバ
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リ、中身の充実した住民サービスのワンストップ化が可能で、職員間の開かれたつながりで

機能の効率化ができる庁舎です。ハード・ソフト、両面の課題が山積していますが、庁舎建

設は最重要課題の一つです。一言、もう一度お願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  まさに議員おっしゃるように、職員の仕事に対する取組み、士気が低下したり、横のつな

がりが希薄になってしまったんでは、それこそ申し訳ないといいますか、本当にそれは避け

ていかなければならないことだと思っておりますので、そういったことのならないように、

少しでも早く、役場庁舎の建設の時期であるとか、内容につきまして明示できるように努力

していきたいと思っております。 

  また、この数年間、新型コロナウイルス感染症によりまして、働き方もだいぶ変わってき

まして、感染症が流行する前、ＺＯＯＭ会議なんていう言葉はほぼ耳にしていませんでした

が、今はパソコンやタブレットを使ったＺＯＯＭ会議が、遠く、例えば福島とか、東京に行

かなくても会議ができるような、そういった技術も開発されて普及しておりますので、やは

り庁舎の在り方につきましても、やはりそういった時代の変化を捉えて、また、ご来庁され

る町民の方々はじめ、ワンストップで親切な、一箇所でできるような、まさに開かれたつな

がりのある、加えてワンストップでということを基本にした庁舎の建設をできるように努力

していきたいというふうに思います。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） この町の核ともいえる重要な課題を風化させないために、１月に只

見庁舎のお手本に相応しい、南会津町庁舎と、今年の県の建築文化賞で正賞に輝いたメイド

イン南会津町のきとねに二度目の視察に行きました。南会津町のベテラン議員の紹介の下、

総務課と農林課の４名の担当者から親切で丁寧な案内と説明をしていただきました。庁舎の

外観はシンプルでしたが、地元材をふんだんに活用した内装、基本構想から竣工に至るまで

の、行政・住民・施工業者のチームワークの良さと、それを体現していた庁舎に感激しまし

た。（聴き取り不能）最も重要で基本的なプロセスが只見の場合、まったくお粗末でした。只

見町の場合、いろいろな面で力量不足の設計士を選び、その後の町の取り組みがあまりにも

不十分だったことが失敗の最大の原因でした。今後の再チャレンジのためにも、ハード・ソ

フト両面の取り組みに手本となる南会津町庁舎の概要を少し述べます。 
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  当時の只見町の庁舎建設に対するハード・ソフト両面の取り組みとは大きな差を感じまし

た。その内容は、着手時期はほぼ同時期の平成２７年度、様々な観点から町民の意見を反映

した造りになっていました。なんと、庁舎内に障がい者雇用を促進するためのスペースあり、

多目的ホールや町民ラウンジなど協働スペースあり、バリアフリーへの対応がなされ、（聴き

取り不能）トリプルガラスを採用した超高断熱庁舎で、床面積は敷地面積とほぼ同じ４，７

６３平米、只見町の１．８倍、地上４階、地下１階の鉄骨づくり、設計以外の施工は建築・

設備とも地元業者が請け負い、素晴らしい。コンセプトは住民と行政の協働のまちづくりの

実践の場、コミュニティーを育む庁舎で、それを見事に体現されていました。建設事業費は

２５億８，３００万。内訳は新庁舎建設基金が８億円。太陽光、地中熱の活用に関する環境

省補助が１億６，０００万。木質化に対して林野庁の補助が５，２４０万。合併特例債が１

３億２，４００万。一般財源が２億４，０００万円でした。全体の半分は合併特例債でした。   

  只見の場合、役場の建てる位置は雨堤１０３９番地とはっきり決まっており、建設資金も

今ならなんとかなります。と回答をいただいております。 

  町長は過去の失敗を教訓に、町民のため、来訪者のため、職員のためにも、便利で親切な、

そして身の丈に合った理想に近い町の本丸、役場庁舎の建設を、皆で知恵を出し合って、も

う一度再挑戦の準備を始めるべきだと思います。このままだと何年先になるかわかりません。

３，０００人を切ってからでは絶対だめですよ。決断してください。伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  酒井議員から、本当に１月に、南会津町役場庁舎並びにきとねを訪問された、また具体的

な資料、研修を積まれた中での具体的な数値を含めたお質しをいただきました。   

  まさに私も何回か、南会津町役場の庁舎を訪れたことありますが、議員おっしゃるように、

本当に素晴らしい庁舎だというふうに思っておりますし、１階には障がい者の方の、そうい

った喫茶コーナーといいますか、そういったのもございまして、本当に素晴らしいと思いま

す。また、そういった財源内訳含めまして、しっかりと計画がなされております。本当に時

期につきましても只見町役場庁舎とほぼ同時期でございましたので、行く度に様々な想いが、

思い出されてまいります。 

  こういった中で、一番反省点として思いますのは、やはり最初の合意形成だったというふ

うに改めて思います。やはりあの、当時は、役場庁舎と、現在、只見公民館ですが、只見振
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興センターを合築するという考え方で一旦は整理がされて、それで進もうという話と、途中

から、いや、別々に建てるんだという話が同時並行で出てきまして、やはりその辺で、当時、

事務方としてその辺の話を、どちらでいくのかということをしっかり整理できないまま、別々

に建てるという方向で、当然、そうなれば建設費も膨らむわけですから、それが議論の中で

建設費が膨らむんではないかという議論のほうにいってしまって、非常に事務方として責任

を感じる部分はございますが、やはり、スタートに当たってその辺の考え方をきちんと議論

をし尽くして、合意を経たうえで、その後、地元産材や福島県産材を使うとか、そういった

一つ一つの考えを合意したうえで次に進んでいくのが、結果として一番早いやり方だったん

だろうなというふうに反省とともに思うところでございます。したがいまして、酒井議員が

おっしゃっていただいたご意見を受け止めながら、町民の皆様、町外の皆さんが、本当に只

見町は役場庁舎について建設する考えはない、と言われることのないように、町の本丸とし

ての整備はなるべく早く、その考え方を明示して、その取り組みの在り方を皆さんにお示し

できるように、重ねて努力してまいりたいというふうに思います。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） 条件はそろっております。タラレバや言い訳など、ここまでくれば

もう、いりません。町の重要課題はたくさんある。それを順番を追ってやっていくんだって

いう、さっきの町長のご答弁もありましたが、役場庁舎の再挑戦への準備です。準備です。

準備の開始をできなければ、今後、展望が開けませんし、町民の方々の希望がなくなってし

まいます。ここで役場庁舎の建設の準備を始めると、町長の答弁をもう一度お願いいたしま

す。よろしくお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 本３月会議において、当初予算、様々提案させていただいております。

今回、当初予算には役場庁舎建設に係る関連の予算は提案しておりません。が、今、改めて

８番議員からの一般質問をいただいております。ので、このご意見をしっかりと踏まえて、

予算は伴わなくても内部で検討することは当然必要だと思ってますし、さらに意を強くして、

その検討を進めていきたいというふうに思っておりますので、そういった後に、しかるべき

時に関連予算が提案できるように重ねて努力してまいりたいというふうに思いますので、ご

理解をいただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 
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○８番（酒井正吉郎君） 私も今回、４回目のお願いでした。今、町の中で課題は山積。それ

はわかります。役場庁舎も途中まで、といいますか、ゴール寸前までいった経過があります。

そこまでたどり着く不備な点がたくさんあったことは私も傍から見て感じておりましたが、

今度はその反省を踏まえ、途中から準備を始めてもいいぐらいの段階だと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

  それではあの、今、当初予算には金額的にはあがっていないんですけども、庁舎内では重

要な案件だと思って準備を進めていきたいという返事をいただきましたので期待いたします。

今後に期待いたします。よろしくお願いいたします。 

  次に、その２、湯ら里についてです。平成５年の温泉の湧出を受け、平成８年に町民によ

り命名され、華々しくオープンした季の郷湯ら里でした。当時、地元の民宿旅館組合からは、

お客様を独り占めにされてしまうのでは、地域振興に逆行する代物では、何故そんな地元業

者を窮地に追い込むような巨大な建物を多額な公金と補助金を使って役場が建てるんだと。

一方、町ではガットウルグアイラウンドの補助金を活用して奥会津で最大規模のおもてなし

施設を建てたいと、関連事業者や町民からは賛否両論の声があったことを思い出します。オ

ープンして約８年間ほど、只見の迎賓館として光を放ち、支配人以下、素人上がりのスタッ

フ全員の努力と活気ある頑張りに多くの町民の皆様に賛同を得られ、その間に通算１００回

を超える結婚式や宴会等の利用で活気を呈し、施設を利用したカップルにはヘリコプターに

よる遊覧飛行の企画まであり、只見の名をおおいにアピールした時代もありました。また、

地元の民宿旅館組合さんは、湯ら里に負けじと小規模ながらもアイディアと家族スタッフの

団結により、湯ら里との住み分けに成功され、現在では心のこもった料理や親しみいっぱい

のおもてなしで湯ら里を凌ぐ評価を町内外のお客様から獲得されております。前向きに営業

努力されている姿にエールを送る次第です。湯ら里も大切な応援者、利用者の声に真摯に向

き合い、さらにチームワーク良く、第一に頑張ってもらいたいと思います。観光業の場合は

特に時代の流れに左右される職種であり、先日の新聞にもありましたが、老舗の丸峯観光ホ

テルが民事再生法により会津乗合自動車の完全子会社になりましたが、今後も投資、改装や

ビュッフェレストランの新設などで魅力向上を図るとありました。 

  前置きが長くなりましたが、湯ら里の現状の業績の数値に関することは専門家による審査

や見解に委ねますが、ここでは基本的な営業活動を中心に質問いたします。端的に回答願い

ます。 
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  まず、湯ら里が経営危機という現状の根本的な要因は何だとお考えですか。伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 今ほどの酒井議員のご質問にお答えをさせていただきたいと

思います。 

  ご質問の中で、当初からいろいろ、湯ら里の経過と町内の皆様方の旅館との住み分けなど

のご意見などを伺いまして本当に経過を踏まえたうえでのご質問であったかと思います。 

  確かに丸峯観光ホテルはこういったような状況の中でいろいろやられておりまして、湯ら

里の経営の今の現状における問題点というところでございます。 

  まず、一番大きく、経営の状況で厳しい状況に陥ったのはコロナ禍であったと思います。

その前までも若干の厳しさはございましたが、コロナによりまして、やはりお客様が減って

しまったことが一番の原因であります。そこに加えまして、これまで団体旅行など、非常に

多くの旅行が複数の方でいらっしゃいました。１部屋に４名から５名という形で団体旅行が

コロナの前まではたくさんございました。ところが、コロナ以降は個人客の旅行にスイッチ

したことがございまして、湯ら里の２階の客室は現在２０でございます。２０の中に二人ず

つ泊まるような形で、実際、湯ら里の数値としましては客室稼働率としては高いんですけど

も、定員稼働率になりますと低い状態が続いております。というところがございまして全体

的に売り上げが落ちているといったところが一番大きな原因であろうかと思われます。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） 説明をいただきました。 

  次に、二つずつ伺います。 

  一つ。これは具体的な現場のことが主になりますが、全体会議、営業会議、ミーティング

など、タイムリーに開かれていますか。情報共有が乱れると社内トラブルの元になります。

辛くとも経営危機の現状をみなで共有し、再起の機運はありますか。伺います。 

  二つ。町の迎賓館として町内外からサービスや地域貢献等を求められる一方、経済的な自

立も求められる体質の中、安易に行政に頼ったり、指定管理料や借入金に頼る傾向はありま

せんか。伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 今ほどのご質問にお答えをさせていただきます。 

  まず一つ目の全体の会議、ミーティングは行われているかということでございます。社内
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の部分で会議等は支配人等が行っておりますので、これについては行われているということ

でご理解をいただければと思います。 

  ２点目のサービス、地域の自立、経済的な部分であります。湯ら里は第三セクターとして

町の施設を請け負う会社でございます。自立的な部分に関しては、基本的には民間企業が只

見町で同様のサービスが行えるようであれば、そういった方々にお任せをしたいところであ

りますが、なかなか立地条件、そういったものもございまして当初から第三セクターという

形で、町が支援する部分は支援をさせていただくということで営業のほうをお願いをしてき

た経過がございます。その根底の中で町が下支えをする部分については変わってはございま

せん。営業の係る部分を湯ら里のほうでしっかりと営業した中の利益で賄っているというよ

うな状況でございます。ただ、先ほども申し上げましたように、営業の売上が落ちている現

状もございますので、そういった中で集客の努力、そういった部分は引き続き湯ら里のほう

でも行っているところでございまして、町のほうでも設備に対する支援、必要なものについ

ては今後もしっかりと進めさせていただきまして、安定的な経営ができますように努めてま

いりたいと考えております。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） それではあの、具体的な現場の小さい質問も入ります。 

  次に、一つ、かつて実施されていた全体部署の従業員のスキルアップにタイムリーに社員

研修は今でもされておりますか。伺います。 

  二つ、客層のターゲットについて、低価格帯に近い子供旅行、教育旅行、スキーツアーな

どの団体旅行や、温泉や料理、連泊等に重点を置く高級志向の個人客などの需要がある中、

そして通年で安定したオールラウンドな営業が求められる中、極端な客層の選り好みはない

か。 

また、民宿旅館などや町内のスキー場、宿泊施設等や異業種との連携による旅行プランな

ど、通年でのお客様確保を検討されていますか。伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 今ほどのご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  基本的にはまあ、湯ら里の会社の内部のことでございますが、社員の研修に関しましては、

町のほうからＤＭＭという会社のほうから派遣をさせていただいた中で、ＤＭＭの派遣され

た方が接客のとりまとめとか、指導とか、そういったものをやらせていただいておりまして、



- 49 - 

 

そういったスキルアップの向上の関係の部分のことは今年度やらせていただいております。 

  また、ツアーとか団体旅行に関する町内との連携でございますが、まだ具体的に町内の旅

館民宿等まではいっておりませんが、振興公社のほうで、今まだ試験中ではございますけど

も、振興公社で購入をいたしましたテント型のサウナがございます。そちらのほうを冬、湯

ら里のほうでお客様に提供をプランとしてできないかという試験なども行っておりますので、

そういった、少しではありますけども、そういった取り組みも今の中で行っております。 

  こういった連携、今ほどご提案いただきました町内の同じような旅館民宿との連携は必要

であろうかと思っておりますが、そういった部分も含めまして、今後も湯ら里のほうにしっ

かりと同じような形で我々のほうとしてもアドバイスなどをさせていただきながら、協力と

してできる部分は努めてまいりたいと考えております。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） スキー客の団体、今年までという話を聞いております。通年でのお

客様確保。これはまったく大変だとは思いますが、今後とも頑張っていっていただきたいと

思います。 

  次にいきますが、一つ、今まで湯ら里を長年にわたり応援利用されてきた町内外のリピー

ターの方々、交流復活が求められる柏市からの旅行者など、大切にされていますか。常連客

は情報提供者であり、なにより応援者です。伺います。 

  二つ、最高責任者である社長は自ら現場を見て、常に状況を把握できていますか。町政と

第三セクター、両方とも課題が多く、運営が厳しい中、両方の最高責任者の立場に無理はあ

りませんか。伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） まずもって、様々、湯ら里の経営に関しての改善点であったり、より

良い方向を進むようにということでご意見をいただいておること、大変ありがたく受け止め

ております。 

  この後、喋らせていただきますが、第三セクターとはいえ、株式会社のことでありますの

で、その辺のことを踏み込みすぎないように気を付けて答弁したいというふうに思います。 

  そういった中で、まず、柏市、ふるさと交流都市であります柏市の方々から湯ら里をご利

用いただいておるということは大変ありがたく思っておりますし、先般も柏市の市長さんが

雪まつりの前日、お泊りいただきまして、大変、料理、お酒等含めて褒めていただきました。
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ので、正直、全ての方々に受け止めてもらえるかどうかは正直、私自身もわかりません。で

すが、様々な改善を要するご意見とともに、また評価もいただく、アンケートとか様々な声

を、私も支配人を通じて聞いておりますので、全てが評価されるべきものばかりではなくて、

逆に残念ながら期待外れだったという声もあることも承知しております。したがいまして、

そういった声をしっかりと受け止めて改善を図っていくという努力が引き続き必要だという

ふうには思っておりますし、それは機会を捉えて支配人を通じて話をさせてもらってます。 

  また、本当に、おっしゃったようにリピーターの方々は、またお客様だけでなくて、メッ

センジャーといいますか、その情報提供者ですから、そういった評判が立ってしまうことは、

またそれはホテル業をやっているところとしては非常に、良い評判であれば勿論良いわけで

すが、悪い評判が立ってしまうことは本当に避けなければならないことでありますので、重

ねてそのどの努力はしていきたいというふうに思っております。 

  また、それからあの、従前の、今までも発足以来、町長が株式会社の社長ということで、

長年にわたって携わってこられました。私もまあ、その任には就かせていただいております。

しかしながら、先ほど担当課長申し上げましたように、コロナ後、団体旅行が減って、やは

り客室は、稼働率は高いけども、人数の稼働率が低いというところ、それはある意味、どこ

も同じだよという話かもしれませんが、やはり特に施設が大きいだけに、そのダメージはよ

り大きなものがございます。ので、その辺の事含めまして、経営改善、どういった方策があ

るのかということをしっかりやっていかなければならないと思っておりますが、これはこの

後、また次期の株主総会、予定されております。そういった中で内容、体制含めまして、次

の一手といいますか、次の改善を図るべく、次期の株主総会を目指して現在、その改善案等

をまた努力しながら、一方で練っている状況でございますので、そういった中でお示しでき

るかなというふうに思っておりますので、引き続き努力をしてまいりたいというふうに思い

ます。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） 次に私が最も心配している点ですが、一つ、社長である町長から支

配人、それから料理長を含む課長職、そして現場スタッフまでの指揮命令系統はしっかり確

立し機能していますか。大所帯であり、お客様との距離も近く、接客に神経を使い、チーム

ワークを重要視する職場で特にガバナンスが大切な業種と思います。社長としてガバナンス

の役目を果たしてはおられると思いますが、伺います。 
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  二つ、私は一人二役については無理があると思っておりますが、代表取締役の交代につい

て検討されたことはありますか。その場合、現状にしがらみがなく、且つ湯ら里の復活に尽

力していただける有能な、できれば外部からの人材確保の可能性はあるのか伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  本当にあの、いずれどの組織であっても、ガバナンスは大事だというふうに思っておりま

す。そういった中で一人二役という中で、そのガバナンスは図れているかということを、こ

ういった場でご質問いただくこと自体が、やはり様々なご意見があるんだなということを改

めて認識しております。したがいまして、それにつきましては引き続き、先ほども申し上げ

ましたが、努力してまいります。そのうえで、次期の株主総会にあたりまして、そのガバナ

ンスのより一層の企業統治といいますか、その在り方、より一層した形、あと一人二役の形

含めまして、その考え方、改善、具体的な案をお示しできるように、現在、先ほど申し上げ

ましたが、それを検討しておるということでありますので、その段階になりましたら公表さ

せていただくように、湯ら里からになりますけども、町の立場ではありませんが、そういっ

たことになろうかと思いますので、そういった、ただ今いただいたご意見をしっかりと受け

止めて、その具体的な形を次期株主総会に向けてお示しできるようにさらに努力を重ねてい

きたいというふうに思っております。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） 今、大変失礼な質問もいたしましたが、ガバナンスの乱れからパワ

ハラやセクハラの事件が起き、ひいては代表責任者の退任にまで追い込まれるケースが、最

近、政財界やスポーツ界まで頻繁に起きているからでございます。湯ら里では大丈夫でしょ

うね。伺います。 

  以前、かつてあったことは私も聞いております。それは初期に懸命な対応により大事には

至らなかったと聞いておりますが、代表者の退任にまでいかなかったことは幸いだったとは

思いますが、この、やっぱり接客に対する宿泊飲食業。これはパワハラ・セクハラの起きる

確率の高い業種だと思います。その辺、大丈夫でしょうか。一言伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 今、本当に、様々な業種にわたりまして、本当に様々な形でのハラス

メントが起きていることは、度々、私もニュース等目にしておりますが、非常にこれはあっ
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てはならない事案だというふうに常々思っております。したがいまして、他の企業、団体等

であることが、他のことでなくて自分達のことに置き換えて、そういったことにならないよ

うに常に気を引き締めて取り組んでいかなければならないと思っております。 

  また、先ほど、課長、一部申し上げましたが、外部の講師を招いた研修も、場合によって

は振興公社と共にやった研修もありますが、そういった外部講師を招いた研修もしておりま

すし、接客に関しても個別指導もしております。勿論、十分というわけにはまいりませんが、

そういった研修をしているということをこの場をお借りしてお話させていただきます。そう

いったことのないように様々な面で法的なこと、また具体的な事案、そういったことをしっ

かりと勉強して、言葉遣い一つにしても、態度一つにしても、お客さんはそういったことが

あれば、もう二度とお見えになりませんので、さらにその徹底を図っていきたいというふう

に思っておりますので、引き続きのご理解とご指導をお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） 湯ら里においては専門家の検討委員会による検討結果により、借入

金の増大や資本の欠損の状態等指摘されており、さらに本体施設の今後の補修、改修費用と

して３億円程度の費用が必要と見込まれ、（聴き取り不能）施設改善にも約３億円の費用が必

要とも言われ、さらに薪ボイラー導入の計画も出てきております。まさに今、社長以下、全

員が改めて今後の目標とチームワーク、情報共有の大切さを見直し、利用料金による自立し

た健全な経営を目指し、指定管理料を低減するぐらいの努力が求められると思います。 

  そして今後、必ずクリアしなければならない事柄に対し、優先順位を検討すべき時代だと

思いますが、伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 先ほど議員ご説明いただきましたが、やはりガットウルグアイラウン

ド農業補助金で当時、そういった支援を受けまして、条例の一番最初に書いてありますが、

やはり都市と農村との交流ということが目的でございます。ので、そういった中で現在、ふ

るさと交流都市である千葉県柏市との交流を締結させていただいて交流を図っておりまして、

現在の流れになっております。 

  加えまして、コンベンションホール、新年交換会であるとか、各種催し物、講演会等がで

きます。そういった、いわゆるコンベンション機能ができる場は、現在、町内では湯ら里し

かございません。昔はあの、総合開発センターであるとか、現在も公民館ございますが、あ
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れだけ１００人・２００人規模で入れるところは町内ございませんし、そこに加えてバンケ

ット機能といいますか、飲食も提供できる、一箇所で両方の機能があるという施設はこの川

筋でもないというふうに思っております。現在、福島市でも度々、会議ございますが、福島

市でさえも、今そういったところができるのが２箇所・３箇所程度になっておりまして、福

島市さえもなかなか、そういった施設がございません。それをやはり平成８年に、その両方

の機能を備えた季の郷湯ら里を建設された時の方々、当時の町長を含めまして、関係者、議

会の皆様含めまして、そういった時の方々の私は先見の明には本当に心から感服しておりま

す。したがいまして、この季の郷湯ら里の目的を持続的に果たすことができるように、その

後世の私達は努力していかなければならないというふうに思っております。ので、そういっ

たコンベンション機能とバンケット機能を両方併せ持つ季の郷湯ら里の魅力を十分発揮して、

そして都市との交流を促進していくという役割を果たしていきたいというふうに思っており

ます。そのうえで、やはり、そのコンベンションの機能につきましては、やはり広い面積で

ありますし、管理もかかります。やはり公益的機能と収益的機能という考え方、１２月にも

申し上げましたが、やはりある程度、そこのエリアは公益的機能として認めていただかない

と、今後、継続が難しくなるというふうに思っております。変えれば、もし公民館とか開発

センターがあれば、そこに対してお金もかかってきたわけですが、それは町の予算で執行し

てましたので、やはり、そういった会合や大きなものができるのは公益的機能なんだという

ことで、町からの支援は私は改めて必要ではないかなというふうに思っております。 

  併せまして、湯ら里だけではなくて、やはり町が一体となって、農林業含めまして様々な

業種含めまして、観光業、商工業含めて、やはり都市と農村との交流を、それらを総体的に

魅力を上げていって、その交流の促進を図っていくということがありますので、今後の振興

公社を商号変更して、その着地型の商品を提供できるということとも関係してまいりますの

で、そのようにご理解いただきたいと思います。 

  それから、薪ボイラーにつきましては、湯ら里のものだけではございません。そういうふ

うにとられると非常に苦しいんですが、元々は環境教育、ＥＳＤ、ですから、やはりＳＤＧ

ｓの中で環境教育をやっていくんだと、只見町の人と自然の共生というまちづくりの根幹の

考え方の下に、山の活用を図っていくということですから。そのことが湯ら里のことと、そ

こだけで結び付けられてしまうと、俯瞰的な視点が、大変失礼ですが、欠けてしまいますの

で、その点も併せてご理解をいただければなと思います。 
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  いずれにしてもご意見はしっかりと受け止めさせて、今後に反映させていただきたいと思

います。 

  ありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） ありがとうございました。 

  それでは次に、道の駅について伺います。 

  この前の委員会の中で突然、道の駅基本計画案が出されました。その中身は令和２年から

３年にわたり多くのメンバーで検討され答申された、只見型道の駅そのものでした。かつて

町長はこの答申案を採用されず、場所も駅前交差点からきらら２８９までの間に建設したい

と言われたまま現在に至っております。今度は一転、この案に賛同されて提案されたわけで

しょうが、２年間の空白期間が過ぎ、令和８年に完成させたいという意向なので、急ごしら

えで失敗はしないか心配です。規模も含め、中身の再検討はこれからですが、小規模から始

めるにしても、道の駅的施設は今まで必要だと思ってきました。小規模でも道の駅を造る意

義として、町内の住民には本来の目的のほかに、地域センター型としてコミュニティーの拠

点にもなり、町外者にはゲートウェイ型として只見を訪れる人の最初の窓口になり、観光案

内や休憩の場になります。 

また、農業関係では営農者が減少し、大規模営農事業者に集約が進められていますが、小

規模営農者、今人気が高まっているグループ農業、家庭菜園就農、Ｕ・Ｉターン者によるこ

だわり小規模農業などから生産される少量、多品種の農作物が注目され、少額でも生業の糧

になります。そして、町内で伝統を継承するために伝承産品を守り育んでおられるどぶろく、

はちみつ、ジャム、飴、味噌、じゅうねんなどの伝統的な食の産品の生産者や、木工品、あ

けび、またたび、ヒロロ細工、ブナの葉詰め、ゼンマイの綿毛のコースターほか、多くの伝

統の技を活かした工芸品の生産者の方々には自慢の商品の発信の場、営業の場になります。

手間暇がかかるシャクヤクの栽培を起業されたグループもあり、小規模でもしっかり、ユネ

スコエコパークの町、只見町を支えてくれております。３地区の国道沿いに小さくともきれ

いなトイレと売店、休憩場所を備えた、ミニ町の駅も欲しいぐらいです。 

最後に、中心市街地活性化構想について一言伺います。 

駅前広場の遺跡調査も終了し、旧丸屋旅館が解体され、跡地が隣地にあるのですから、単

発的に中途半端な構築物を建てるより、平成２６年に官民共同で検討したことのある、只見
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町中心市街地活性化重点支援事業と、岩手県諏訪町のオガールプロジェクト構想を再度参考

にして、町内で最適な駅前広場の将来を見据えた長期計画の第一歩に幅広く、大切な機能を

集約した中心市街地活性化事業を中心に据えて核とし、そこから朝日・明和地区に、さらに

十島・塩沢・布沢・坂田地区のような末端集落まで波及するように、官民協働で取り組んで

いくべきと考えますが、伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  最初の道の駅の構想の説明のところ、私、すみません、ちょっと、説明したというところ

を、よく理解できなかったんですが、後段の部分のみ申し上げます。至らなければお願いし

ます。 

  私としては、たぶん、基本的な考え方は私は酒井議員と違ってないと思います。 

  そういったものをしっかり盛り込んだ、そういった施設が必要だと思ってまして、私も選

挙の時から、只見駅前の賑わいの施設は必要だということは公約に掲げてますので、考え方

が変わったんじゃなくて、只見駅前は大切なところなんで、そこは只見の顔なんで、施設整

備は必要だというふうに思っております。ただ、先般の道の駅ですと、周辺の地域の方々中

心に、十分なご理解を得られてない状況でした。加えて、その経営は第三セクターに任せる

んだという報告になってました。ですが、経営検討でわかるように、第三セクターの状況が、

議員わかるような状況でしたので、第三セクターの経営体をまず強くしていかなければなら

ないということで今着手しておりまして、その方向性を先ほども説明させていただいており

ますので、そういった中で今般、設計関連の予算を当初予算に提案させていただいておりま

すので、是非ご審議のうえ、お認めいただきたいなというふうに思っております。 

  様々な議員の想いは私も常々、お聞かせいただいておりますので、その考え方は私も非常

に同感できるところございます。大事なのは、それを一つ一つ、どうやって形に表していく

のかということだと思いますので、今後も議員はじめ皆様方のご意見をいただきながら、ま

た、町民関係者の声をいただきながら、議員おっしゃる方向でその整備を進めてまいりたい

というふうに思っておりますので、何卒ご理解とお力添えをよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、酒井正吉郎君。 

○８番（酒井正吉郎君） 町長の考えを伺いました。ありがとうございます。 

  最後に、人口減少、少子高齢化という厳しい現実がひしひしと迫ってきている中、ＥＳＤ、
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ＳＤＧｓ教育で只見を愛し、見識を広めている小・中・高の子ども達がふるさとに戻ってき

てくれるよう期待し、環境整備をすべきと考えます。 

  最後にもう一言、町長の考えを伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） これはあの、教育委員会並びに各学校でアンケートを子ども達に実施

した結果ですが、やはりあの、約半数の子どもが只見で生活したい、もしくは只見に帰って

きたいというふうに思っております。ただ、そういった中で仕事も職業の選択もそうですが、

自己実現を図りたいと思っているけども、やはり只見町でその自己実現を図れるような職業

とか、環境とか、そういったのが整っていないんで、やむなく出ていくというような回答も

ありました。ので、やはり今、まさに議員おっしゃったことをしっかり受け止めまして、そ

の自己実現図れるような仕事であったり、環境であったり、生活の利便性といいますか、そ

ういったものを一つ一つ整備していくということが、おっしゃるように大切だというふうに

思っておりますので、今後とも努力してまいりますし、酒井議員はじめ皆様方のお力添えを

賜りたいと思います。 

  誠にありがとうございます。 

○８番（酒井正吉郎君） 以上です。 

○議長（大塚純一郎君） これで、８番、酒井正吉郎君の一般質問は終了しました。 

○議長（大塚純一郎君） 続いて、１１番、三瓶良一君の一般質問を許可します。 

  １１番、三瓶良一君。 

          〔１１番 三瓶良一君 登壇〕 

○１１番（三瓶良一君） １１番、三瓶良一でございます。 

  一般質問を行います。 

  只見町の当面する重要課題についてお伺いをいたします。 

  先ほど、２番議員さんからも一般質問がありました。 

  重複する部分が大変あるわけでございますが、それを（聴き取り不能）答弁をいただきた

いと思います。 

  まず第１点に、只見線の只見駅舎建設の用地確保の進捗状況についてお伺いいたします。 

  町長の考えられた必要用地というのは、どれだけの面積を必要とされたのかと。そういう

ことが一切明らかにならない中で用地が進まない、用地交渉が進まないという説明を受けて
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きたわけでありますが、ＪＲ側と折り合いのつかなかった問題点を具体的に説明していただ

きたいと思います。 

  第２点に、これはコンサルト報告書には、ＪＲ只見駅と道の駅の合築、統合ですね、その

提案がなされているわけであります。建設費が安くなること。そして、維持費用も少ないこ

と、経営的にも有利になると、まあ、言ってみれば良いことづくめの内容だったわけであり

ます。第三セクター全てが赤字という現状の只見町の中において、町長の方針は本当にこれ

は容易でないということで、なかなか方針を決定するに、決定できないその状況にあるとい

うこともよく理解するところでありますが、我が町として大事なことは、拠点整備をちゃん

としなければ町というものは発展してこないということであります。その拠点整備というの

が、今、駅前に集中しているんだろうと思います。私はそこに役場を造られ、そして、あの

国道が交差するあの角に、からちょっと奥に入ったところに駅舎を造られた先人たちに、大

変なやっぱり、先見の明をお持ちであったなというふうに感謝をしておるところであります

が、この先人たちの条件をちゃんと活かして、そしてしっかりした町を創らなければならな

いと思うわけでありますが、再度、方針を伺います。 

  ３点目に、役場庁舎を元の位置に建設すると、選挙時に町長は辻々で主張されております。

４年間の任期中に建設計画の具体案を提示されるんだというふうに一般の町民は思ってます。

私もそう思ってます。その提示というのは財源問題もあったり、いろいろして、なかなか進

まないということはあったにしても、やっぱりあの計画の進め方というものを、日時を切り

ながら具体的に、何年までに完成させるんだというような計画を示されないと、町民から大

変な不信感を買ってしまうと、私はそのことを町長にお伝え申し上げたいと思います。まさ

か、そのようなことはないんだろうと思います。あともう、町長の任期は１０ヵ月程度だと

思いますが、その間に私はこの設計、それを進め方の設計ですね、それをちゃんとお示しに

なるべきだろうというふうに思いますが、町長のお考えは、先ほどの答弁では非常に抽象的

な話でわかりません。その期間中に、やっぱりあの、設計を立てられると、いうことを求め

たいと思います。 

  ４点目に、少子対策と婚活運動についてお伺いしますが、只見町の人口は先ほど２番さん

からも説明があったとおりに大変な状態にあります。この限界線を越えてしまうと、越えて

低落してしまうと、なかなかこれは回復するのに容易でなくなる。今がその限界線ではなか

ろうかというふうに思うわけですが、是非とも、効果的な対策が必要であろうと思いますが、
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私はあの、やっぱりインターネットとか、そういう時代がかえって悪くしてる面もあるとい

うふうに思いますし、これはあの、昔は独身貴族だとか、あるいはシングルなんとかという

ようなことで、結婚しないことを大変、そのマスコミあたりが貴族だというような扱いをし

て宣伝された、そういうことで今の状態にもかなり影響しているのかと思いますが、やっぱ

りそれには縁を取り持ってくれる、やっぱり昔の風習というものも、やっぱり再検討しなが

ら、取り入れていくというようなことも、やっぱり大きな役割を果たすんでないかなという

ふうに思うわけでありますが、町長の考え方をお伺いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） １１番、三瓶良一議員のご質問に項目ごとにお答えいたします。 

  １点目の只見駅舎建設の用地確保の進捗状況、町長の考える問題点を具体的に説明願いた

いとのお質しであります。 

  まず只見駅前の用地確保の進捗状況でありますが、これまで東日本旅客鉄道東北本部を通

じて用地の交渉をさせていただき、現在の駅から下流側の部分的な用地確保については一定

の理解を得ております。 

  一方で、この場所には過去に使用していたコンクリート製の貨物用のホームが残ったまま

となっており、当然、町が費用負担をして撤去を行わなければならないため、事前に撤去費

用を積算しての全体概算費用把握が必要と考えております。この部分に関しては地中埋設が

どれくらいあるのかも含めて調査をしておりますが、引き続き速やかに進めてまいります。 

  次に、２点目のＪＲ只見駅と道の駅の合築に関してのご質問についてであります。 

  三瓶議員のお質しにございます合築の提案につきましては、只見町中心市街地活性化協議

会において、只見駅を、只見駅商業複合施設として計画検討されていたことかと思われます。

合築による建設費や維持管理費の低減などのメリットがあり、経営的には有利になるとのご

意見は私も理解するところではあります。しかしながら、ＪＲから売却いただける限られた

用地の中では、大きな面積が必要となる様々な機能を有した建物を建設することは非常に困

難な状況になってきております。また、厳しい経営状況にあります第三セクターですが、人

材の確保と育成を行い経営改善をしっかりと進めてまいりたいと考えておりますので、引き

続き三瓶議員のご指導を賜りたくお願い申し上げます。 
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  ３点目の役場庁舎についてであります。 

  ８番、酒井正吉郎議員のご質問にお答えしたとおり、分散している役場庁舎機能を集約し

てしかなければならないとの認識は変わっておりません。 

  しかしながら、まずは町の玄関口としてお客様を迎える只見線広場の充実が優先課題であ

ると考え、令和６年度予算において設計等の予算をお願いしているところであります。 

  この中で、只見線広場周辺の土地利用の方向性を検討してまいりますので、ご理解を賜り

ますようお願いいたします。 

  次に、４点目の少子化対策と婚活運動についてであります。 

  三瓶議員お質しのとおり、過去には只見町内でも仲人さんなど縁を取り繋いでいただける

方がいらっしゃいましたが、現在はそのような事例が少なくなってきております。このよう

な方々が積極的に活動されていたことで出会いから結婚に結びついていたこともあり、一つ

の役割を果たしていたものと思います。 

  しかし、近年では生活スタイルの変化や思考の多様化、ＩＴ技術の進歩により人と人が直

接会う機会よりも、スマートフォン等のマッチングサイトによる出会いが増加傾向にあると

言われております。 

  また、結婚を望む女性は育児や家事に協力的な男性を望む傾向や、男性は経済力のある女

性を好む傾向がある、お互いの協力体制を尊重するなど、結婚に対する男女の考えも大きく

変化してきているとの調査結果も伺っております。 

  そのような中ではありますが、以前の仲人的な世話人を介した取り組みについても、変化

や多様化に対応するための見直しなどで改めて組織化しているところも見受けられるように

なりましたので、その点については先進事例を参考に研究してまいりたいと考えております。 

  町としましては、婚姻率の向上を図るため福島県のマッチングサイトである、はぴ福ナビ

への加入を支援する補助金の継続や、令和６年度は新たに只見町で素敵な出会いの場をつく

るイベントを実施することとしております。難しい課題となりますが、引き続き取り組んで

まいりたいと考えておりますので、三瓶議員のご指導、ご提言をよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） 随分長い年月がかかって、そして今だ、まだ一歩も進んでいないと

いうような状況で用地問題は進んで、まだ解決に至らないというわけであります。しかしま
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あ、この前の常任委員会で予算は計上するというお答えを課長からいただいているわけであ

りますが、この、今、町長言われた、あそこのプラットホームのところかなと思いますが、

あそこだとすると、あそこにいろいろな埋設物があったなんていうことは今までまったく聞

いたことがありませんでしたが、そのことをもしおっしゃっているんだとすれば、それは我々

が調査するよりも、ＪＲ側に、どういうものが埋まっていて、どういうふうになって、それ

さえわかれば、もう、そんなにあの、面倒くさい問題はない。いろいろ、理屈は別にして早

く進めると、いうことに徹してもらいたいなと。といいますのは、やっぱりあの、ＪＲだっ

て、これ、お客さんが段々段々こう、減少してくるんですよ。最初の時のような、熱狂的な

ものが段々薄れてきてます。しかし、只見線、なかなかまあ、今も活気を呈してます。昨日

も議会が終わってから駅に行ってみました。そしたらまあ、結構大勢乗っておられて、そし

てまあ、只見町の若い女性さんが二人、そこに中年の人がいて、手を振って、まあ、やって

おられました。傍に行って話を聞いてみましたら、いや、毎日、結構大勢の人が来るんです

よというような、こういう状態というものを、やっぱりいつまでもいつまでも続くわけであ

りませんから、やっぱり急いでもらわなければならないというふうに思うわけであります。 

今度の予算計上は大変良かったと思います。ただあの、この年次というのも、その次は、

来年は、おそらくこれあの、着工ということになるんだろうと思いますが、渡部町長が今ま

で議会で説明されてたことは、八十里開通前に完成させますということを答弁いただいたこ

とがあります。そういうことに、ちゃんと繋がるような、そういう施工を是非やっていただ

きたいと。そして、そういうことが可能なのかどうか。それを１点お伺いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  いくつか、私の受け止め方が間違っているのかもしれませんが、その時は改めてお質しい

ただきたいと思いますが、いくつかの話が混ざっているなというふうに私は思って聞きまし

た。 

  一つは、今回、予算提案をさせていただいておりますのは、只見駅前、古い円形校舎あり

ました。只見中学校。あそこのグランドに施設を整備していきたいという、そのための設計

予算を今３月会議に提案させていただいております。それが只見線広場の整備という設計予

算であります。ので、それは是非、大変、力強い、ありがたいお言葉いただきましたが、是

非お認めいただきたいなと思います。そして、そのうえで、その設計をしっかり、皆さんの
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声を伺ったうえで、やったうえで、令和７年度に着工すると、建設に入るということになれ

ば、先に示されました、国道２８９号八十里の全線開通、当初は冬期間通行できませんが、

春から秋までは通行できる予定ですので、そういったタイミングに合わせることもできると

いうふうに思っておりますので、是非その事業は進めさせていただきたいなというふうに思

います。まずそれが１点です。 

  それから、只見駅舎のことにつきましては、これは先ほど８番議員からもご質問ありまし

た。今まで何度か、名前変わってますので非常にわかりにくくなっているかと思います。過

去には商工会が中心となって、中心市街地活性化事業、その中の提案では、只見駅舎と道の

駅を一緒にした複合施設を造ったらどうですかという提案をいただいてますので、やはりそ

の可能性は私としては探っていかなければならないというふうに就任当初から思ってました

ので、そこら辺の可能性を用地の確保を含めて、ＪＲ東日本東北本部を窓口として、私、ま

た担当課長が交渉してまいりました。しかしながら、当初考えているほどの複合施設、大き

な施設を確保するだけの用地の確保ができそうもないという回答がありました。加えて、今

般、只見線見送る時にコンクリートで、すぐ駅の下側にありますが、そこに施設があります

が、そこを解体撤去しなければならないと、さらなる負担の部分がありますので、そういっ

たことで全体のまだ、金額はわかりませんが、大規模な複合施設を造ることは難しいなとい

うことを先ほど申し上げましたので、私としてはその只見線広場の施設の設計予算をお認め

いただいて、その建設に着手させていただきたい方向で申し上げておりますので、そういっ

たことでご理解をいただければなというふうに思います。なお、すみません、私の受け止め

方が間違っていたり、足らないところがありましたら、またお質しいただければというふう

に思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） やっぱり噛み合いませんね。そういう説明では。 

  この前、ＪＲに行った時も、常任委員会、一緒に行った、全議員が行かれたわけですよ。

そしてやっぱり、その時の土地交渉というのは、元のプラットホームの話だったんですよ。

それが今度の設計、今度また変わって、今度またこっちのほうに設計されるということにな

って、いつの間にかそんなふうに方針が変わったのかなと。 

昔、湯ら里を設計するときは、当局はこういうふうに設計したいんですが、どうですかと。

これだといくらいくらかかりますよと。いちいちあの、議会と相談されたんですよ。そして、
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その積み重ねのうえで今の湯ら里ができた。湯ら里も最初はあの、地べたに、地べたから直

接、１階・２階というふうに造ることになっていた。それがあの、そういうことでは雪国の

ところでは真っ暗になってしまうと。それ、議会のほうからの提案ですよ。そして、ピロテ

ィでずっと、（聴き取り不能）方式に持ち上げた。そういうような、お互いに意見を交換し合

いながら良い施設ができていった。ところが、今のお話だと、もう町で設計変更したの、こ

っちだという、元の中学校の跡だということになってる。この話は聞いたことがありません

し、この前、委員会に示された設計の案は、なんですか、町長は、雨堤１０３９が役場の建

設予定地です。こういうふうに言われておいて、ところが、あの資料の中には、そこに道の

駅ができるというような、そういうふうになってる。それは、さっき２番議員がおっしゃっ

たように、これはあの、商工会で昔作った設計そのままだったと、いうようなことが判明し

ましたが、どうもその辺の一体性が感じられない。やっぱりそこの一体性というもの、きち

っとしてもらわないと困りますし、そこの一体性を確認したいと思います。 

課長。課長。あなたと町長の説明にちょっとずれがありますから、説明してください。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 私のほうからお答えをさせていただきます。 

  まずあの、委員会での私の説明が至らぬところがありまして、今、誤解を招いているのか

なというところでお詫びさせていただきたいと思います。 

  そのうえですが、経過として申し上げますと、先般、委員会のほうでお出しさせていただ

きました資料につきましては、これまでの駅前付近を中心としたエリアの変遷、これまでの

取り組みの中の資料を抜粋としてそのままお出しをさせていただきました。 

  今後、計画をする、来年度に予定をしている設計をお願いしたい予算の中身の計画ではな

く、まずは、駅前を含むエリアについては中心市街地の活性化計画がありまして、役場の庁

舎、それから駅前の駅舎を含めた複合施設、こういった経過がございました。その後、道の

駅計画を作らせていただいて、その道の駅の計画もございました。 

そういった中で、駅前に駅舎と下流側に複合的な駅舎を造りたいというところで用地交渉

を進めてまいりましたというお話をさせていただきまして、その用地交渉の結果については

当初、もっと大きな面積を、交渉の中で確保できる予定でありましたが、思っていたより面

積が小さかったという中で、駅舎については複合的ではなく、シンプルに駅舎のみで進める

ような形で今後検討したいというようなお話をさせていただいた中で、そこから残った複合
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的な機能を今の雨堤のエリアに持っていくための設計をさせていただきたいということで、

私のほうで資料をもってこれまでの経過を含めて、駅舎は駅舎、それで、そこから複合的に

進める予定だったものが、抜けた分に関して、駅前のエリアの只見線広場のほうに来年は設

計予算を確保させていただいて、なんとか進めさせていただきたいというような説明であり

ました。そこが駅舎の変遷と、大変申し訳ございません、私の説明不足でありまして、道の

駅の計画、過去に作った計画と一緒になってしまったのだろうとは思いますが、今のところ

経過としては、そのような形になっておりますので、ご了解をいただければと思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） 確かにあの、課長、これは参考意見だというようなことも言われま

したが、しかし、参考意見にしても、町長が言ってることと、あそこに出されるものがまる

っきり別のもの出して、参考だなんて言われても、それはみんな迷ってしまうんですよ。そ

ういうことでは。 

そして、この今までの年次を見てみると、考えてみれば、やっぱりきちんとした、あそこ

の総合的な計画、これがないなと、町にはないでしょう、そういう総合的な検討結果という

ものが。だからこういうふうにあちこちになってしまう。やっぱり、その、総合的な、あそ

この施設整備計画というものをつくってもらわないと、町民も理解できないし、議会も理解

できないと、そういうことになってしまいますから、これはもう原点に返って、もう一回、

議会にちゃんと示せる、そういう案を出していただきたいと。ただ、これ、試しだなんて、

参考だなんて言うもんで、委員会に出すようなことはあってはならないんですよ。そういう

公式な場所にそれを出してはいけない。そういうことですから、この点について、さっき申

し上げました、町長の、あそこのプラットホームのところの施設に埋設をされているものは、

どのぐらいかかるのか。そのこともちゃんときちっと説明してもらって、あるのか、ないの

か。そして、こっちのほうにはどういうものがあるのか。中学校の跡には。そこはお調べに

なっているんですか。課長。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 今ほどの三瓶議員のご質問にお答えをさせていただきたいと

思います。 

  ご質問の内容としては、プラットホームで使っておりましたコンクリートのホームの跡だ

と思います。その資料につきましては、使っておりましたＪＲのほうに、まず一旦は確認を
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させていただきました。で、ＪＲとしては、国鉄時代に、その前に、田子倉ダムの専用線で

建設をしたときに造られたものであるということで、今のＪＲ側には資料がないということ

でございました。その後ですが、今、電源開発のほうに当時の建設資料が残ってないかとい

うことでお問い合わせをさせていただいておりまして、現在、その状況で、まだあの、なに

ぶん古いものでございますので、回答を待っているところでございます。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） それなら、そのように説明をすべきなんですよ。そういうふうに説

明されないから、話がこうやって時間稼ぎの状態がずっと続いてしまう。そういうことでは

なかなか進みませんよ。毎日、あそこに出て、手を振っておられる人だっているんですよ。

ずっと、３００メーターも歩いて、あそこに行って。その時間に行って。そういう人達の、

やっぱり想いというものをちゃんと受け止めてやってもらわなければ、これは前に進みませ

ん。だから前に進めるには、具体的な確信を持って、こういうような状態で、今こうなって

ますという説明をされるべきです。 

そして、先ほど申しましたように、湯ら里の建設時には、本当に何回も何回も担当委員会

と詰めをされたんですよ。担当委員会と詰めをされたのが全体会議の全協でまたそのことを

再検討するというような積み上げのうえで、あの今の湯ら里はできたわけですよ。だから、

それと同じような進め方をとってもらわないと問題だと思います。 

それでこの問題については、問題点を整理されて、また議会にお示しされるようにお願い

をいたします。 

次に、私が申し上げましたコンサルタントの報告書というのは、道の駅の売店と、それか

ら駅の、ＪＲの駅の売店というものをやっぱり統合してやれば良いなと。そうすれば、経費

がうんと節減できるし効率的に進める。まあ、その建設場所というものは、べつに駅舎の中

でなくてもいいんですよ。今のインフォメーションセンター、あれは仮だというふうな説明

を聞いたことがありますが、あれがもし仮だとすれば、あそこにこう、並んでずっと建てれ

ば、あの跡に建てられれば、道路側からも利用できますし、駐車場のほうからも利用できま

す。だから、大変便利な良い場所なんですよ。そういうような検討になっているということ

だとすれば、これはおおいに、急いで進めてもらいたい。駅舎のほうは、ＪＲがどうしても

土地譲れないというところ無理やりしがみついたってしょうがないわけですから、そういう

ふうにして一刻も早く、八十里が開通する前には完成するように努力をしていただきたいと
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思いますが、いかがですか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） ただ今、改めて三瓶議員からご質問、ご提言いただきましたが、私と

担当課長との意思疎通図っておったつもりですが、一部、説明につきまして不十分なところ

があったなというふうに反省してございます。 

  そういった中で改めて申し上げますが、現在、只見線広場、旧只見中学校のグラウンドで

すが、部分舗装、手前だけ部分舗装になってまして、あとは舗装になってませんので、いろ

んな、うまいもん祭りとか、いろんな行事やる時に、本当、商工会の実行委員会並びに関係

者の皆様には多大なご迷惑とご負担をおかけしてます。私も会う度に、町長、早くここ、舗

装してくれよという声はいっぱい伺ってます。ので、その舗装は勿論していかなければなら

ないと思ってます。加えて、そこを前の道の駅構想、計画ですか、あった時には、まだそこ

は埋蔵文化財の調査が済んでいないということを私、就任して知りましたので、改めて昨年

ですか、教育委員会のほうで、皆さんのご理解の下に予算確保していただいて、埋蔵文化財

の調査をさせていただきました。そして埋め戻しをさせていただいて、そこは活用すること

は大丈夫だという方向性を一つ、見出させていただきました。加えまして、旧丸屋旅館さん

のところ、あそこもあの、解体撤去なされまして、その後、交渉が整いまして、あの用地に

つきましても町で取得して、現在は町有地となってございます。そういったことで、用地に

着手できる環境を一つ一つ整えてきているつもりでございます。 

そして、今般、３月のこの議会に設計の予算を提案させていただいておりますので、そう

いった中で前回の道の駅の基本的な構想、計画、それが無駄な投資だと言われることのない

ように、その考え方を受け止めたうえで、今回、設計のほうに入って、次の段階に入ってい

こうというふうにしております。 

そういった中で議員の皆さんの声は勿論でございますが、町民、特に若い世代の声を聞い

た設計で、それを湯ら里の例もお示しいただきましたが、その都度都度、お示しして、ご意

見をいただいて、それをまたさらに反映させて、みんなで望ましい施設を建設していくとい

う姿勢は、おっしゃるようにとっても大事だと思っておりますので、そのような考え方で是

非進めさせていただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） まあ、是非とも急いでいただきたい。そして、やっぱりね、決める
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ところは議会ですから、議会とやっぱり連絡を密にとることですよ。そして、当局サイドで

こうだというようなことでは、みんな驚いてしまうわけですから、かつての湯ら里を建設す

るときのようなあの取り組みを、何回もこう、行ったり来たりやりとりをしながら進めてい

くと。そうすると良い計画ができますよ。だからそういうふうにお願いしたいと思います。 

  それから、あれですか、八十里開通までに間に合わせるという気持ちはお持ちなんですか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） まずあの、前段の、議会並びに担当常任委員会等、議員の皆様には、

その都度都度、そういったきめ細やかな説明をさせていただいて、ご意見をいただいて、そ

れを反映させていただくという方針で臨んでいきたいと思いますので、そのようにご理解を

いただきたいと思いますし、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

  後段の部分につきましては、そのように、その時期につきましては間に合うように努力し

ていきたいというふうに、今、そういった年次計画を考えております。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） それからあの、次に、役場庁舎の問題に移らせていただきます。 

  役場庁舎というのは町のシンボルですよ。只見町の自然首都・只見、あるいはユネスコエ

コパーク、ブナの町、そういったもののシンボルビルディングとして、そういうシンボルタ

ワー的な、もう一目、只見に入ってきて、ああ、あれが役場だなとわかるような役場を是非、

設計して造っていただきたい。 

町長、１５億円のその基金は残ってますということを以前にお伺いしたったわけでありま

すが、これに対して、先ほどの２番議員さんのようなお話のように、田島では、南会津町で

は、いろいろなものを組み合わせて補助、県の補助、国の補助、起債、そういうことで、そ

の財源的に組み合わせたということでありますが、只見町もそれは可能ですね。可能だと思

います。だとすれば、この設計というものを、やっぱりあなたの任期うちに、ある程度のタ

イムスケジュールをちゃんときちっと町民に示していただけますね。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 南会津町役場の庁舎の建設、また建物の内容、素晴らしさにつきまし

ては、先ほども８番議員から具体的にお話していただきました。また財源内訳につきまして

もお話いただいたように、建設費の約半分が、南会津町は合併しましたので、合併特例債と

いう財源を確保することができたのかなというふうに承知してますので、ご存じのように只
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見町の場合はそのような起債はありませんので、その部分は基本的に違うのかなというふう

に思います。 

  また、様々な過疎対策事業債、辺地対策事業債とございますが、役場庁舎建設にあたって

は基本的な優良債というのはございません。ので、もし、やるんであれば、交付税の裏打ち

のない、一般単独債、該当するかどうか、私、まだ詳細検討してませんが、一般単独債もし

くは基金もしくは一般財源ということになりますので、本当に、いわゆる生金を投じてしま

いますので、他の事業であれば、その倍にして国庫補助金を使うとか、いろんな、３倍にし

て何に使うとかっていうふうに、それを原資として２倍、３倍の事業ができるわけでありま

すが、役場庁舎については１倍は１倍でしかありませんので、その辺の投資効果も含めて財

源確保を図っていかなければならないというふうに思っております。 

また、役場庁舎が本当に町を象徴するシンボルであるということも承知しておりますし、

職員、町民の皆様、外来者の皆様に、やはり、そういうふうに思ってもらえるような庁舎の

整備はしていかなければならないと考え方としては思っておりますが、先ほど申し上げまし

たように、今回、当初予算にその関連予算は提案させていただいておりません。ですが、そ

の考え方、方向性につきましては予算がなくても、職員を中心に検討していくことはできま

すので、そういった中で検討をさせていただきたいということを先ほども申し述べさせてい

ただきましたので、三瓶議員におかれましても是非、ご理解いただきまして、引き続きご指

導をいただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） 町長、私聞いてるのは、あなたの任期は４年ですよ。４年の任期中

にその計画をお示ししてもらえますねということをお尋ねしているわけです。いかがですか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 私の任期はご存じのように、今年の１２月１５日まででありまして、

令和６年度の当初予算を今３月会議に提案させていただいておりますので、そういった中で

は庁舎関連の予算は、大変恐縮ではございますが、提案させていただいておりません。です

が、一部繰り返しになりますが、その考え方、そういったのは内部で検討は、さらに急ぎた

いということを先ほど８番議員にも申し述べさせていただきましたので、それに取り組んで

いくということを申し述べさせていただいて、私の１２月１５日の任期中までに、当初予算

の提案のタイミングは、もはや、今回が最後でありますので、そういった中で計画を作るん
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であれば、また新たな予算が必要になってくるはずですから、その辺のところはまず考え方

をしっかり、内部の整理をして議会の皆様にお示しできるような、そういう努力はしてまい

りたいということでございますので、不本意な答弁になっているのかもしれませんが、是非

その辺の事情はご賢察いただきたいなというふうに思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） 町長、そこ、一般の人に言われるんですよ。一番大事なところ。町

長はやる気あるんだろうなと。まさかあるんだろうなと。だから、その、期日を切って、考

え方をちゃんと整理しなければ、なかなかみんなに、町民の理解得られないと思いますよ。

だから、どのくらいの予算化があるかどうかはわからないけれども、内部検討ぐらいはでき

ると思いますよ。内部検討して、概略でこのぐらいになるから、何年ぐらいに、そのお示し、

建てたいなというようなことはできると思います。それはできますね。そんなにかかる問題

ではありません。やる気があればできる。どうですか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 三瓶議員おっしゃるように、その内部での検討は努力してまいりたい

と思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） 最後に少子化の問題でありますが、今、政府では異次元の少子化対

策というようなことを言っておられます。２年ほど前に、アメリカの有力な実業家のイーロ

ンマスクという人が日本に来られました。そして、その最後の話なんですが、日本はこのま

ま進んでいけば日本は消滅してしまいますよという、その忠告をしていかれました。日本と

韓国。これは本当に危険水域に達しているんですよ。だから、私はやっぱりあの、婚活とか、

若い青年の人達の支援とか、子育て支援、少子化対策というものを本当に充実させていかな

いと、これはどうしようもなくなってしまう。特に只見なんか大変ですよ。これ。人口、３，

０００割って危険水域に入ってしまう。そういうような状況になってしまいますから、あら

ゆる手立てを講じて、やっぱり婚活を進め、若い人達の定住を促進させていくということに

尽力を最大限尽くしてもらいたいなと思います。 

  そして、その基本になるのは、やっぱり若い人達がここに残って結婚してくれるというこ

とですから。そして、次の後継者が生まれてくると、そういうことでありますから、積極的

な町の対応というものを私は求めたいと思います。別にこれに限ったことではありません。
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総合的な問題でありますから。どうでしょう。やっぱり今までの状況で成績上がっていると

はとても私は思えないんですが。町長、これでよろしいんですか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  実は先般、南会津地方振興局長さんが座長で、南会津郡の４町村長が集まって、少子化対

策について話し合う場がありまして、またそこにあの、講師をお招きして、データに基づく

お話をしていただきました。やはり従来の概念と、現在のデータに基づく話では、相当、差

がありますということを言われまして、その方は職業はお医者さんでいらっしゃいますけど、

と当時に、その少子化対策の団体に所属されておられまして、そういったお話をいただきま

した。それにつきましては、やはり先ほどおっしゃいました、もう、独身貴族という言葉は

今はないとおっしゃってました。独身貴族でなくて、やはりあの、所得の高い層といいます

か、そういったところは結婚率が高いというデータがあるそうです。ですから、お金がある

から、独身だから、お金があるから独身でいるんじゃなくて、そういう人は既婚率、結婚率

が高いというデータがあるそうです。ですからあとは、合計特殊出生率といいますけども、

お子さんを産まれる方も、高校学歴、大学学歴でも差がないと、データ上、ですから、高学

歴だから結婚しない。高学歴だから子どもを産まないということも当たらないということを

データに基づいてご説明いただきました。 

結論から言いますと、やはり、所得の向上、所得の向上が必要だというふうにおっしゃっ

てました。それには併せて産業の振興、その地域に、先ほどの子ども達のこととも重なりま

すけども、その自己実現できるような職業がある。そして、その所得が安定しているといい

ますか、一定程度、高い所得があると。ですから、産業基盤、産業がしっかり成り立ってい

く地域を目指して、そこに努力していくことがまあ、簡単ではありませんが、要はそういう

ことだったというふうに私も含めて、ほかの町村長もそのような受け止め方であったという

ふうに私は思っておりますので、そのための政策を、考え方はまったく、三瓶議員おっしゃ

るとおりだと思いますので、それを具体的に、何の事業、何を、どういうふうにやるかとい

う具体的なところを取り組んでいくということを、こういった場を通じて議論させていただ

いて、それに取り組んでいくということがより大事だなというふうに思っておりますので、

それにつきましてさらに努力していきたいというふうに考えております。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 
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○１１番（三瓶良一君） やっぱりあの、若者が、若者がちゃんと魅力を感じて、そして只見

で定住してみたいなというようなことだと思います。 

この前、越後の、新潟県十日町の竹所というところに委員会で行ってきましたよ。竹所っ

ていうところは、本当にあの、只見町にないほど、やっぱ、雪も深いし、大変なところだそ

うです。しかし、あそこで、やっぱり、カールベンクスさんという外国人の方が、建築家が

あそこに残って、そして、家を造られて、そして４軒しかなかったそうです。その４軒が今、

１０何軒に増えてきたと。やっぱり大変、たいしたもんだな、やっぱりあの、住みたい、住

んでみたいというところをやっぱり造られたんですよ。そういうその研究というものが、や

っぱり、あれ、大切だなと私は思いました。やっぱりあの竹所っていう、ああいう不便なと

ころで、ちゃんと大勢の人が帰ってきて、そして農家を改造されるわけですが、その改造さ

れた農家に住まわれると。そして、あそこへ結構、人が集まってきて、子ども達も増えてき

て、そして、お祭りとか、いろいろやるような集落になってきたと。ああ、これは大変、た

いしたもんだなと。只見町もそういうまちづくりというものを是非進めてもらいたいなとい

うふうに思います。 

是非あの、町長も一回、竹所、訪問されてみる必要があるんではなかろうかと思います。

そして、少子化対策というものをしっかりやっていただきたい。 

そして、私、今申し上げている、こういうその、縁結びというのも、三石様だけに、三石

神社にお任せしているんでなくて、やっぱりあの、我々がやらなきゃだめなんですよ。まあ、

そこのところ、しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） またあの、先進的な取り組みをなされているところを、十日町、訪問

なされたお話も併せてご教授いただいてありがとうございます。 

  私も、行ったことは、申し訳ありません、ないので、そういった、伺ってみたいと思いま

す。ただ、テレビではちょっと拝見させていただいたことがございます。やはりそういった

魅力的な、建物であったり、過ごし方を提案できるということが、やはり外からの方々を引

き付けるんだなというふうに私も思っておりますので、またこれはあの、全て、行政のみで

はできませんので、そういった方々とどういうような、一緒になってやらせていただく、そ

の関係性づくりも含めまして、そこら辺は先進事例に学んで、研究し、そういった努力はし

ていきたいというふうに思っておりますので、そのような事例を改めてご紹介いただきまし
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て誠にありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） まあ、その事例は一つの事例ですが、やっぱり私はあの、電源開発

のね、昔、只見ダム造る時に、電源開発の関東支社長の小松さんという方だったかね、それ

から只見町は電源開発に対する要求はいろいろあると。要求はあるが、我々の要求も聞いて

もらいたいと。何でしょうっていう話になったんですが、その時、電源開発の職員というの

は、山の中、山の中の水力発電所まわっているんですよと。やっぱり婚期を逃してしまう、

そういう人達が多いんだと。で、やっぱりふれあいの場というものをつくってもらって、そ

して、そういう機会を是非、地元でも、只見町でもつくってもらえないかなというような話

があったんですが、それがもう延び延びになっちゃって、今日、こんな状態になっているん

ですが、やっぱり公民館活動との中で、婚活というものはいろいろな種類あります、いろい

ろなやり方ありますが、そういうことを是非、検討してもらいたいなと思いますが、いかが

ですか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。  

  議員おっしゃるように、やはりあの、若い人の出会いの場、そういった機会を提供してい

く、つくっていくことは、今の時代、尚更必要だなというふうに思っておりますので、そう

いった機会づくりは努力していきたいと思います。 

ただ、こういった申し上げ方は一部、もしかするとあまり好ましくないのかもしれません

が、例えば、どうしても、そういった会社の方が来られて、出会いの場あって、過去にはそ

の女性だけが町外に流出してしまって、その辺のところを懸念される声もあって、その場を

否定するわけでは毛頭ありませんが、相互に交流があればいいんですけど、女性だけが流出

してしまうんではないかなというような声もありましたので、こういった場で申し述べるこ

とは聊かの点はあるかもしれませんが、やはり、そういったことは思いながらも、やはり若

い人達の交流の場は必要だと思っておりますので、その努力はしていきたいというふうに思

います。ありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） 町長、そんな狭い考えでなく、もっと大勢の若者を只見に呼んだり、

あるいはそこで、いろいろありますよ。その出ていく人も。足止めするわけにいきませんか
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ら。私の言いたいことは交流の場をちゃんとつくってもらって、若い人達が将来やっぱり、

只見で過ごして良かったなと。あるいは只見に定住しようなんていうふうになってくれば良

いなと。交流というものは相互的なものですから。まあ、そういうこと、よくご理解をいた

だきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 大変失礼いたしました。 

  毎月、広報ただみの一番最後のページ見て、人口を見ながら、いろんな想いを持つもので

すから、どうしても一部、狭い考えになったかもしれませんが、議員おっしゃるように、や

はり、もっと広くとらえた、その交流を図っていくということの創出は改めて大事だという

ふうに思っておりますので、そのように努めて少子化対策に繋がるような政策を打っていき

たいと思いますし、また今後ともご指導のほど賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

ありがとうございました。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、三瓶良一君。 

○１１番（三瓶良一君） それでは、これで終わります。 

  どうもありがとうございました。 

○議長（大塚純一郎君） これで、１１番、三瓶良一君の一般質問は終了しました。 

  ここで、昼食のため、暫時、休議します。 

  午後の再開を１時１５分といたします。 

 

     休憩 午後１２時０１分 

 

     再開 午後 １時１４分 

 

○議長（大塚純一郎君） それでは、１番、佐藤孝義君より、遅参の連絡がありました。 

  午前に引き続き、会議を開きます。 

  一般質問を続行いたします。 

  ４番、矢沢明伸君の一般質問を許可します。 

  ４番、矢沢明伸君。 

          〔４番 矢沢明伸君 登壇〕 
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○４番（矢沢明伸君） ４番、矢沢明伸です。 

  通告に基づきまして一般質問いたします。 

  質問事項は、町内の就労、雇用の現状とその支援対策についてであります。 

  質問の要旨でありますが、只見町の事業所等では、現在、深刻な求人不足の状況がありま

す。毎週のおしらせばんに多くの事業所からの求人情報が長期間掲載されており、思うよう

に求人、雇用が進んでいないような状況であります。 

  人口減少対策、Ｕ・Ｉターン、移住、定住対策として只見町総合戦略の重点施策の中でも、

安定した雇用を創出するとして基本目標を定めています。先に同様の質問をした際に、移住、

定住のためにも生活基盤となる就労、雇用対策が必要と考えているとの答弁がありました。    

  人口減少により働き手の中心を担う年齢層が大幅に減ると地域の産業等を担う人材不足が

顕著となり、住民生活にも大きな影響を及ぼすものと考えられます。 

  町では、人材確保対策が急務だとして令和３年に只見町雇用促進条例を定めてきておりま

すが、実績、効果はどのようになっているか伺います。現状を含め、今後、どのような対策

に取り組まれるのか、町長の考えをお伺いします。 

  さらに、下記の点についてお伺いします。 

  一つ、町内の業種別の人材不足の実態をどのように捉えているか。 

  二つ目として、年間の就労対策として特定地域づくり事業協同組合が設立されております

が、現状はどのようになっているのか。また、どのような支援宅策を講じているのかお伺い

します。 

  三つ目として、町内企業等では外国人労働者の雇用、就労によって人材の確保を図ってい

るところもあるが、町としてそのような状況をどのように把握し、町はどのような対応をさ

れているのかお伺いします。 

  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） ４番、矢沢明伸議員のご質問にお答えいたします。 

  矢沢議員お質しのとおり、毎週のおしらせばんに多くの事業者からの求人情報が長期間掲

載されており、思うように雇用が進んでいない現状にありますこと、また、人口減少により

働き手の中心を担う年齢層が大幅に減ると地域の産業等を担う人材不足が顕著となり、住民
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生活にも大きな影響を及ぼすものと考えるとのご認識については、私もまったく同じであり

ます。 

  はじめに、只見町雇用促進条例の実績、効果についてであります。 

  雇用促進奨励助成金は、令和３年度の制度開始から令和６年２月末までの交付決定は２０

社で５７名となっております。そのうち交付決定から１年間の雇用実績を基に助成金の申請

がありました４５名分約８００万円を支出しております。なお、交付決定者５７名は現在も

就業中で、今後１年を経過した後に助成金の申請を行う方が含まれていることから、交付決

定者と申請者の人数に相違があることをご承知おきいただきたいと思います。 

  令和３年度からスタートいたしました同制度は約３年が経過いたしました。この制度は１

年分の社会保険料の事業主負担の２分の１を助成するものであり、事業主の方々も採用にあ

たっては積極的にご活用いただいていることから人材確保対策に一定の効果があったものと

認識しておりますが、定期的な企業訪問を通じニーズを把握し、制度の見直し等を図りなが

ら引き続き対策を講じてまいります。 

  次に、町内の業種別の人材不足の実態をどのように捉えているのかとのご質問であります。 

  昨年８月に商工会と連携し行った商工会に加盟する事業者への事業に関するアンケートに

おいては、事業継続の課題として多くの事業者が人材不足を課題に挙げており、各業種共通

の課題と認識しております。 

  業種別としては、３月１日発行のおしらせばんに求人掲載している事業者は１８者であり

ます。この事業者を大まかに分けますとサービス業１１者３１名、建設業５者２３名、製造

業２者５名となります。求人の職種内容からは、介護業務や調理員、建設作業員やサービス

スタッフの掲載が多く、特にこの職種での人材が不足しているものと思われ、新たな制度の

検討も含め雇用確保に努めてまいります。 

  次に、特定地域づくり事業協同組合の現状についてのご質問についてであります。 

  令和４年度から事業を開始しました、只見働き隊事業協同組合は、現在、派遣社員３名、

そのうち１名は移住者でございます。そして組合員６名、事務局１名で運営しております。 

  町では、国の制度に基づく事務局運営費と派遣労働者に係る費用２分の１以内の額を交付

金として支援を行っております。 

  また、派遣社員の確保として町が参加する移住相談会へ 事務局職員も同行し、連携しな

がら移住希望者へ事業組合の紹介も実施しております。これはこの制度における特徴として、
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様々な職業を体験できるマルチワーカーとして働けるメリットがあります。特に只見町への

移住する際の最初の受け皿として有効であり、移住相談会で移住後の仕事場所の一つとして

事業組合のお話をさせていただくと、複数の職場に従事し地域の状況を知ることができるこ

とや人間関係を広げることが容易になることがあるため、相談者から好感触を得た事例もご

ざいました。引き続き、人材確保の手段の一つとして機能するよう支援をしてまいりたいと

考えます。 

  次に、外国人労働者の雇用、就労による人材確保を図っている状況についてであります。 

  昨年１０月に誘致企業への戸別訪問を担当者が行い、外国人労働者の状況についても聞き

取りを行っております。その結果、６者で５０名に近い外国人労働者の雇用があり、また、

企業でも確保に苦慮されていることなどのお話がありました。外国人労働者の確保も人材不

足対策の一つであると考えておりますので、今後も個別訪問を継続しながら状況を把握し、

町としてできる支援は何かを検討し、具体策として提案できるように努めてまいりたいと考

えますので、引き続きのご指導をお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ご答弁ありがとうございます。 

  今回の質問の中で、答弁書の中で、引き続き対策を講じてまいりたいとか、新たな制度も

含め検討したいと。それから前向きに取り組みいただくような答弁がありましたので、あり

がとうございます。 

  それで今回、私、これ、質問したのは、これに関することは２回目であります。 

  以前は、令和４年の３月議会になります。そこの誘致企業撤退は３年だか４年、の頃だっ

たと思うんですが、その頃から、いわゆる毎週のおしらせばんに求人情報が載っております。

この求人情報の掲載についてはだいぶもう、年数が経っておるのかな、だいぶ前から、これ

活用されております。特に顕著に、これはこの頃のおしらせばんなんですが、両面であった

り、あとは紙面の関係で、こんなＡ３版全面ということで、大変多くの求人が出ております。

こういうことで、前回質問した時よりも数量的に多くなっております。こういう状況、毎週、

おしらせばんに出ておるんですが、こういう状況を毎週、町長それから担当課長、見ていら

っしゃると思うんですが、それについてどういう見解というか、思ってらっしゃるのか、そ

の辺をまずお聞かせください。まず担当課長のほうからお聞かせください。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 
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○交流推進課長（目黒康弘君） 矢沢議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  毎週、おしらせばんのほうで求人情報が載っているということで、非常に多く、長く載っ

ている箇所もあります。この状況については我々のほうとしても把握をしておりまして、そ

ういった中で企業のほうの訪問をさせていただいたりとか、我々のほうとしても移住定住の

ほうで、こういった企業さんへの就職の案内ということで、ご紹介等を含めまして只見町の

この企業の雇用状況の改善には努めさせていただいておりますが、なかなか全体として大き

く改善するようなところではないといったところの厳しい状況が続いているというところで

ございます。   

  答弁書のほうにもありましたが、様々な形でしっかりと進めなければいけないというとこ

ろの部分は感じておりますので、これに対してどういったことを、また進めていくのかとい

うのは、具体策をしっかり検討させていただいて、その辺りを提案をさせていただきたいと

考えております。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 

  直接、（聴き取り不能）というか、やってらっしゃる課長のほうから現状をどういうふうに

捉えているというふうなお話をいただきました。ありがとうございます。 

  それでは、町長のほうから、現在の見解というか、思ってらっしゃることをお聞かせくだ

さい。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） それでは私から申し述べさせていただきます。 

  昨年の４月といいますか、今年度になりますが、新たに商工労働係という係を設置しまし

た。やはりその商工労働業務といいますか、そういったのを一つの係として独立させて取り

組んでいきたいという姿勢であります。そのうえで、商工会等との連携を以前にも増して強

化していきたいという考え方でおります。ので、そういった中で商工会と一緒になって事業

者へのアンケートをさせていただいたり、企業の訪問をさせていただいたりという取り組み

をしております。 

  そのうえでも、毎週、このおしらせばんにつきましては多くの求人が出ているということ

で、なかなか担い手不足にご苦労なさっている事業者が多いということを毎週感じておりま

すし、併せてその、時給であったり、月給であったり、その雇用の条件は違いますが、やは
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りその辺のことも含めて、毎週、その深刻さといいますか、担い手不足の深刻さを感じてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 

  担当課長のほうからも厳しい状況である。しっかり進めなければならない。それから企業

訪問されている。それから町長のほうからも商工労働係ですか、そういうことで政策として

取り組んでいる。商工会と連携しながら、現状を把握しながら、どういう取り組みが必要な

のか。その辺を模索しているというようなご答弁だったと思いますが、本当にあの、そうい

う姿勢で取り組んでいただいていること、ありがとうございます。 

  実はあの、先ほどのおしらせばんの毎週の発行を見ますと、本当に、また出たな。一般の

人からもよく話があるのが、本当に求人の情報いっぱい出るけど、全然同じ、毎回同じなの

出てるな、というふうな話が本当、よく聞きます。そうなると、町のほうはどういう取り組

みをしているのかな、そういうのが見えない部分があります。はっきり言って。ですから、

やはりそういうものから、その雇用、就労の対策をどういうふうに進めるべきかというもの

を、どういうふうに考えているかという部分を今回、一般質問の中でお聞きしたい部分です。 

  それで、一般質問の中でも言っておりますが、これはいわゆる人口減少による、本当、大

きな影響であるのかなというふうに私も思っております。で、質問の通告の中にも、人口減

少により働き手の中心を担う年齢層が大幅に減ると、地域の産業等を担う作業ばかりじゃあ

りませんが、人材不足が顕著となって住民生活にも大きな影響を及ぼすものと考えられると

いうようなことで通告の中にも記しております。 

で、先般の介護保険事業計画の説明もありましたけども、デイサービス事業は休止しなき

ゃならない。担い手が不足している。そういう部分もそうだと思います。いろいろな部分で

人口減少を招く担い手不足というのが顕著になってる。で、そういう部分がおしらせばんで

の求人情報というのは見て取れるのかなと思います。 

それで、町は、総合戦略、人口ビジョン。総合戦略の中で、働き手の確保をしないといけ

ないという部分を、いわゆるアクションプランとして考えております。それで、その中で、

一番のアクションプランとして人口減少の部分で、これの就労対策を掲げておりますが、そ

の中の具体策としては、現在、中心的に進めておるのは何になりますか。担当課長のほうか
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らお聞きします。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 就労者を増やすというところの観点でございますと、まずは

町内で就業してもらうということが第一のことだと思っております。そういった中で就業者

をどういった観点で確保していくかという部分では、まずは町内で卒業された方が就業して

いただく。もしくはＵターンをして就業していただく。というような観点に立ちますと、Ｕ・

Ｉターンの交付金ということで、戻って来た場合、新規学卒者の就業に対する、就業した場

合に対する交付金または新規に就業された、卒業されて就業した場合の交付金がございます。

そういったものに併せまして、戻って来た場合、もしくはＩターンで来られた際には引っ越

し費用などもかかりますので、そういった移住支援も併せて、只見町で生活をしていただく

という観点で、移住定住の応援交付金という制度を設けてございます。それがまず一つでは

ないかなというところで思っております。 

  また、併せまして、学校等で卒業された方には、どうしても奨学金をお借りしたというこ

とで、そういったのも働きながら返さなければいけないという観点もあろうかと思います。

そういった方に対しては、国・町の制度に関わらず、奨学金のほうを返還する支援なども行

っておりまして、只見町のほうで働いていただいた方には、そういった支援も併せて優遇策

を取り揃えておりますので、そういった働いて戻って来た場合に優遇される措置というもの

をいくつか、交付金など補助金で設けておりまして、確保のほうに努めさせていただいてい

るところであります。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 

  就労雇用というか、そういう人材を多く確保するにはＵ・Ｉターンとか、移住定住対策、

その支援対策を今しっかりやっていく。奨学金の返還免除とか、そういう部分をしっかりや

っていくということで、昨年の１２月に移住定住、それから若者（聴き取り不能）というか、

そういう部分で質問をさせていただきましたが、それと共通するわけです。いわゆる雇用就

労対策というのは、人口減少対策と本当に密に関連があるわけです。 

それで昨年の１２月頃から、今回、私、一般質問、項目出してからの話だったんですが、

２月にも、１２月と２月ですね、いわゆる厚生労働省の国立社会保障人口問題研究所が発表

しました将来推計人口が出ております。それで、民報の記事なんですが、その中で一番大き
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い見出しで、２０５０年推計人口、本県子ども半減、それから、これ２月１２の、同じく民

報の新聞の一面なんですが、県内３０市町村半減見込、ここにあと農業担い手不足加速化だ

とか出ております。この中に、只見町の人口の推計も出ております。総人口、只見町２０４

０年に目指す人口ビジョンでの推計人口は何人にみていらっしゃいますか。課長、お願いし

ます。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） ご質問にお答えさせていただきます。 

  只見町の人口ビジョン、令和２年３月の改定版になりますが、２０４０年の目指すべき人

口としまして３，０１９人ということでなってございます。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） 数値的なこと、急に聞いて申し訳ございませんでしたが、２０４０年、

令和２２年になりますか、そこの推計人口が約３，０００人、その３，０００人という人口

ビジョンの目標は、いわゆる合計特殊出生率を２．１だとか、結構高い数字を見ながら、そ

の人数を見てます。ただ、先ほど申し上げました人口問題研究所で将来人口を推計した中で、

只見町、こちらに出てますのが、２０２０年が４，０４４人、２０２５年が３，６０６人、

それで今言いました２０４０年の数値は、人口問題研究所の推計ですと２，６０１人という

ような数字が出ております。ですから大変厳しいというか、そういう数字が出てます。で、

何故この数字を申し上げましたかというと、全体の人口の中で、先ほどの、いわゆる雇用、

就労される年代、いわゆる生産年齢人口というのが今度はわかります。そうなった場合に、

どのくらいの人口が推計されているのかというのが出てきます。先ほど、新聞、町長、見ら

れたかと思うんですが、ちょっとこれ、広げるというか、こんなに民報でいっぱい出てまし

た。で、ここで只見町の１５歳から６４歳人口、いわゆる生産年齢人口なんですが、２０２

０年で１，７８４、２０２５年で１，５８８、２０４０年には１，１１２、推計の２０５０

年には８７７人というような、本当に極端に減ってしまう、こういう減少率はほかの町村も

本当に４０パーセントから５０パーセントになってしまうというような推計が出されており

ます。  

  現在が１，７００程度としますと、これが９００、８００まで落ちるということは、先ほ

どのおしらせばんでの求人なんてもんじゃない、人材不足が生じるということになります。

地域を支える年代が本当に少なくなってしまう。ですから、それ、いかにこう、ダウンを少
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なくしていくかということが一つかと思います。 

  今回は雇用就労、その分から入りましたけど、一番はやっぱ人口減少対策をどういうふう

にしていくか。そこから全部かかってくると思います。ですから、あとはそういう部分で町

当局の皆さんにも考えていただきたいのは、これが担当課の交流推進課長の担当分野だけじ

ゃなくて、いろんな分野にも関わってくることでありますので、その辺をまず認識をしてい

ただきたいと思います。 

  で、今、この新聞広げたとき、町長も見られたようの感じがありますので、こちらのほう

の推計人口を見られてどういうふうにお感じになられたかお伺いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 具体的な新聞等の資料を持ってお示しいただきましてありがとうござ

います。 

  日本、全国的な少子化の課題ではございますが、特に、こういった中山間地域といいます

か、過疎地域においては、それがより顕著であるというデータが示されております。そうい

った様々な少子化の中から、国においては働き方改革ということで、様々な制度改正がなさ

れまして、特に流通分野においてはトラック運転手の超過勤務の問題であって、物流もなか

なか、遠距離の物流はこれからは難しくなるんではないかなという話も出ておりますし、様々

な、医師の働き方改革も、時間外勤務の月８０時間ですか、そういった制限も入ってまいり

ますし、やっぱその一番根底は少子化だろうなというふうに理解しておりますので、そうい

った働き方改革の制度改正、また様々な、ＩＣＴや様々なツールを使って改善、合理化図っ

ていくことも必要ではございますが、と同時に、やはりそういった方法をもっても補え切れ

ない、どうしても、特に介護であるとか、様々な技術を要するところ、人と人、フェイスｔ

ｏフェイスで関わらなければならない大切な仕事があります。そこはなんといっても人材の

確保に尽きるというふうに思いますので、それはあの、先ほど課長が申し上げました奨学資

金の返還免除であるとか、経済的な支援も勿論大事ではありますし、様々な雇用保険料の事

業主負担の軽減とか、それも引き続きやっていかなければいけませんし、さらなる改善案が

あれば、皆さんにお諮りして、その支援策の充実を図っていかなければなりませんが、やは

り一番は地域が、魅力的なといいますか、やっぱり若い人、働く人から、指示されるような

まちづくりが必要であろうというふうに思っておりますので、午前中も国道２８９号八十里

越の全通を見据えての様々な町内の施設整備の話もさせていただきましたが、やはり産業の
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基盤、また環境整備含めまして、町自体、地域自体が選ばれるような、Ｕ・Ｉターンの方々

中心に選ばれるような、また残っていただいた方々には引き続き残っていただけるような、

そういった総合的な振興策が必要であろうというふうに思っております。 

  少し話が広がった感はありますけども、私は基本的にそのように思っておりますし、そう

いった中で具体的な政策は一つ一つ意見交換させていただいたうえでとりまとめのうえ、さ

らなるご提案をさせていただきたいというふうに考えております。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 

  今、町長が言われた地域の魅力、まちづくりをそういうふうに進めていかなければならな

い。やはり総合的な振興策という、一つの雇用、就労のその施策だけじゃなくて、総合的な

施策を組み合わせながら取り組んでいくということが重要だろうというふうにおっしゃいま

した。本当に私もそうだと思います。 

  で、やはり担い手が必要だというのは、人口をある程度多くしなきゃならない。そういう

施策が絡み合って、最終的には雇用、就労、それから地域の担い手となるような流れかなと

思います。 

  それで、今回、その大きな話入りましたけども、具体的に今進められている施策を今後ど

ういうふうにしていくかという部分を、やっぱり必要かなということで質問の中にも入れて

おきましたが、令和３年度に只見町雇用促進条例というのが作られて、その経過については

前回質問した時にはまだできたばっかりなので、その効果についてはまだ評価し難いという

ような状況でしたが、今回はあれから３年ですか、経っておりますので、だいぶ、申請、そ

れから交付されている実績があります。で、企業のほうも採用（聴き取り不能）積極的に活

用いただいているということで、大変望ましい事かなと思います。やはり、そういう形で流

れが一つできたということは本当に良かったと思います。ただ一つは、令和３年ですか、の

時に、雇用促進条例というものを一つ決めております。条例というのは、いわゆる町での大

きな決め事になります。議会の議決を得て一つの決め事が決まります。ということは、いわ

ゆる執行者が変わっても、その意志は引き継いでいくというような内容かと思います。この

条例を見ますと、いわゆる奨励措置ということで、雇用促進奨励金の交付というふうな、一

つ出ておりますが、今まだ、この奨励金の交付というような、その範ちゅうだけで終わって

いるのかなというふうな感じがしてなりません。今、条例の話しましたが、条例というのは
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一つ、みんなでこういうふうにしていこうというような目的を持って、よく話というか、ほ

かので出てますが、条例って、一つ、氷山というふうに見たほうが良いという話があります。

やはり海の上にいて、氷山の上に見えるのは条例の文書だけで、その下にいろんな関わる人

がいて、施策なり政策が絡み合って、その土台がなければ条例というのは活きませんよとい

うような話が聞いたことありますが、やはりその文言の中に載っているものを、どうやって

町民と共有し、それから行政も一緒になってやっていくかという部分だと思います。 

ですから、今回、答弁の中にありますが、制度の見直し等図りながら、引き続き対策等講

じてまいります。事業者のほうもこの奨励措置について認識をされておりますので、そういう

部分で今後、奨励措置のほかに、今後、どのように取り組まれるのか、お考えがありましたら

お教えください。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 只見間のご質問にお答えさせていただきます。 

  奨励措置の中身の一つが雇用促進奨励助成金ということでございます。そのほかにも、例

えば雪対策の奨励金ということで、除雪費用の負担補助なんかも、町のほうで誘致企業に対

してさせていただいております。そういった制度もございますが、これから先になりますけ

ども、今の奨励助成金の内容であったりとか、企業として求めるものがアンケートの中でも、

訪問させていただいた際にご意見としていただきました部分もありますので、そういった細

かな部分をこの条例の中に照らし合わせて、どういった形で制度として創設をして雇用を進

めるような形でしていくかというところは今すぐには申し上げることはできませんが、将来

的にはそのあたり、細かいところまでできるような形で積極的に進めるようには検討はさせ

ていただきたいと思っております。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 

  雇用奨励助成金といいますと、いわゆる雇用者側が、いわゆる社会保険料の事業主負担分

を、その助成でもって軽減できるという部分かと思います。事業主側は本当に恩恵受けるん

ですが、あと一つの見方として、就労者側の何か支援ができないのか。そういう部分も一つ、

今後検討していく部分を、あってもいいのかな。いわゆる、いろいろな部分に、就労という

か、誘導するような、そういう施策があっても良いのかな。 

  一つ、例を申し上げますと、介護人材が別の業種から新たに展開して、一年就業すると、
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１０万円だったでしょうか。そういう団体のほうから就労支援金的なものが給付されるとい

うような流れもあったような記憶があります。ですから、その業種によってまた違うかもし

れませんが、やはりそういう部分も一つ検討の課題としながら、雇用者側、それから就労者

側での、いろんなこう、仕組みを考えていくということも、雇用促進条例の中での、いわゆ

るいろんな制度としてこれから構築もできないのかなと思いますが、その辺について、町長、

ご見解がありましたらば、よろしくお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） まず、交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） すみません。お答えを先にさせていただきます。 

  今ほど具体的な事例もいただきまして、本当にそういったご提言いただきましてありがと

うございます。 

  今言ったように、直接、雇用になる部分は、企業側での部分は、先ほども説明させていた

だきましたが、やはり就労する方がそこに向くような制度ということで謳わせていただきま

したので、そういった中身も含めまして、ほかに先進事例あるかと思いますので、そのあた

りも参考にさせていただいて、積極的に進めるようなことを考えていきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 今、矢沢議員おっしゃるご提案、介護人材の就労支援金的なものをも

っと業種全体に広げる検討を、という趣旨のご発言いただきまして、その辺のことも検討し

ていかなければならないなというふうに、今ちょっと話しておりましたが、ただ、併せまし

て、今度は税務上の、税務当局のほうのいろんな指導も懸念されますので、どういった給与

上の扱いになるか。その辺のことも、過去に、正直、一部、指導を受けたことも過去にあり

ますので、ちょっとその辺も慎重にして制度設計をしていかなければならないと思いますの

で、ご意見は承らせていただいております。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 

  町のほうにも今、医療人材の優遇措置ありますよね。ですから、あれもたぶん、税金の関

係でいろいろ調整があったかと思います。それと似たような感じというのかな、やはり国の

制度もいろんな部分で今、本当に大きく変わってます。やはり、今までできなかったんじゃ

なくて、本当、今これ、やらなきゃならないというか、そんな感じの今、本当、します。や

はり、そういう視点を変えていかないと、先ほどの人口推計ではないですが、本当、そうい
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うふうになってしまうと、もう大変ですから、その前にやはり手立てを打つ必要があるので、

雇用促進条例というような、一つ、奨励金の交付だけに留まらず、やっぱりそういうものを

考えていく一つのきっかけとして条例を定めているというふうな形で、是非取り組んでいた

だきたいと思いますが、町長、いかがですか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） ご提言ありがとうございます。 

  本当にあの、やはりあの、日々、刻々と、様々な制度であるとか、環境、労働環境変わっ

てますので、その辺はしっかりと研究、勉強していきたいというふうに思っておりますし、

また、先ほど課長も申し上げましたが、やはり商工会との連携、そして、関係建設業協会と

の連携、そして、企業訪問を積極的に行いまして、そのご意見をこう、いただくという姿勢

も併せて大事にしながら研究をしていきたいというふうに思います。 

  ありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 

  是非、新たな視点というか、そういう本当に厳しい状況というか、対応するには、やはり

考え方を、例えば前例がない、そういうことでなくて、やはりそういう視点でやはり進めて

いかないと、本当、後手後手になる部分が多いかなと思いますので、是非よろしくお願いし

ます。 

  それから次に移りますが、町内の業種別の人材不足の実態ということで、商工会のほうの

アンケートとか、いろいろ取り組んでいらっしゃいました。本当良かったなと思います。 

  一番はやはり、今の現状がどういうふうになっているのか。そういう部分を捉えていかな

いと、いわゆる新たな取り組み、施策というのは生まれないと思います。机上論だけじゃな

くて、各企業とか事業所等を訪問していただき、何が課題、問題なのか。その辺を捉えてい

ただきながら、只見と金山とか、全然、やっぱ、要素が違いますので、只見に合った施策を

展開するには、やはり実状を把握していく。そこで一つの仕組みを考えていくというのが一

番必要かなと思います。ですから、商工会との連携というのが一番、私、必要だと思います

ので、町行政がこういうふうにしたいというので、商工会が中心になって現実的に現場でや

ってらっしゃる。やっぱりそういう流れを大切にしていただいて、そことの連携というのが

本当に必要だと思います。ですからあの、答弁書のほうにもありますけど、各業種別の人材
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不足の状況というのは大体把握されていると思いますので、それについては今度、具体的に

どういうふうにしていくかという部分を、今度、いろいろ話し合いをしながら、具体的な施

策を是非、構築していただきたいなと思います。 

この中に介護業務、調理員もそうなんですが、私もそちらのほうの現場におりますので、

本当に切実にわかります。あと建設作業員。本当、各建設事業者も通常の部分もそうなんで

すが、町としても災害時とか、そういうことが一番大切になる業種であります。それからあ

の、冬場の除雪も管理しますので、やはり、社会資本整備というか、それを担っていただい

ている業種でもありますので、やはりそういう部分を、やっぱり人材不足、担い手という部

分で考えていただいて、総合的なやはりこう、取り組みという形でこの部分を捉えていただ

きたいなと思いますが、その辺について町長のご見解をお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  本当に今、矢沢議員おっしゃっていただいたご提言、大切なことだというふうに改めて受

け止めさせていただきました。 

商工会の関係者の皆様並びに事業主の皆様、そしてあの、建設業協会の役員の皆様とも何

回か意見交換させていただいて要望も承っておりますので、やはり具体的に現状を知るとい

うことがおっしゃるように大切だと思って努めておりますが、まだ不十分なところもあろう

かと思います。さらにその現状把握、またその様々なご意見をしっかりといただくと、話し

やすい関係性をつくっていくということがまずもって大事だというふうに思っておりますし、

そのうえで話し合いをもって、議員のお言葉を借りれば構築していくといいますか、それを

作り上げていくということを、まさにその順番といいますか、そこを大切にしながら取り組

んでいきたいというふうに思っております。  

  また、矢沢議員はじめ議員各位におかれましても様々な、大きい・小さいに関係なく、我々

も様々なことを把握したいと思っておりますが、残念ながら至らないところがもしあれば、

いつでも言っていただいて、そういった気づきをいただきながら、改善に努めていきたいと

いうふうに考えておりますので、そのような考え方でさらに取り組んでいきたいというふう

に思っておりますので、今後ともご指導よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 
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  本当に、今、町長おっしゃっていただいたように、現状を知って、それからあと、実際動

いていただくのは、その企業者側、事業者側とか、そこら辺になるわけです。その人達が動

いていただくような素地をつくっていかないと、いわゆる、いろんな制度つくっても進まな

い。それから成果も出ないということになりますから、常に意見交換なりコミュニケーショ

ンをとりながら、一つ一つ仕組みをまたつくっていく。それもまた変えていくという部分も

必要かと思いますので、是非、そのような形で是非取り組みをお願いしたいなと思います。 

  それから、すみません、先ほどの雇用促進条例の中で、ちょっとお願いというか、質問、

ちょっと抜かしてしまったんですが、雇用促進条例の中には、いわゆる対象事業者というの

があって、資本金とか、いろいろの、ある程度の線があるようなんですが、いわゆる町内で

すと、小規模事業者、この奨励金は社会保険を掛けている適用事業所となると思うんですが、

小規模の場合とか、いろんな業態があると思うんです。ですから、その辺も把握されながら、

なるべく底上げができるような、小さい事業者も含めながら、よく把握されながら、なるべ

く小規模事業者でも底上げ、支援ができるような形で再度見直しというか、そういう部分含

めてやっていただきたいと思いますが、担当課長、いかがですか。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 本当に貴重なご意見ありがとうございます。 

  今、条例の中で定めている部分というのを見直しとのご提言でございます。そうですね、

小規模事業者、底上げ支援というのはおっしゃっていただいたとおり非常に重要なことであ

りますし、今、求人に出ている中身もそういった事業者さんもいらっしゃいますので、今す

ぐどうこうとは申し上げること今できませんが、そのあたり、私また調べさせていただいて、

どういった対策ができるのかということを念頭に置きまして、また検討させていただいてご

提案をさせていただくようなことにさせていただきたいと思います。 

ありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） 前向きなご回答ありがとうございます。 

  そのように、やはりいろんな制度をつくっても、いろんな基準をつくると、必ずその下と

いうか、グレーゾーンの方がいらっしゃるわけです。その辺の状況をよく把握しながら、大

切にしていくということが一番必要かと思いますので、全てを網羅というのはなかなか難し

いかもしれませんが、そこをどうするかというのは一つのポイントかなというふうにも思っ
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ております。ですから、条例、仕組みをつくった場合に適用になる部分が町内どこまでの範

囲なのか、やっぱりその辺を取らし合わせながら、いろいろ進める時には対応をいただきた

いなと思います。 

  時間もあれですので、次に移ります。 

  特定地域づくり事業協同組合。これ、令和４年度から事業を開始されまして、この制度に

ついては国のほうで令和元年頃ですか、法律ができまして、そういうことでつくられており

ます。それで、町のほうでも、説明会が行われたのがたぶん令和３年の頃かなと思います。

町の広報の中でも謳っているのが、町の人材不足解消のために特定地域づくり事業協同組合

制度ができました。それに説明会を行いますので、是非参加いただきたいということで、こ

の時は１１事業者が参加されまして、結果的に答弁書にありますように、只見働き隊企業協

同組合ということで一つできました。前も町長言われたんですが、この企業協同組合、一番

は島根県ですか、向こうの海士町ですか、あっちのほうが第１号で、県内第１号が金山町、

それから只見町、それから周辺町村もいっぱいできております。様子をちょっと聞いたりす

ると、各町村、その事業協同組合の組織というか、若干、いろいろ違う部分あります。私あ

の、話をしたいのは、この事業協同組合というのは、できて、そして国からの交付金もあっ

て、町もそこにプラスして、事務局運営費と派遣（聴き取り不能）費用の２分の１を交付金

としてやっているということですが、財政的な支援ばかりじゃなくて、やはり町の課題とし

ている人材不足の解消のためということで、この分ができております。特にこれは、国もそ

ういう部分を解消するために交付金制度を設けてやっておりますので、やはり、こういう部

分を大切にしながら、一つの事業協同組合できたから、あとは交付金、そういう財政的援助

をすればいいということじゃなくて、ここからもう一歩というか、その先がやはり一番必要

かなと思いますが、町長、その辺についてどういうお考えでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 今、議員おっしゃっていただいたように、この事業協同組合は中山間

地域、過疎地域にとっては非常に画期的な制度の発足であったというふうに認識しておりま

す。只見町の場合は議員、十分ご承知のように、やはりあの、農業者を中心として冬期間、

農業関係携わることができませんので、従前も今も、例えばスキー場のほうに、隣町のスキ

ー場もありますが、そういったところで冬期間働くとか、あとはお酒造りであるとかもでき

まして、そういった中で、特にお酒造りであるとか、季の郷湯ら里もお世話になってますが、
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そういった、いわゆるマルチワーカー的な働き方が公に推奨されるという画期的な制度だと

いうふうに思っておりますので、まだまだそのＰＲといいますか、十分浸透しているかとい

うと、まだそうでもないのかなというところ思いますので、今後、その辺の事業協同組合の

役割、あとは制度的に少し制約があって、正直使いにくいところがあるということも承知し

ておりますので、そこら辺はまた別の形で、要望活動の形で国・県のほうに要望を働きかけ

るとか、そういったことも含めて、議員おっしゃるように過疎地の人材不足の解消に繋がる

ような取り組みも併せてしていかなければならないというふうに思っておりますので、今後

とも研究をしていきたいと思いますし、またさらなるご指導をいただくことがでければあり

がたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ありがとうございました。 

  町長の認識としては、これを核として地域の人材不足を解消していく一つの取り組みとし

てやっていきたいということで、ありがとうございます。 

  移住される方が、私のほう、集落の近くに来られる方が、事業協同組合に入られて、一つ

の仕事をそこから始めたという方がいらっしゃいます。今度来られる方もそちらのほうに入

られるという話を聞いております。ですから、移住される方もそうなんですが、いわゆる移

住、定住も含めて、Ｕ・Ｉターン全て含めて、全てでマルチワーカーということまでいかな

くても、そういうこと、やはり、一番は、町長、午前中の１１番議員の答弁で、産業基盤を

つくっていく、確立するというか、そういう部分での、いわゆる仕事の場、生活の場をつく

っていく、それに対して一つの大きなことだと思います。是非、こういう仕組みを町も一緒

になって、そして、これ、(聴き取り不能)移住相談会も、事務局者も同行しながらという、

やっぱそういう部分を町も活用して、というか一緒になって、新たな、お金かかるようなら、

また別の手立てもあるかと思いますが、そういう部分で、いわゆる人口減少の（聴き取り不

能）に対応するための特定地域づくり事業って、国のほうでそれつくっているんですから、

それをうまく利用して、町もそれを中心に備えながら、こういう仕組みを積極的に活用して、

ただ職員を派遣するんじゃなくて、そればかりじゃなくて、その一つの核として、この地域

の雇用の場をまずつくっていく、守っていくという部分での手段の一つとして、大きくかか

る組織だと思いますので、是非よろしくお願いしたいと思います。 

  あと、時間５分ほどになりましたので、最後のほうにいきますが、外国人材の雇用、人材
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確保の関係なんですが、答弁にありますように、約５０名近い方が就労されております。私

も何者か話を聞きまして、人数合計すると、本当、５０名、普通、別々の業種でみると少な

い感じがするんですが、本当に５０名というと大変な方が就労されて活躍されている。各事

業所等に話聞きますと、先ほどのおしらせばんではないですが、なかなか人材確保進まない、

そういう部分でこの外国人の方の雇用というのは本当大きいことだ。そうでないと事業が進

んでないよと話されております。やはりそういう部分で、じゃあ町がどういうふうにするか

というよりも、現状これだけの方が就労されておりますので、就労ビザ、いろんな関係で難

しいことがあるようです。それ、今回話できませんけども、やっぱ町として現実的にこうい

う就労雇用があるのですから、やっぱ、その辺含めて、やはりどういうふうにしていくかと

いう部分も、やはりいろいろ、研究というかな、それこそ企業訪問されておりますが、やは

り探っていく必要があると思います。ここでも町としてできる支援は何かを検討していく、

具体策、提案できるように努めてまいります。こういうふうな形で、やはり関わっていただ

くことが本当に必要かと思います。で、今回、就労もあれなんですが、現在あの、外国から

のインバウンドも本当多くなってきております。で、そういう部分含めながら、やはり只見

だけが全然何も考えてないよじゃなくて、そういうもの含めながら、外国の人が就労される、

旅行に来られる、含めて、どういう対応をしていくことが今本当問われている部分かと思い

ますので、その辺について、雇用（聴き取り不能）を含めて、町長のお考えをお伺いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） まずあの、前段の産業基盤の関係は、先ほど１１番議員の時にお話さ

せていただいたとおりでございまして、大切であり、その整備を図っていくという姿勢は重

ねて申し上げさせていただきますし、また、事業協同組合につきましても、いわゆる事業協

同組合任せでなくて、そう言ったつもりは毛頭ございませんが、もう少しこう、踏み込んで、

一体となって片方では人材不足という現実があるわけですから、それを産業基盤の整備に繋

がる組合と一体となった取り組みに、さらなる力を入れるようにということだと思いますの

で、その辺はしっかりと受け止めて努力をしてまいります。 

  また外国人人材につきましても、就労ビザの関係とか、様々、法的な難しさがあると思い

ますので、そこは、いわゆる伴走型支援ということになるかと思いますが、場合によっては

専門家の人を、町も職員、必ずしも専門的なところ、わからないところもあるかもしれませ

んので、専門家の人も交えた、その伴走型支援の在り方をどうつくっていくかということを、
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やはり雇用をなされている事業主の方々と相談して、まずはその伴走型支援はどういった支

援が良いのかという目標を話し合ったうえで目指さなければいけないと思いますので、まず

そこから入らせていただきたいなというふうに思います。今までなかなか、恐縮ですが、気

づかなかった、今回、そのようなご指摘、ご提言をいただきまして大変ありがとうございま

した。 

○議長（大塚純一郎君） ４番、矢沢明伸君。 

○４番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 

  今、町長、伴走型支援、事業主の方の（聴き取り不能）とか、そういうものを聞きながら、

いろいろ施策をやっていきたいということで、いわゆる、やっぱり、先ほども申し上げまし

た、現状を認識してどうやって施策をつくっていくかということが一番大切かと思います。 

  最後になりますが、今年の１月１日の新聞だったですが、農業新聞なんですが、人口還流

社会、この中で大きい見出しで、帰ってこいよと言える、これは村です。帰ってこいと言え

る町にと、そんなフレーズというかな、そういうことで、やはりこの中にもマルチワーカー

的なことが書いてある、生業をやはりどうやってつくっていくのかってありますので、やは

り人口減をいかにこう、あれするのかというのは、やはり仕事場だったり、そういう部分が

あると思いますので、是非そういう部分について、先ほど町長言われました、総合的な施策

で取り組んでいきたいと言われますが、あとは具体的にどうやっていくかという部分もある

かと思いますので、是非そういう部分がはっきり見えるような形で進めていただきたいと思

いますが、最後に町長のご答弁をお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） しっかりとただ今のご提言を受け止めさせていただいて、努力してま

いりますので、引き続きのご指導のほど、よろしくお願い申し上げます。 

  大変ありがとうございました。 

○議長（大塚純一郎君） 質問時間６０分になりました。 

  これで、４番、矢沢明伸君の一般質問は終了しました。 

  続いて、６番、小沼信孝君の一般質問を許可します。 

  ６番、小沼信孝君。 

          〔６番 小沼信孝君 登壇〕 

○６番（小沼信孝君） ６番、通告に従いまして一般質問を行わせていただきます。 
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  一つ目として、今後の観光政策等の進め方。質問の要旨といたしましては、１２月会議の

一般質問の歳、観光の組織づくりの道筋を年明け１月に決め５月か６月ぐらいから立ち上げ

て動き出したいと答弁があったんですが、そのことの具体的な今後の考え方、進め方につい

てお伺いいたします。 

  二つ目としまして、受入れ態勢づくりの考え方はということで、国道２８９号八十里峠の

開通に伴い、交通量の増加と人の流れの増が見込まれることを考えると、町内のトイレ施設

の新設、改修等の考え方と今後の進め方についてお伺いいたします。 

  二つ目といたしまして、観光、交流人口のよそから来られた方に対する町内集落名看板な

どの屋外サインの設置についてどのような検討がされてきたのか、協議されているのかをお

伺いしたいと思います。 

  よろしくお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） ６番、小沼信孝議員のご質問にお答えいたします。 

  はじめに、今後の観光施設等の進め方はとのお質しであります。 

  観光の組織づくりについての具体的な今後の考え方と進め方についてでございますが、ま

ず町の現状を申し上げますと、観光政策を進めていくにあたり大きな課題の一つとして着地

型観光による旅行商品の提供ができていないことから、町の素晴らしい素材、魅力が商品と

して存分に活用されていないと思っております。このことから、最優先課題としてこの機能

を担う組織づくりを速やかに進めたいとこれまでも申し上げておりました。 

  そのような中、新年度から、株式会社会津ただみ振興公社の新たな取り組みとして、既存

のインフォメーションセンターの運営とは別に、着地型観光などの旅行商品の提供ができる、

観光業務機能を強化した部門の創設を社内で検討いただいております。 

  具体的な事業展開の開始は令和６年度に入ってからと思われますが、町としましては事業

展開に必要な支援をしっかりと行い、これまでの課題解決と地域活性化を図ってまいりたい

と考えております。 

  ２番目の受入れ態勢づくりの考え方はとのお質しでありますが、項目ごとにお答えいたし

ます。 

  はじめに、国道２８９号八十里峠の開通に伴い、交通量の増加と人の流れの増が見込まれ
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ると考える、町内のトイレ施設の新設、改修等の考え方と今後の進め方について問うについ

てであります。 

  まずは、観光施設として交流推進課で管理する町内公衆トイレの現状についてご説明させ

ていただきます。新潟県側から、田子倉無料休憩所、石伏、歳時記会館、只見駅、只見川農

村公園、蒲生集会施設、黒谷尼渕、比良林公園などがございます。その他、登山口や恵みの

森などの出入口には仮設トイレを設置し、いずれも事業者や団体等に清掃等の管理を委託し

ているところであります。また、駅前庁舎隣の雨堤トイレや電源開発で管理をしていただい

ている田子倉ダム展望台の二つのトイレも公衆トイレとして多くの方に利用いただいており

ます。 

  このような現状において、朝日地区、明和地区の国道沿いのトイレが少ないと考えられ、

小沼議員のお質しにもございますとおり、国道２８９号八十里越の開通に伴う交通量の増加、

またそれに伴う人の流れの増加により、トイレ不足となる可能性がありますので対応が必要

であろうと考えます。 

  そこで、町内のトイレ施設の新設、改修等の考え方と今後の進め方についてでありますが、

まずは朝日地区・明和地区へのトイレの新設を場所選定も含めて検討してまいりたいと考え

ます。併せて、日常の清掃管理はもちろんのこと、既存の公衆トイレの改修は必要に応じて

行ってまいりたいと考えております。 

  これまでも、トイレ様式化や温水洗浄便座設置などの改修等を進めておりましたが、一方

で、厳しい財政状況を考慮した、公衆トイレの統廃合などを視野に入れた検討も必要と思っ

ております。とりわけ観光地では、来訪者のおもてなしのために、きれいで快適なトイレ環

境を提供することが重要でありますので、良好な維持に引き続き努めてまいりたいと考えて

おります。 

  次に、町内集落名看板などの屋外サインの設置についての検討経過であります。 

  令和４年６月来会議の一般質問において、小沼議員から町内の集落名や施設名が記載され

た看板の設置についてお質しがあり、交流人口拡大、誘客を推進する当町において、訪れた

方にとって現在値がわかる標識等は必要であるとの答弁をいたしましたが、公共施設看板に

つきましては施設名の変更など随時対応しているところでございます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） ご答弁ありがとうございます。 



- 93 - 

 

  それでは、今の答弁を聞いてますと、まず１点目ですが、振興公社に組織づくりをお願い

しているというふうにとれるんですが、そう理解してよろしいんでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 第三セクターの経営検討委員会の報告等踏まえまして、午前中も一部

申し上げましたが、そのような考え方のもとに着地型の旅行商品提供できるような組織の再

編を振興公社のほうにお願いしてございます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） そうしますと、いわゆる只見町でいう観光の窓口は振興公社という捉

え方になるんでしょうか。それとも、また新しい、組織、振興公社の中でまた新しい組織が

できて、只見町の観光の情報発信や、そういったこと、問い合わせ等する場合、振興公社の

ほうに繋がって、そこから新しい部署になるのか。それとも観光なんとか、という会社を、

というか名称を新たに設けられるのか、その辺をちょっと、お考えがあればお伺いしたいと

思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 現在はご存じのように、会津ただみ振興公社の社名でございますが、

先般の全員協議会でも一部説明させていただきましたが、その社長、隣におりますが、社名

を変更したうえで、そのような窓口を任を担っていただきたいというふうに考えております。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） そうしますと、委託料としてインフォメーションセンター内のところ

に新しい人を入れて、２名程度、で委託料を町から支払って振興公社にお願いしたいという、

課長からの説明がありました。新年度予算で。ということは、町として観光について、どの

ように考えられて委託されるのか。ちょっとその辺をお伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  町としましては、従前の一般社団法人只見町観光まちづくり協会が解散されました。また

あの、協会ある当時も、後半部分は、なかなか着地型旅行商品が作成、提供できない状態で

あったというふうに認識しておりますので、残念ながら解散ということになりましたが、た

だそれまで担っていただいた業務は、大変、町にとって大切な業務を担っていただいておっ

たというふうに認識しております。したがいまして、今回は観光まちづくり協会ということ
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ではございませんが、そういったことが類推できるような名称になろうかと私は思っており

ますが、新たな振興個社の模様替えのもとに、そういった業務を担っていただけるというこ

とは、一会社だけではなくて町全体の関係業種といいますか、町民の皆様含めまして、広く

及ぶような仕事をしていただきたいと思っておりますので、そういった中で今議員おっしゃ

ったような予算措置は必要であろうというふうに判断したところでございます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） なんとなくわかりました。 

  そういった場合ですね、町は予算を出して、振興公社にお願いするという形になると思い

ます。そうした時に、こういうことはたぶん、相当あることだと思いますが、お金は出すけ

ど口も出すじゃなくて、やはりお金は出すけど口は出さない。一切、振興公社のほうで観光

について全て考えてやっていただきたいというお考えなのか。それとも、お金も出すし、口

も出すよと、そういったことの考えでお任せになるのか。ちょっとその辺をお伺いしたいと

思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 今お答えするために、これ、ここにあったわけではありませんが、第

七次只見町振興計画、これは全てにわたって書かれてますが、やっぱ、こういった考え方は

しっかり振興公社も理解されていると思いますが、このことは是非尊重してほしいというこ

とだけは町ではっきり申し上げて、そのうえで詳細の、いわゆる箸の上げ下げまで言うこと

はよろしくないと思っておりますので、そこら辺は、そういったことにならないように、し

っかりと応援していきたいなというふうに考えております。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 町の観光を考えたときに、振興計画から外れたような考えになるとは

到底考える必要はないと思います。で、また請けるほうも、たぶん、そんなことは十分承知

されて請けられると思いますが、ただ、１から１０まで、町のほうから、こうしろ、ああし

ろということで観光政策を進めるというのが本当に良いのかどうか。だから、新しい組織、

新しい人材でやられるのであれば、その人達に全て只見町の観光を託すという程度の考え方

がないとできないということを申しておるんで、もう一度お願いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 町としては託したいというふうに考えております。 
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○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） そうしますと、第三セクターの会社ですから、振興公社のことについ

て、どうこうっていうことは特段ありませんが、この観光のことですので、振興公社の社長

のほうにお伺いしたいんですが、新年度になって動き出すということですから、当然、もう

全て考えられていることがあると思います。その一端、お話できることがあれば、こういっ

た観光を進めていきたい。それから、こういった商品をつくって人を呼びたいという考えが

あると思います。当然。ですから、その辺をちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 副町長、新國元久君。 

○副町長（新國元久君） ただ今のご質問でありますが、先ほど町長が答弁をさせていただい

たとおり、前回の全員協議会で社名についてお話をさせていただきました。そのことにつき

ましては社内では新年度を目途に称号の変更ということで現在進んでおります。 

  それに合わせまして、新たな部分での考えでありますけれども、これも午前中からの一般

質問等々にもありましたとおり、やはりあの、滞留、滞在時間を増やす。そして、こちらに

イニシアティブのある滞在型の商品を作っていく。これがまず大切だろうと思います。その

うえで、町内の事業者さん、あるいは近隣の自治体の事業者さん等々とも連携をしながら、

いかにしてこの地域を皆さんにわかっていただくか。そして売っていくか。さらには、また

来ていただける良好なおもてなしができるか。こういったことを中心にまず考えていく必要

があるんだろうと思います。 

  その後になりますけれども、新年度、新たな体制を模索しながら、そういったことを一つ

一つ積み重ねていくというふうな考えで現在おります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 前段の部分は当然のことだと思いますが。で、新年度といいますと間

もなくです。ですから、やはり、そうであれば動き出すんであれば、当然、人材の確保がさ

れていて、ああいった予算を計上されて、町も支援をするということだと思いますが、その

辺について、どういう組織をつくって、どういう体系でやられるのか。というのが決まって

いてお答えできるんであればお願いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 副町長、新國元久君。 

○副町長（新國元久君） 組織、人員等々でありますが、ただ今それはあの、鋭意、検討中で

ございます。そのうえで新たな組織につきましても、新たな部門を設けるのか。あるいはイ
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ンフォメーションセンターに付け加えていくのか。この辺も含めて、どれが一番動きやすい

かということで詰めさせていただくという状況にあります。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 交流推進課長にお伺いしますが、委員会の際に委託料の説明をされた

時に、人材の数まで説明されたわけですが、その辺をちょっと、予算のところを詳しくもう

一度説明願えますか。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 今ほどのご質問にお答えをさせていただきます。 

  予算につきましては、２名程度ということで、その規模程度で組織としてつくっていきた

いということで、その予算のほうは計上させていただいて説明としてさせていただいており

ます。組織の中身、詳細につきましては、先ほども町長から申し上げたとおり、内容につき

ましては今のところ検討中ということになっております。ただ、具体的な細かな中身という

よりは、そういった部分の組織を組んでいきたいということでございましたので、私のほう

からは予算としてはそこの部分について説明をさせていただいた次第でございます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 当然、予算もまだ通ってないわけですから、これが通ってからという

話になると思いますが、やはり、当然あの、今のような話で、先ほども町長、口は出さない

よと、やっていただきたいということですので、やはりそういったことを踏まえてしっかり

とした組織をつくっていただいて、この組織をつくる時に、今、例えばですよ、今、ヤフー

の検索サイトで、只見町、観光と入れると、出てくるところ、皆さん見ていただくとわかる

んですが、まだまだ観光まちづくり協会、一般社団法人観光まちづくり協会がヒットして出

てきてしまいます。ないものが出てくるわけですから、そうするとやっぱりそれを検索した

人にとってみれば、只見町っていうのはどういうところなの、という話になってしまいます

ので、やっぱそういったところはしっかりと削除をする。その中で出てきた、只見町の中で

もいろいろ、間違っている部分というか、もう、既になくなっている部分等もありますので、

そういったことも含めてしっかり町の顔として、しっかりと観光についてやっていただきた

いと思いますが、考え方をもう一度お願いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 副町長、新國元久君。 

○副町長（新國元久君） すみません。ホームページ、今度、検索をしてみたいと思います。 
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  そのうえでですけれども、やはりあの、ただ今ご指摘をいただいたことは非常に重要だと

思います。新たな組織展開につきましても、そういったことで社名と内容が一致する。ある

いはヒットした時にわかりやすいホームページ、そういったことは当然であります。こうい

ったことは十分留意しながら、的確、最新の情報を提供できるようなことは心掛けていくと

いうことにさせていただきます。 

そんな中で、旧団体名についての削除等々は、ちょっと、すみません、この場で申し上げ

るわけにはまいりませんが、ご指摘いただいたとおり検索をいただいた時に只見町としての

観光案内ができるようなホームページ、あるいはそれをお受けしてのメールでのお答え等々、

あるいはＸでの発信、こういったものを最大限活用するように努めてまいりたいというふう

に思います。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） よろしくお願いしたいと思います。 

  社名を変更されて、社長は従来どおり副町長が務められるということで組織は動かされる

のかどうか。それからまあ、団体等、例えばその観光部門を、最初の答弁書で見ますと、イ

ンフォメーションセンターから離すかどうかということをまあ、どっちにしたらいいのかと

いう話はされたんで、そこは問い質しませんが、観光のその専門的なトップを据えてやられ

るようにするのか。それとも振興公社として、新しい会社として、社長として、すべてを総

括して運営されていくのか。その辺をちょっと、考えがあればお伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 副町長、新國元久君。 

○副町長（新國元久君） ただ今のお質しであります。 

  先ほどらい申し上げておりますとおり、称号の変更については新年度４月からの形という

ことで、今現在想定をしておりますが、その後に、今の想定ですけれども、５月に定時の株

主総会があります。その折には前後において取締役会等々が開催されるということになりま

すので、そういった中で十分、皆様方と協議をしながら、その形についても最も良いという

ものを選択させていただければというふうに今考えてはございます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 社長についてはそれでよろしいかと思いますが、観光部門のリーダー

というか、トップはお考えなのかどうか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 副町長、新國元久君。 
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○副町長（新國元久君） 繰り返しになって申し訳ありません。そういったことにつきまして

も、やはりあの、専門的な知見のある方、あるいは経験のある方等々が良いと思います。現

実にあの、今の社長ということになりますと、観光は素人であります。そういったことも含

めまして、どういった形が良いのか。今申し上げましたように取締役会等々で協議をしてい

くということでご了解をいただければと思います。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 質問がわからなくて申し訳ないんですが、やはりあの、私の言いたか

ったのは、社長が適任かどうかということは置いておいて、ただ、その観光部門のトップに

なる方を据えるような組織をつくられるのかどうかということをお伺いしたんで、その辺を

もう一度お願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 副町長、新國元久君。 

○副町長（新國元久君） 十分にこう、理解をできなくて申し訳ありません。 

  確かに、そういったことでありますので、観光の中心になる方はお質しのとおり必要だと

いうふうに認識をしてございます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 是非ともそういった形で、只見町として観光の窓口がないようなこと

が続いたわけですから、それをなくしていただかないと、よそに行った時に、只見町、観光

協会ないんだよという話になってしまいますので、是非とも、そのしっかりとした体制をつ

くっていただいて、情報発信なり、着地型旅行で結構なんで、そういった組織づくりをして

いただいて、発展させていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

  ２点目のトイレの件でございますが、それから３点目の、３点目といいますか、１点目の

二つ目の看板でございますが、昨日あの、ジャパンエコトラックの冊子が皆さんにお配りに

なった。あの冊子を見た時に、どう捉えられるのか。この答弁書にも必要だと、トイレは必

要だと書かれておりますが、モンベルの２月のタウン誌の中で、２０２４年春から、只見町

が３７番目としてジャパンエコトラックとして登録されたということが載っております。で、

昨日、冊子が配付になりました。ということは、もう、４月以降、全国的にああいったこと

が取りざたされるようになるわけですから、そうした時に、じゃあこれが、この答弁書を見

ますと、これから朝日地区・明和地区にトイレの場所を含めて検討してまいりたいという話

ですが、あのサイクリングコースを見た時に、５０何キロでしたっけ、只見町ぐるっと周っ
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て、金山を通って、松坂峠を通って、布沢を通ってずっと出てくるというところに、トイレ

の表示が、トイレというものがある場所というのは非常に少ないです。であの、これは金山

町の分ですから載せられなかったと思うんですが、炭酸水というのはありますけども、その

前にあるトイレは掲載になってない。それからあの、その中で、只見湖湖畔を周るサイクリ

ングコースが初心者向けにあると思うんですが、館ノ川のところにあるトイレが載っていな

い。やはり、ああいったもの、ただで造っていただいたわけでないと思うんで、しっかりと

お金とられていると思うんですが、その辺は町としてしっかり確認をして載せてくださいと

いうふうにしたのかどうか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 今ほどのご質問でございます。 

  只見湖畔のルートが抜けて、そこのトイレが、ということで、我々のほうとしても確認は

させていただいて、こちらのほう調べて作らせていただいたマップでございます。結果、今、

抜けているということでございますので、結果的に落ちているということになってしまって

おります。大変申し訳ございませんでした。そういった点、注意していかなければならない

かなと思います。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 町長、こういうことは、抜けていたから申し訳ありませんと、私に謝

られても困ることで、これはもう、全世界に発信することでございますので、やはり、町と

して、やっぱりしっかりした取り組みをする。であの、この答弁書にありますように、朝日

地区、それから明和地区等にトイレが少ない。ないといいませんが、ない。サイクリングコ

ースを見ますと、あの赤い線のところにはほぼトイレはありません。ですから、やはりこれ

は早急に整備をしていかないと、よそから来た人が、只見はトイレもないんだよと。で、何

が起こるかといえば、当然、町民の方から、よそから来た人がその辺でトイレをしていくと

いうことで困ってますよということを議会報告会等でも出てきてますので、やはりそういっ

たことはしっかりと整備をしてから、そういった取り組みをするのがまあ、筋だと思うんで

すが、これは進んでしまったんであれなんですが、これを検討しますだとか、今後考えてい

きますということでは、たぶん、済まされないことだと思いますが、その辺についてどうお

考えですか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 
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○町長（渡部勇夫君） 只見湖畔のトイレの記載が落ちていたこと、本当に、せっかくそうい

った、ああいう冊子を作ってもらうのに、そういったことは、後から申し訳ありませんでな

くて、やっぱりそこは気を引き締めて、しっかりとチェックしたうえで製作はお願いすると

いう態度が足らなかったというふうに思っておりますので、こと、ここに至ってはお詫びを

申し上げるしかありませんけども、ですが、今後のこともありますので、やはりしっかり気

を引き締めて、その辺のご利用者の目線に立った、そういったルートマップを作るのが本来

だと思いますので、反省のうえに今後に活かしていきたいというふうに思います。 

  あと、トイレにつきましては検討するというふうに先ほど申し上げました。あと地域の方々

や、勿論、議会の皆様含めまして、やはりあの、場所の選定につきましては、できれば令和

６年度内に場所の選定をさせていただきたいなというふうに思います。朝日地区・明和地区

につきましては。ですから、そういった中で検討するというと何年かかるんだという話にな

ってしまうんで、やっぱこれは少しでも急がなければならないという認識は持っております

ので、令和６年度内、できれば６年度じゃなくて６年のうちに、場所の選定は一緒になって

させていただきたいと思いますので、その節はよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） それからあの、この答弁書の最後の３行のところでございますが、必

要であると答弁をしましたが、公共施設看板につきましては施設名の変更など随時対応して

いるところであります。これは当然、名前が変われば換えるのは当たり前ですので、この先

の前段の、必要であると答弁をしましたが、必要ならばやはり考えていかないと、先ほどの

ジャパンエコトラックでもそうですが、例えば走っていって、ここがどこなのかということ

を、例えば事故があった場合、緊急に連絡しなくちゃならない。地名もわからないというこ

とでは困るんで、そんなに国道にでっかい看板を立てろということでなくて、例えば只見町

内であれば、ここは田中ですよとか、ここは沖ですよとか、そういった程度の看板を付ける

ことによって、観光客、それから来られた方が認識していただけるための看板ということで

まあ、再度、話しておりますが、そういったこと、この答弁ではまったく、何なんだろうか

という答弁になっておりますので、その辺をもう一度お答え願いたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 総務企画課長、増田栄助君。 

○総務企画課長（増田栄助君） 今ほどの集落名の看板の件でのお質しでございます。令和４

年の６月に一般質問を受けました後に、今現在、国道、県道沿いに集落名を書いてある看板



- 101 - 

 

が設置されております。これ、道路管理者のほうで番号、標識等の中で設置をしているもの

でございます。こういったものを見やすい形にできないかということで検討をさせていただ

いて、管理者である建設事務所等と協議をさせていただいた経過ございます。なかなかあの、

建設事務所のほうでそれを行うというのは困難だというようなことで、やるのであれば町と

してその部分を変更していくというようなことで協議をしてきた経過がございますが、今現

在、それが進んでいるものではございません。また今、スマホ等でも位置情報的なものはす

ぐわかるような状況もありますので、どういった感覚で、どういった部分に対して看板を設

置していくのかというようなことも検討していかなければならないというようなことで、現

状進んでいない状況ということでございますのでご理解いただければと思います。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） ちょっとご理解できないんですが。 

位置情報のアプリだとか、そういったことが使える方は、そんなこと言いません。ここが

どこだなんていうことがわからないということは言いませんが、例えばですよ、先ほどのエ

コトラックから頭を離して切り替えて考えていただきたいんですが、只見駅で下りました。

それでブナセンターまで行く間歩いて行きます。その間に、迷うというほどの道ではないん

ですが、ここはどこだろうということを聞かれるような方は、そういった位置情報のアプリ

なんぞはほとんど使えない方、年配の方で。で、どこに行ったらいいんだろうかもわからな

いみたいな話で、ブナセンターはどこですかって。目の前にあるんですよという説明をする

程度のことになってしまいます。ですから、そういったことがわかりやすいサイン看板を、

その国・県にお願いするんでなくて、町としてやっていくべきではないのかという、この令

和４年になってますが、その頃に話したと思ってますので、その辺のお考えをもう一度お願

いしたいと思うんですが。 

○議長（大塚純一郎君） 総務企画課長、増田栄助君。 

○総務企画課長（増田栄助君） 施設名であったり、そういった部分、また案内看板的なもの

は随時、整備をさせていただくということで、それは考えてございます。ただ、集落の地名

であったり、そういった部分の看板については、その設置する間隔といいますか、どの部分

でこう、設置していくのか、距離はどうなのかというような、そういった部分での、今、検

討がされていない、といいますか、その部分で難しい面があるのかなというふうに私捉えて

ございますので、その辺を現段階での検討状況であるという部分をご理解いただきたいとい
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うことで申し訳ありませんが、よろしくお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） これは考え方の違いで、そういったことになるのかもしれませんが、

どこに付けたら、どこの集落を換えたらいいかということでなくて、やはり、これは町内を

歩く人のことを考えて作る。 

事例でございますが、もう、約２０年前になりますが、中越地震が起こった際、山古志地

区が非常に災害が多くて、よそから来た人たちが入っていった時に、映画になったりした地

名、とかそういったところは必ず、ここは何とかですよという地名を付けて、その集落を覚

えていただく。よそから来た人に覚えていただく。その中越地震の際に、地域おこし協力隊

というのが入ってきたんですが、ほぼよそから来た人達。地名もわからないと。そういった

こともあって、災害ですから、そういった地名をもう覚えるということから始まるんで、そ

ういったことで各集落名、それは場所によって、特に新潟県の話ばっかりで申し訳ないです

が、うちの屋号、店屋の屋号を使っているところが多いんですが、それで表示しているとこ

ろ、それから地名、それから芸術品、十日町なんかは芸術品を使って、あの芸術品があると

ころはこういう地名だよっていうことになるぐらいの、そういった認識でサイン看板という

ものを非常に大切にしておりますので、やはり観光地であれば、観光地を目指すのであれば、

やっぱそういったことは必要じゃないかということを再三申し上げているわけなんで、町長

の考え方をひとつお伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  今までの看板整備は景観条例等に基づきまして、やはり様々な色があるのは、やはり町と

していかがなものだろうかということで、景観の統一性を持たせる意味で景観条例を可決し

ていただいて、ご存じのような色で公共施設中心に整備しました。ですが、その時とはまた、

今おっしゃってる、もう、時代といいますか、環境が少し変わったんだぞということをおっ

しゃっているのかなと思ってますので、そういった景観条例に基づく看板は当然としたうえ

で、さらにあの、観光客とか、観光を目指す町になるんであれば、その目線で看板整備、で

すから先ほどの外国語表記であるとか、あとはＱＲコードで読み取れるとか、そういった看

板を目指していくべきではないかということを、よく理解できましたので、その辺は、今頃

理解したのかというふうに思われるかもしれませんが、ちょっと私としては、ちょっとその
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辺のニュアンスがいまひとつ理解できないところ、相すみませんが、ありましたので、今の

お質しで私としては腑に落ちたといいますか、理解できましたので、その辺は専門家の方も

いらっしゃると思いますので、今後、ご意見をいただいて、たぶん、先行事例、先進地いっ

ぱいあると思いますから、ちょっとご意見をいただきましたので改めてその辺は研究させて

いただきたいと思います。大変すみませんが、そのような認識でございますので、今後とも

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 是非とも、先に多言語の話をされましたが、新潟県はもう既に、外国

人、英語だけでなくて、もう本当に多言語が５か国語ぐらい、看板に表示しないと困るほど

外国人が多いんで、そういった取り組みを今、もう既に始まってますので、只見町も観光地

としていくのであれば、当然、多言語、英語、日本語、それから中国語といった程度は当然

必要だと思いますので、是非ともそういったことの先進地的を視ていただいて検討していた

だきたいと思います。 

  それで、トイレの話にもう一度戻りますが、町長、令和６年度中になんとか場所の選定を

したいということですが、先ほどの話に戻って申し訳ないですが、ジャパンエコトラックの

あのルートを決めたときに、見て、ちょっと腑に落ちないのがどうしてもあるのは、例えば

モノとくらしのミュージアムの対岸を通っていくわけですが、例えば亀岡から出てきて、国

道に出てきて、モノとくらしのミュージアムを通って、また布沢に入っていくというならわ

かりますが、やはり、ああいったことをまったく協議をされなかったのかどうか、ちょっと、

トイレについても、トイレがまったく、その赤い印の中に、ほぼないと言っていいほどなん

ですが、そのトイレについて協議はまったくされてなかったんでしょうか。飲食店は多少離

れても、飲食、食べなくちゃならないんで行きますが、トイレはなかなか、そういうわけに

いかない。ここはコンビニもない。マークにはコンビニとありますが、コンビニはないだけ

ですから、やはり観光地として、そういったそのサイクリングロードだったり、いろいろな

部分で、今そのサイクリングだけの話をしてますけども、川遊びの部分にしても、トイレ等

がない。それで、やっぱり、こういう企画を始めちゃっていいのかなと思うんで、是非とも

やはり、これはあの、先ほども６年度中と言いますが、もうすぐにでも、そういった取り組

みをしていただかないと、これは只見の恥だと思います。私は。これあの、連携、包括連携

協定を結ばれてやられているのはわかりますが、やっちゃってから、さあ、受け入れました。
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それはないですよということでは非常に恥ずかしいことだと思いますので、そういったこと、

課長、どういった検討内容があったのかお聞かせ願いまして、その後、町長にもう一度お話

をしていただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 今ほどの小沼議員のご質問にお答えをさせていただきたいと

思います。 

  こちらのルートマップ、今ほどご意見いただきました亀岡部分の通過の部分に関しては、

そのまま対岸のほうを使わせていただいて布沢のほうに向かうルート、伊南川沿いに一旦出

ることなくということで、ルートのほうは掲載させて、そのままサイクリングロードとして

掲載をさせていただきました。そういった、モノとくらしのミュージアムのほうに出るとい

った配慮がなかった部分に関しては検討すべきかなと、今お伺いして思うところはあります

けども、真っすぐ行くような形でルート選定をさせていただいたことは我々のほうとしても、

モンベルのほうでいただいて、そういった中で決定をさせていただいた経過がございます。 

ただあの、トイレに関しては、やはり今ある施設の中で落ちていたことは大変申し訳ない

というところ思っておりますし、これから先の部分に関して、まだ少ないという部分はご指

摘いただいたとおりでございます。 

この冊子につきましては、今ある資源の中で楽しんでいただくルートを、このジャパンエ

コトラックの中に掲載をして、まず、ある資源の中で利用していただいて、広く伝えたいと

いうことでまずは掲載をさせていただきました。その中で今ほどご指摘いただいてますとお

り、トイレの少ない部分など、そういった部分ほかにもあろうかと思いますが、そういった

部分は追って今後も検討させていただきたいと思います。 

まず、この冊子作ったのは、今ある資源の中で只見のそういったサイクリングルートとか、

（聴き取り不能）できるものを紹介するということがメインでございましたので、まずは先

にそれを先行させていただいたということでご理解いただければと思います。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 先に先行されたということで、その今の説明はわかりましたが、町長

としてはやっぱり先に先行されたのでは、ちょっと只見町として、ということについて、先

ほどらい言ってますが、恥ずかしいのじゃないかというふうに私は思うんですが、町長はど

う思われますか。 
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○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） これにつきましては本当にあの、実際、自転車に乗って走られて、そ

れであの、専門の方がルートを設定されたというふうに承知してますので、やはりあの、自

転車に乗る方が、そういったコースが好ましい、こういったコース設定ができるということ

で現在のコース設定に繋がったというふうに、一つは理解しております。   

  そのうえで、やはりあの、利用者目線で、議員おっしゃるように、どうしてもあの、必然

的にトイレ、そういった休憩所必要ですから、そういったのを整備が追いついていないとい

うことも、これまた事実でございますので、これは先ほど申し上げましたように、６年中に

は朝日・明和地区のトイレ新設箇所の場所を選定して、その後、それを急ぎたいということ

でございます。 

  またあの、そういった整備ができれば、その冊子につきましては私わかりませんが、わか

りませんというのは、いつまた更新できるかわかりませんが、エコトラックのアプリありま

す。アプリはその辺の更新は容易だと思いますので、その辺のところは、そういった体制が

整えば、更新は併せて急ぎたいなというふうに思いますので、そういったご指摘もっともだ

と思いますので、反省すべきは反省して、その改善に努めていきたいと思いますので、また

引き続きよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） じゃあ、最後に、是非とも早急にトイレの設置をされたほうが私は良

いと思いますので、そういったお考えであれば是非とも、それから先ほどらいの観光の件で

もそうですが、やはり観光地として一番何が必要かといった時に、食べるところも、これは

当然必要ですが、トイレというのは観光地になくてはならないものでございますので、是非

ともそういったことを踏まえて、今後の観光推進に進んでいただきたいと思いますので、最

後にもう一度、町長からお考えをお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 大変あの、利用者の方の目線に立った具体的なご提言をいただきまし

て本当にありがとうございます。 

  どうしてもあの、その辺のきめ細やかさが足りないところがあったなというふうに反省す

べき点がありましたので、本日のご意見をしっかりと受け止めて、具体的な行動に移すよう

に努力してまいりますので、引き続きのご指導よろしくお願い申し上げます。 
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  ありがとうございました。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、小沼信孝君。 

○６番（小沼信孝君） 是非とも良いまちづくりにしていただきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

  これで終わります。 

○議長（大塚純一郎君） これで、６番、小沼信孝君の一般質問は終了しました。 

  ここで、暫時、休議いたします。 

  開始予定を３時２０分といたします。 

 

     休憩 午後３時０４分 

 

     再開 午後３時１８分 

 

○議長（大塚純一郎君） それでは、皆さんお揃いですので、休議前に引き続き会議を開きま

す。 

  一般質問を続行いたします。 

  １０番、鈴木好行君の一般質問を許可します。 

  １０番、鈴木好行君。 

          〔１０番 鈴木好行君 登壇〕 

○１０番（鈴木好行君） 質問に先立ちまして、先日、町内の方から、議会も役場も一般質問

が終わると、終わった気になってんでねえがと。大切なのは、その後どうすっかだぞ、と言

われました。まったくそのおっしゃるとおりで、議会も町も終わった後も真剣になって考え

ているつもりではあるんですけれども、町民の方がそういうふうな感想を持っていらっしゃ

ったということに反省を覚え、今回の一般質問は新たな一歩を踏み出す議論だと思います。 

  それでは、通告書に基づき一般質問を行います。 

  衰退している町内の経済に対し、改善策は検討していらっしゃるのかということでお伺い

します。 

  高齢化、後継者不足、物価高騰などの影響により、町内の企業や商店の廃業が増加してい

ます。衰退する町内経済に対し、町としての考えを伺います。 
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  一つとして、現状をどのように捉えていらっしゃるのか。また、今後の方向性をどう考え

ていらっしゃるかをお伺いします。 

  二つ目、浅雪の影響で町内除雪関連業者の売り上げが落ちております。対応策は考えてい

らっしゃいますか。 

  三つ目、ほ場整備事業や各種補助などにより、専業農家の売り上げが伸びている一方で、

小さな畑や田んぼの耕作放棄地が目立っております。小さな農地からも収益を上げる仕組み

づくりが必要と考えますが、いかがでしょうか。 

  二つ目、第三セクターの再編が進まない理由についてお伺いします。 

  第三セクターの再編により新会社を設立し、観光事業の拡大や季の郷湯ら里の経営改善を

行うとしているが、現在の進捗状況を伺います。 

  一つとして、新会社の設立と今後の運営にあたり、当初計画よりも遅れが生じています。

遅れている理由と今後の見通しを伺います。 

  二つ目、新会社設立後、最初に実施する事業は何か。事業内容と理由説明を求めます。 

  三つ目として、振興公社、季の郷湯ら里、ともに継続して求人広告を載せていらっしゃい

ます。人材不足は新会社運営に影響しないか。 

  以上、お伺いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） １０番、鈴木好行議員のご質問にお答えいたします。 

  １番目の衰退している町内経済に対し、改善策はあるかとのご質問であります。 

  高齢化、後継者不足、物価高騰などの影響により、町内の企業や商店の廃業が増加してい

る現状からのお質しでありますが、項目ごとにお答えいたします。 

  １番目の、現状をどのように捉えているか、今後の方向性をどう考えているかを問うにつ

いてであります。 

  町では、昨年８月に商工会と連携し、事業に関するアンケート調査を実施いたしました。

アンケートには商工会員の約６割の事業者から回答があり、その結果によりますと、この先

１０年で廃業を検討していると答えた事業者は全体の２１パーセントとなりました。また、

後継者の有無については、後継者は決まっていないと答えた事業者は全体の５７パーセント

となっており、そのうち５９パーセントンの方が、自分の代で終わらせると回答しており、
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今回の回答結果からは高齢化と後継者不足が深刻な現状であると捉えております。故に、こ

のまま何も対策を講じなければさらなる衰退を招くことが予想されることから、今回のアン

ケート結果に基づき商工会と連携し、継続的に事業者への訪問等も行うことといたしました。

そこから実態の把握と課題解決に向けた、具体的な制度創設等の仕組みづくりを速やかに検

討してまいりたいと考えております。 

  次に、浅雪の影響での町内除雪関連業者の売り上げ落ち込みに係る対応策についてであり

ます。 

  今冬は、豪雪地帯の只見町では考えられない、令和元年度に匹敵する浅雪で道路除雪出動

回数が少なく、除雪オペレーターの待機時間も時間が多いという意味で、多時間になってい

ることから、町道除雪事業者に対しては、例年３月半ば以降に実施している排雪作業を、雪

消えの遅い堆雪場を優先に先行して作業を行っていただいております。 

  併せて、今後の除雪事業の安定運営と除雪オペレーターの人材維持確保等の面から、町道

除雪待機補償制度についても、補償対象期間を１月、２月としているところを、本年度は３

月も対象としたところであります。 

  さらに、２月会議で議決いただきました令和５年度一般会計補正予算の債務負担行為によ

り、建設事業者に対しては改良工事５件、舗装工事３件について、３月８日に入札を予定し

ているところであります。 

  また、克雪対策事業補助金の募集についても、例年４月に実施しているところを、３月４

日から開始しており、４月から事業実施できるよう進めているところであります。 

  これらの事柄につきましては、町内除雪関連事業者として建設業を主体とした対応策とな

っておりますが、他にも関連する事業者として商工関連事業者がございます。去る議会１２

月会議においてプレミアム商品券発行事業の債務負担行為の議決をいただいておりますので、

４月１５日の早期発行を目指し準備を進めているところでございますので、このプレミアム

商品券により町内消費の底支えをしていきたいと考えております。 

  次に、小さな農地からも収益を上げる仕組みづくりについてであります。 

  鈴木議員ご承知のとおり、農業は天候や他産地の状況など自分の作柄だけにとどまらない

様々な要因で、専業農家にあっても一年一年大きく収益が変動する産業であります。 

  ご質問の小さな農地から収益を上げる仕組みづくりについてでありますが、小規模であっ

ても事業者として作物の選定、作付面積や販売先などをどのように考え、どのように農業に
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取り組まれるのかによって手法は変わってくるものと思います。 

  仕組みがつくられている取り組みやすい方法としては、販売先を最寄りの直売所として、

季節の売れ筋野菜を栽培する方法や、ＪＡが長く取り組んでいる小規模多品種の栽培・販売

が可能な産地直送事業があります。 

  また、作物限定で始めるのであれば、生産組合組織に加入し、アスパラガス、エゴマ、シ

ャクヤクなどを栽培し、販売先をある程度限定して行う方法もございます。 

  顔の見える農業としては、インターネットなどを活用した新たな販路の開拓による、販売

先のニーズに応えた農作物の栽培とブランディングに取り組むことで、小さな農業でも収益

を上げることが可能と考えております。 

  町としましても、耕作放棄地の解消・防止に向け、そういった小規模農業者を応援するた

めに、１０アール以上の農地を耕作し、かつ出荷販売のある農業者の機械購入費用に支援を

行っているところであり、事業内容によっては、その他農政関連補助金やふるさと納税返礼

品への登録などで支援を行ってまいりたいと考えております。 

  ２番目の第三セクターの再編が進まない理由は何かとのご質問に項目ごとにお答えいたし

ます。 

  はじめに、新会社の設立と今後の運営にあたり、遅れた理由と今後の見通しについてであ

ります。 

  酒井正吉郎議員からもご質問いただきました第三セクター２社の統合でございますが、令

和４年度の第三セクター経営検討委員会から早急な対応が必要であるとの報告を受けました

ので、株式会社季の郷湯ら里と株式会社会津ただみ振興公社の経営統合を計画した経過は鈴

木議員もご承知のとおりです。そのうえで本計画について新会社設立を提案いたしましたが、

皆様方から慎重なご意見もございましたので、これらを重く受け止めさせていただき、統合

後の事業目的の一つである着地型観光の機能を進めさせていただくことなどを含め、まずは

第三セクター２社の経営改善に取り組んでいる現状であります。 

  今後の見通しでありますが、先日の全員協議会でも説明いたしました株式会社会津ただみ

振興公社の商号変更とともに、まずは現在も担っていただいておりますインフォメーション

センター運営という役割に加え、さらに観光業務機能を強化した組織の構築を図りながら積

極的に事業を展開していただき、将来の２社の統合に向け努力してまいりたいと考えており

ます。 
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  次に、新会社設立後、最初に実施する事業は何か、事業内容と理由説明を求めるとのご質

問ついてであります。新会社が行う事業内容等につきましては、会社経営の内部の方針であ

り、本来、町として関与できるものではないと思っております。しかしながら、新たに町が

出資し設立する会社となれば、これまでの第三セクターで課題となっていた様々な問題等を

解決していくための事業展開が必要であると考えております。その一端を申し上げさせてい

ただきますと、まずは観光事業による賑わいを創出し、交流人口や関係人口拡大、地域内の

消費拡大があると考えます。また、将来的には雇用の創出や生活機能の支援や移住定住対策

なども事業として取り組んでいく役割を担う会社が必要であると考えております。 

  ３点目は、振興公社、季の郷湯ら里、ともに継続して求人広告を載せている、人材不足は

新会社運営に影響しないかとのお質しであります。人材の不足は町内に限らず全国的な問題

であり、振興公社、季の郷湯ら里でも問題となっております。このような中、季の郷湯ら里

ではインターネット求人サービスのタイミーを利用するなどして人材の確保に努めていると

ころであります。 

  ２社とも引き続き安定的な経営を図っていくためにも、人材の確保はとりわけ重要な課題

でありますので、町として積極的なできる支援をしてまいりたいと考えております。 

  企業や団体の再編・統合は、人材・人員の適正配置や横断的・柔軟な対応などのメリット

があります。全国的な人材不足の傾向は続くと思いますが、新会社運営には人材面でも統合

の効果が発揮されることを期待しております。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） 今ほどの答弁で、具体的な数字を伺いました。商工会との調査の結

果、後継者決まっていないと答えた人が全体の５７パーセント。そのうち５９パーセントの

方が自分の代で終わらせると回答しているというお話がありまして愕然としております。 

  課長にお伺いします。この５９パーセントの方の大体の年齢層はつかんでいらっしゃるで

しょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 今ほどのご質問にお答えをさせていただきます。 

  この５９パーセントの方の主な年齢層ということなんですが、やはり高齢の方が多いとい

うことで、アンケートの中では大体そのような方が出てきております。高齢化を原因に店を

そこでやめられるという方が多いといったところでございます。 
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○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） そうするとですね、現在、この商工会員が６０代・７０代だと推定

します。そうするとあと２０年以内には町内の６割の商店、商店と限りません。商工会員が

減るということになろうかなというふうに考えております。そうなった場合に町内経済、益々

衰退していってしまいます。やはり今のうち、何らかの手を打っていかないと、この具体的

な制度創設等の仕組みづくりを速やかに検討したいというふうにおっしゃっていますけれど

も、これ、実は本当、難しいところで、町として、行政として、どのような支援が考えられ

るのか。こういった方々が店をやめないで継続できる方法、それ、町として具体的にどのよ

うなことが考えられると想定されていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 今ほどのご質問にお答えをさせていただきます。   

  まず、後継の希望する方の中で希望者がいないという方がまず一番多いことは今ほど申し

上げさせていただきましたが、仮に事業を引継ぎの際に、引継ぎ問題というのがございまし

て、引継ぎをしたいといった中で、どういったものがあれば引継ぎを考えますかという質問

をさせていただきました。支援についての中身でございますが、補助金関係、それから後を

継ぐ方の育成、専門家への相談といった三つの回答が上位を占めたわけでございますが、た

だ、半数以上が未回答となっておりまして、事業を引継ぎをしたいんだけれども具体的なイ

メージがつかない。もしくはまったくイメージがつかないといったところがございました。

そういった中身を踏まえますと、やはり支援としてできるのがお金でいいのか。それとも別

の形を紹介するのがいいのか。まったくイメージをつかめてない方については、その方に合

わせた相談体制をつくっていくしかないのかなというところで、今時点では、アンケートの

結果の中では、そこまでの回答をいただいております。それに対して町のほうで、ここのア

プローチをどうやっていくかというのは今現在検討させていただいているような状況でござ

います。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） 現在もですね、今月いっぱいで廃業をされるという建設会社が１件

ございます。それから、町内の生コン業者もなくなると聞いております。それから老舗の飲

食業も今年いっぱいで閉店を考えているというふうな情報が入っております。ですが、そう

いった中身で、私は会社はなくなってしまうんだけれども、事務所と店舗はそれなりに残る
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わけなんですよ。ですから、その事務所と店舗を、例えば空き家バンクを利用するであると

か、何らかの町施設にして、今度、都心のほうで新しく会社を創りたい、設立したいという

方々へ提供することはできないか。また、飲食業をやりたいという方々に提供することはで

きないのかなというふうなことを考えておりますけれども、そうした場合、今ある制度の中

では空き家バンクへの登録が一番手っ取り早いのかなというふうには考えておりますけれど

も、その辺のところをどのようにお考えでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） 今ほど鈴木議員のほうからおっしゃっていただいたとおり、

廃業される方のお店を有効活用することは非常に良い手段だと思っております。その中で、

やはり希望された方にも、そういったことで使っていただけるのであれば、というご意見も

いただいております。ただ、一方で、飲食店とかをやられている方の中の多くは、家と住宅

と併用してやってる方もいらっしゃいました。そういった方々の中でも希望者がいれば引き

継ぎたいということありましたので、空き家バンクになりますとなかなか、その二つくっ付

いていると登録が難しいという問題が今あります。ただ、一方で全国的にそういったニーズ

の高まりを受けまして、継業という形で事業を引き継いでくれる方を募集している自治体も

ありますし、そういった登録サイトもございますので、そういったところの検討も必要であ

ろうかと思っております。せっかく事業をやっていただいて、お店の設備は有効活用もでき

るかと思いますので、その点も含めて今検討させていただいているところでございます。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） 課長もご存じのとおり、私も以前、商店をやっていた家を１件抱え

ておりまして、それは何年も放置して置いたので取り壊すしかないですけれども、実際に店

をやめた直後に、それを私は差し上げますと言ったらもらってくれる人いんのがなっていう

ふうな形で考えたことがあります。ですから、そうした場合には、その店、昨日まで営業し

ていた店なんですから、もう明日から営業は可能になるわけなんで、そして、例えばその店

の名前を使えば、そのまま取引業者との取引も継続して行われるということで非常にスムー

ズに入れるのかなというふうに考えたんですけれども、もう今となっては後の祭りで、壊す

しかなくなっておりますけれども、是非そうしたことをですね、廃業するというお話を伺っ

たら、どなたか、役場の方が行って、こういうふうな、その前に制度の設立が大前提ではご

ざいますけれども、こういう制度ができました、いかがでしょうかというふうな形で紹介す
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る。それから店舗と住居と一緒になっているところは、じゃあ、ここの仕切りだけは私のほ

うで付けますよと。そして、あと、そうなれば新しく入ってくる方が住居がなくなるわけで

すから、住まいはこちらに住んでいただいて、こちらで営業していただくことができますよ

というぐらいのプランニングを持ってこの後臨んでいかないと、本当にこの町から商店はな

くなると思います。その辺のところ、いかがにお考えでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 交流推進課長、目黒康弘君。 

○交流推進課長（目黒康弘君） そういったご意見、非常に大事だと思っております。 

事業に関するアンケート調査の中でも、後継者の有無についてお尋ねをさせていただきま

して、希望者がいれば引き継ぎたい。第三者を含まない形、自分の身内とかで引き継ぎたい

と言ってらっしゃる方がアンケートの中では７件ございました。また、一方で、希望者がい

れば引き継ぎたい。第三者を含むという考え方も回答数で１５人ほどいらっしゃいました。

そういった第三者も含めて、そのお店を後継者があれば引き継いでもいいですよということ

でアンケート結果もありますので、そういった方々の中からピックアップをさせていただい

て、訪問という形か、相談か、県の事業者相談センターの方もアンケートについてはご一緒

にいろいろ協力いただいてますので、どういった制度が適切なのかも含めて調査をさせてい

ただいて、早急にこの辺りについては事業としてできるような形で検討したいと考えてござ

います。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） 町長にお伺いします。 

  事業として検討しますというお話を課長からいただきました。これを早急に手を付けなけ

れば手遅れになると思いますけれども、その辺の考えを町長としてどういうふうに考えてい

らっしゃるかお伺いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） ただ今、議員もおっしゃっていただきましたが、商工会と連携したア

ンケート結果は非常に厳しいといいますか、深刻な割合だというふうに認識しております。 

そういった中で事業承継といいますか、事業を継続していただくためには、勿論、行政と

してできることは商工会と連携しながら取り組まなければならないというふうに思っており

ます。 

  そういったことはわかりつつも、やはりあの、これはもう少し具体的にまた見ていかなけ
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ればいけないと思います。お客様が増えてくるというか、お客様が多くいらっしゃれば、一

般的な商店は経営的には成り立ちやすくなるわけですが、一方で例えば車両関係を扱ってい

らっしゃる会社であれば、やはり、いくら交流人口が増えたとしても、車両関係の仕事をお

願いするということはなくて、一般の商店は定住人口と交流人口、そういった機械類、自動

車・機械類の方は、やはりどうしても交流人口の人がすぐお願いしますということは滅多に

ないと思いますから、そういったことはよく分析していかなければいけないというふうに思

います。 

また、人口が多くて商売が成り立てば、本当に東京都内のように条件の良い、居抜き物件

を探して、そこに入っていくというのは一般的でございます。 

また、これまた、大手のスーパー、コンビニエンスストアでは、従来、スーパーがあって

コンビニがあったものが逆転して、コンビニの売り上げのほうが大きくなった。それでスー

パーを少しずつ閉めてきた。それで中食に移したと。そしたら現在、高齢化になって、中食

から今度、総菜食、もうせいぜい、レンジで加熱すれば食べられるというような、そういう

ふうにどんどんどんどん、求められるものが変わってきております。大手でさえも、そうい

ったことを非常に熱心に研究、検討されて、業態のシフトをしていらっしゃいますので、町

としては事業者の方、商工会の方々と、その辺の、もう少し業種ごとに具体的な検討をさせ

ていただいて、どういった支援の仕方が具体的に良いのかということをやはり、今回はアン

ケートでありますが、これに基づいてもっと掘り下げた検討が必要だというふうに改めて受

け止めておりますので、今後、議員の皆様はじめ、様々な関係者のご意見をいただきながら、

次のステップに向かって研究、検討していきたいというふうに考えております。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） 勿論、町長おっしゃるとおり、そのニーズに合った活用方法がある

かと思います。ただ、事務所的なものは、もう、ネット環境さえ整っていれば、事務所のデ

スクであるとか、椅子であるとかがあれば、すぐにできる可能性のある会社もございます。

そうした様々なニーズを調査のうえ、進めていってほしいなと思います。 

  それからあと、飲食業とか、そういう料理を出されるところに関しては、町としての利用

も私はこれから考えていかなければならないんじゃないかなというふうに思います。これか

ら六次化を進めるにあたって、町のやっぱり産品がまだ必要になってくるのかなというふう

に感じます。今後予定している道の駅的商業施設、そうしたところに並べる品物とかであっ
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ても、やっぱりあの、この辺の母ちゃんたちが作ってくれた漬物であるとか、山菜であると

か、そうしたものを提供してやっていくことによって、その方々の収入アップにも繋がって

いきますので、そうしたこと、ちっちゃなところから、１，０００円でも２，０００円でも

収入を上げられるような仕組みづくり、これから必要なのではないかなというふうに考えま

すので、その辺のところ十分お考えのうえ進んでいってほしいなと思いますが、もう一度答

弁お願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  大変貴重なご提言だというふうに思います。 

宮城県には本当に、ぼた餅で有名な道の駅ありまして、本当にあの、地元の方も、観光の

方も、そのお母さん方のぼた餅を目当てで訪れて、盛況な道の駅がございますので、特別奇

抜なものとか、なんか、うけ狙いのものではなくて、やはり、安全で美味しいものを求めて

いるという道の駅もございますし、あとは食べものとは少し違いますけど、先般のふるさと

の雪まつりで、インフォメーションセンターで、売れ筋をちょっと聞いてみましたが、やは

り地元のご高齢の女性が作られた毛糸の靴下であったり、そういったものであるとか、同じ

く栞とか、やはり地元の高齢者の方々中心に手作りのものがお買い求めが多かったというこ

とで、特に台湾とか、外国から来られた方々には非常に魅力的な商品に受け取っていただい

たという話も伺っております。ですから、やはりあの、いわゆる奇を衒うといいますか、そ

ういったうけ狙いじゃなくて、やはり心のこもったものを作っていく。あとそれを見てもら

える、買ってもらえるような、その機会をつくっていくということで、先ほど申し上げたよ

うな施設は大事だと思いますので、あと、ものによっては、例えば軽トラックで運んで来て

並べるとか、高齢の方、重い荷物大変ですから、そういったことも含めて、議員おっしゃる

ことを、やはりこれから取り組んでいくということが大事だと思いますので、一挙にはでき

ませんが、そういった考え方を受け止めて、施設整備とともに、そういった、ソフトといい

ますか、システムづくりについても取り組んでいきたい、研究していきたいというふうに思

いますので、引き続きのご指導をお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） 是非お願いします。 

  それから２番目の除雪関係への補助、補助ではないな、援助、支援策はないかということ
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でお伺いしました。様々行っていらっしゃるということで、良かったのですけれども、実は

この除雪業者が動かないと、結局、町内のガソリンも売れない。それから修理工場の売り上

げも落ちる。そうしたことで町内全般の経済が不活性化になってしまうということで、そし

て、これからこの除雪業者に関しては皆さん、ご存じのとおり２８９の除雪体制が始まると、

どうしても人が足りなくなる。ですから、現在の除雪体制はなんでかんで維持していかなけ

ればならない。そのうえでさらに２８９号の除雪体制を組み込んでいかなければならないと

いう中で、やはり、今ほどの支援策、町長に言っていただきましたけれども、そればかりで

なくて、今回、除雪に携わっていらっしゃる様々な業者、本当に建設業者ばかりではござい

ません。答弁にもありました。様々な業者がございます。そして、その方々にはプレミアム

商品券の利用ということだけではたして、それが、そういった業者の方々に行き届いていく

のかどうかというのも甚だ疑問でございます。 

ですから、そうした中で、やはり今年の雪のシーズンが終わりましたら、除雪業者との懇

談会でもいいですので聞き取り調査を行って、本当に彼らはどのような支援を望んでいるの

か。どうしたらいいのかということを考えていっていただきたいなというふうに考えており

ますけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  これまた本当に、しっかり取り組まなければならない事柄だというふうに認識しておりま

す。 

  既に建設業協会の会長さんはじめ、役員の方々と意見交換は数回行っておりまして、要望

書もいただいております。たぶん、議会のほうにも出ているんではないかなというふうに思

っております。 

  それについて、当面できることは、先ほど１回目の答弁で申し述べさせていただいた対策

を講じておると。また、１２月会議におきましても債務負担行為の議決をいただいたところ

でございます。 

  あと、今後のことについても、さらなる要望等は一部聞いております。それについては除

雪作業に関することはやはり国・県・町道含めて、やはり足並みを揃えた改善をしていかな

ければなりませんので、いただいたご意見は実は南会津建設事務所のほうには、そういった

要望、建設業協会さんの要望はお伝えしてます。そして、一緒になって、県と町で除雪作業
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に対しての在り方が違ったんでは、それは戸惑いを与えるだけで不信感になりますので、そ

こは足並みを揃えて改善していきましょうということで、直接、所長さんにもお話させてい

ただいております。ので、そういった一部のさらなる要望はいただいております。が、さら

に雪解け後という話ありましたので、今般の本当に３月に入ってから、日々、降雪続いてお

りますが、そういった実績を踏まえまして意見交換の機会をいただいて、また具体的なご提

案、改善策を承って、その改善に努力していきたいというふうに思います。 

  さらに、その除雪される業者さんだけではなくて、ガソリンスタンドさんとか、修理工場

さんとか、そういった意味では只見町にとっては裾野が広いといいますか、本当に大切な産

業でございますので、やはり一挙にそれが、どのような方法がいいのか。先に言われてしま

いましたが、プレミアム商品券だけではなということ先に言われましたんで、ちょっとその

辺は、さらなる、どういう方法が良いかということは、その関連業者さん含めて、どういっ

た形になるか、アンケートになるか、話し合いの場を設けるかはわかりませんが、いずれ商

工会に加入していらっしゃると思いますので、建設業部会とか、工業部会とか含めまして、

ちょっと意見交換をさせていただきたいなというふうに思っております。特にあの、やはり

本当に災害はあっては勿論困りますし、災害がないように防災・減災の対策は講じなければ

なりませんが、ですが、本当に万が一の時には、やはり地元にそういった建設業者さんはじ

め、自動車の修理工場さんであったり、ガソリンスタンドさんであったり、様々な業者さん

がしっかり町で事業を営んでいただいているということが、まさにそれが町の姿だと思いま

すので、それが持続できるような方法は、できることは全て取り組んでいきたいという覚悟

はありますので、その辺は具体的なことは、今後、このような場とか、様々な場を通じて、

ご提言またお話いただければ大変ありがたいと思いますので、そういった考え方を申し述べ

させていただきまして、どうかよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） 是非お願いします。   

  それから３番目の小さな農地からも収益を上げる仕組みづくりということでご答弁をいた

だきました。そして、私があの、本当に言いたかったのは、もっと小さな、農家ではなくて

年金暮らしのお年寄り達が、自分達の家の周りの畑とか、そういうところで、ちっちゃい、

一畝とか二畝とか、そのぐらいのところから採れる農作物であっても、持て余しているんで

すよ。東京に住む孫とかこめらに送っても、尚且つ、自分では食いきれないぐらいに皆さん
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作られます。そうしたものを私は商品化して出せないかなと。１袋３００円の袋を１０袋で

もいいです。そうした形で、今、インフォメーションセンターのところではやっていらっし

ゃる方がいらっしゃいますけども、ああいったものを、もっとちょっと細かくやって、あと

案内をやって、集荷して、ここで売るというような、本当に、どこの、誰が作ったか、わか

るようなジャガイモであったりとか、大根であったりとか、そうしたものを売れる仕組みづ

くりができないのかなと。町長もあの、就任当初おっしゃいました。結局、年金以外の収入

を上げてお年寄りの生活を楽にさせたいということをおっしゃいました。まさにそういった

仕組みづくりができないのかなという趣旨で発言いたしました。いかがでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 本当にそういう、やはりきめ細かな事柄といいますか、大事だと思い

ます。   

  よそのところでも、そういった自分の作った作物を出して、道の駅的なところに出して、

そのお金を、もう、これは半分の方、冗談でおっしゃいましたが、山口県の今、合併しまし

たが、当時、むつみ村ていう、ありましたが、そこに行った時に話聞きましたが、そんなに

我々、私達、高齢だから、１ヶ月先に支払いますなんていうことは待てないんですと。今日

の売り上げは夕方欲しいんですというふうに、本気、冗談混じって聞かせていただきました

が、そうするとそのお金を持って、孫のお菓子であったり、何か、孫の笑顔を見られるもの

を買って帰られるんだというふうにおっしゃった方とお会いしたことがあります。やはり、

そういった取り組みは、丹精込めた、心のこもった作物だと思いますし、また、その方々の

生きがいにも繋がると思いますので、そういった取り組みは必要だと思いますし、本当に、

只見町にも、今も一部出していらっしゃいますけど、それは必要だなと思いますので、先ほ

ど６番議員のご質問の時にあんまり、新会社に口は出さないということは言いましたけども、

やはりそういったことも考えていただきたいなと。そして、集荷システムといいますか、そ

の辺は町ができる支援はしながらも、やはりそういった、ちょっとあの、生きがい対策と、

小さな農業といいますか、混ざってきますが、そういったことも含めて、そういった取り組

みができるように、振興公社の社長とも相談しながら努めていきたいなというふうに思いま

すので、引き続きのご提言をお願い申し上げます。 

  ありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 
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○１０番（鈴木好行君） 次に、第三セクターのお話に移りたいと思います。 

  これは４番さん、８番さん、６番さん、それぞれお伺いになっておりますので、なるべく

重複を避けたいと思います。 

  まずあの、季の郷湯ら里についてお伺いしますけれども、まずあの、一番先に聞きたいの

は、この中で新会社設立を提案いたしましたが、皆様方から慎重な意見もございましたので、

これらを重く受け止めさせ、という回答がございます。 

  そうした中で我々が一番気になっているのは、季の郷湯ら里、源泉がもう、ポンプがいつ

稼働停止するかわからない状態で運転しているということ。それから、あとは、施設の改修、

客室、先ほど課長の答弁にもございましたけれども、客室が今の客層に合っていないので、

改修が必要なのではないのかなというふうな話を我々、特別委員会でも提言申し上げました。

そうした中のご回答がまだ一切ございません。 

それらを踏まえて、まず一番先お伺いしたいのが、あの温泉、お湯が出なくなったら、ど

うされますか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） そういったことのないように、日々管理して、安定的な湧出管理に努

めているところでございますが、本当にあの、過去にも停電でポンプが使えなくなって、一

時、濁った源泉になったり、ということで若干休止させていただいてご迷惑をおかけしたこ

とが何回かございます。ので、その管理に努めるとともに、あとは今、議員おっしゃってい

るのは、もっと根っこの根幹的な温泉枯渇の話だと思いますので、その辺のところは前の温

泉問題研究所のほうに調査していただいたように、あそこの温泉の性質上、どんどんどんど

ん自噴してくる温泉ではなくて、ある意味、地中に、言い方が適当かどうかわかりませんが、

皆さんもお聞きになりましたが、地中にある程度溜まっている温泉だというような報告も聞

いておりますので、その辺を大切に管理しながら、その年数はわかりません。何十年なのか、

何百年なのか、私はわかりませんが、そういった性質の泉質だというふうに聞いております

ので、適正管理に努めながら使わせていただくということだと思います。 

  そして、併せまして、先ほど、どなたかの答弁の時に担当課長、部屋は埋まってるけども、

コロナ以降、人員は一人一部屋になったんで埋まってないという話ありました。そういった

ことで、その稼働の在り方、もしくは和室でなくて洋室化するとか、そういったことを考え

られますし、そういった計画も、別に今、捨てたわけではありません。その計画は持ってお
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りますので、その辺のことは引き続き検討していくというふうに考えております。 

  具体的には一つ、人材の問題がございます。特にあの、宴会が重なった時に、複数の宴会

があった時に、部屋はありながらも、スタッフの確保が十分にできなくてお断りするという

ことが、申し訳ありませんが、ありました。１２月中にも。ですから、たとえ部屋数を増や

してもスタッフを確保して、ちゃんとローテーションでまわっていかないと、有効に活用す

ることができませんので、そういった施設整備と併せて、人材の確保も併せてやっていかな

ければならないというふうに思っております。そういった経営的に成り立つ中で、その方向

性を目指しながら、温泉の掘削といいますか、その２本目の温泉といいますか、その辺のと

ころも引き続き全体を見ながら、その時期も見据えて引き続き検討していきたいというふう

に考えております。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） 時間がありませんので、今度、短めにお願いします。 

  それで、我々が総務委員会でお伺いした時に、実はポンプ室も見せていただきました。そ

して、その中の説明では、まあ、給湯量ギリギリの状態で今汲み上げているんだよというお

話も、給湯調節をしながら。そして、いつ停まってもおかしくない状態でのポンプであると

いうお話も伺ってまいりました。ですから、町長がおっしゃるように、様子を見ながら、何

十年も、という形では私どもは委員会として印象は受けてきませんでした。ですから、その

辺のところを早急に考えていかないと、本当に私達はそこの点と、あとは客室の問題と、そ

れらをどうするのか。それから赤字を解消するという手立てがあったとしても、現在の食堂

に関しても固定費が年間７００万ほどかかるというふうなお話の中で、結局、それならば年

間３，０００万以上ぐらいの食堂の売り上げがないと利益は出ないだろうなということも想

定していく中で、そうしたらば、どのような方向にしたら、その営業的に経営改善できるの

かなというふうな形で心配しております。ですから、その辺のところの方向性がはっきりさ

れないと、あそこに今度、ボイラーを入れますというふうなお話をされても、これからエン

ジンが止まって沈没するかもしれない船に、別なエンジンではない最新設備を乗っけますよ

と言われてるような印象で、ですから、エンジン部分、船体部分のしっかりした、これから

あの、もっていきますよ。これからもまだまだ航行できますよというふうな形の姿勢という

か方針を示していただかないと、新たにボイラーを入れるというふうに言われても、なかな

か、そうですかというふうには言えない。 
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  それから振興公社に関しても、時間がないので続けて喋りますね。短めにと言いながら長

く喋ります。 

  振興公社に関しましても、やはり、この間、名前の変更を全協で提案されました。そして、

その中で皆さんから出た意見には、名前だけ変えてもだめだべと。今ほど小沼議員のほうか

らもお話があったとおりでございます。ですから、どのような人を軸にして、そしてやった

らどうなるのか。そして、今度、新会社になったとしても、今の状態だと新会社で請け負っ

た事業が、事業を下請けに出さないとまわっていかないような状況になり得るんじゃないか

なと。そこは人材確保の面でですね。先ほどもお話がありましたから、詳しくは私は聞きま

せんけれども、そういったことで本当にあの、人材確保が第一であるのかなというふうに、

人材確保と組織編成、そこをやっぱり示していただきたい。ですから、湯ら里に関してもそ

こを示していただきたい。ですから、そういった形で順序立てて示していただかないと、我々

もなかなか納得できる答えが出せないということでございますので、その辺のところ、どう

お考えでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） おっしゃること、よくわかりますし、考え方はそのとおりだというふ

うに私も思います。 

  まず人材が一番でございますので、人材の、有為な人材の確保ということが一番の命題だ

と思ってます。湯ら里につきましては、当面、名称の変更は考えておりませんが、次回の株

主総会にあたって、やはりその役員体制含めまして、その人材の確保を図っていきたいとい

うふうに考えておりますので、今、会社内部のことでありますので、ここで申し上げること

は出来かねますが、そういった体制を株主総会にはしっかり構築していきたいというふうに

思っております。 

  また、源泉管理につきましては、私も温泉を持っております町村長に何人か聞いてみまし

たが、やはり湯守、お湯を守る人、湯守がいますかということを一番先に言われました。や

はりあの、不都合になったから、すぐ会社のほうに電話して、なんとかしてくれというレベ

ルでは、温泉管理は正直難しいですよというふうに何人かの町村長には言われてます。やは

り、湯守という言い方が今の時代に合っているかどうか、私わかりませんが、やはり、そう

いったことで様々なものを日々、自分の子どもを育てるような形で見守ってくれる人の人材

の確保も必要ですよということも教えてもらってますので、やはりそういった、技術的にど



- 122 - 

 

こまでのレベルを求められるかわかりませんが、そういった新たな視点もいただいておりま

すので、その辺のところの研修の場とか、いろんなのがあるだろうと思いますが、その辺も

温泉協会含めまして、様々な人材の確保は、そういった専門性も求められてくるというふう

にお聞きしておりますので、そういった中で併せて考えていきたいなというふうに思ってお

ります。 

  それから、振興公社のことにつきましては、先ほど申し上げたとおりでございまして、も

し、副町長のほうから補足あればお願いしたいと思いますが、私としてはおっしゃるとおり

だと思いますので、そういった、しっかりご理解いただけるような体制、人材確保につきま

して、先ほど株主総会と言いましたから、湯ら里の場合は５月になりますけど、そういった

中でしっかりお示しできるように進めていきたいというふうに考えておりますので、引き続

きのご意見、ご指導をお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） それではあの、振興公社のほうについてお伺いします。 

  前回ですね、いただいた資料。これは昨年の８月１８日の議会の委員会資料でいただいた、

新会社の設立についてということで、この中でお話を伺うと、着地型観光の推進という形で

進めていきたいというふうにおっしゃっています。 

  ここで書かっているのが、現在のインフォメーションセンターの体制では着地型観光の推

進は難しいというふうな形で書いてあります。あと有為な人材を採用し、新体制の中で率先

して着地型観光を推進するというふうに書いていらっしゃいます。ですから、この有為な人

材は先ほど話しましたので申しませんけれども、その中で旅行業登録に関してお伺いします

けれども、旅行業登録は現在どのような形で進んでいるでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 副町長、新國元久君。 

○副町長（新國元久君） お質しの件であります。 

  確かに業としてそれを、着地型観光を成すにはそういった登録が必要であります。その件

に関しましては、これも繰り返しになって申し訳ありませんけれども、今後の取締役会ある

いは株主総会等々で協議をしながら、適宜進めてまいります。おっしゃるとおり、それがな

いとできませんので、その方向で進める検討をさせていただきます。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） それも急がないとですね、急いでやらないとあれですね。そして、
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先ほどその、人材採用の求人の広告に関して、湯ら里のほうは求人広告出していらっしゃる

というお話されました。振興公社も町のおしらせばんにはのっかっております。ですけれど

も、振興公社の場合、あれ、私、ちょっと、南会津郡の求人サイト、結構、何社か調べてみ

ました。全部で四つぐらい調べたんですけれども、確かにあの、湯ら里は一箇所だけ載って

おりました。それで、振興公社、正社員を求めているんだけれども、求人広告、町外には載

せていらっしゃる、私は見つけられなかったんで、載ってらっしゃるのかどうかお伺いしま

す。 

○議長（大塚純一郎君） 副町長、新國元久君。 

○副町長（新國元久君） 今現在、お質しのとおりでありまして、町の無料職業紹介所で募集

をさせていただいております。そのほかには広告というよりも、人づてでそういった方々の

情報等々つかみながら進めさせていただきたいということになります。 

あとはあの、少し遅れるということにはなりますけれども、そういった人材の育成という

ことについても取り組んでいく必要、十二分に感じておりますので、そういった方向での進

め方をさせていただきたいと思っております。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） ですからあの、今おっしゃっていることと、その、我々が感じる、

その本気度が感じられないんですよね。本当に人が欲しい、求人サイト、四つあるならば、

四つみんな出しても良いんじゃないかと。その中で、たくさん集まったら、一番優秀な人を

雇えばいいだけであって、集まって困るということは全然ないわけです。ですから、その辺

のところをもっともっと厳しくですね、やるとか、どうしても見つからなかったら、お金を

出してでも人材派遣会社でも何でもいいですので、そのぐらいの覚悟を持っていかないと、

この二つの会社、赤字から脱却は私は絶対できないなというふうに感じております。是非そ

の辺の覚悟を持って、この後進んでいってほしいなと思います。 

その覚悟のほどを町長に最後にお伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  求人サイト、サイトといいますか、求人誌４社見ていただいて、湯ら里は１社のみ、振興

公社にいたっては載ってないということで、具体的なご提示をいただきました。 

  今まで町の、ハローワークと同様な扱いに法的になりますけども、準じる形で、おしらせ
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ばんを通じて無料の求人させていただいておりました。ですが、これにつきまして、湯ら里

の場合はタイミーっていう、橋本環奈さんがコマーシャルやってますけども、ああいったも

のにも出してますし、やはりその本気度が足りないというふうに言われてしまいましたので、

そこら辺は今後、その手段は、どういうふうに、具体的な手段を求めて、その本気度のある

求人をしていくかということは湯ら里も振興公社も同様だと思いますので、そこら辺はしっ

かりと有為な人材を確保できるように努力してまいりたいというふうに思いますので、引き

続きのご指導をよろしくお願い申し上げます。 

  ありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） 是非お願いしますということで、質問を終わります。 

○議長（大塚純一郎君） これで、１０番、鈴木好行君の一般質問は終了しました。 

  続いて、９番、菅家忠君の一般質問を許可します。 

  ９番、菅家忠君。 

          〔９番 菅家忠君 登壇〕 

○９番（菅家 忠君） ９番、菅家でございます。 

  通告に基づき一般質問をいたします。 

  質問事項は、行財政改革に企業経営思考を、となります。 

  質問の要旨を申し上げます。 

  ４年間、行政の文化を体感したことを総括して問いたいと思います。 

  １、職員の平均的なプレゼンテーション（説明する能力）の評価はどのようなものでしょ

うか。 

  ２、戦略を持って行政執行できているでしょうか。 

  ３、戦略と戦術の違いとは何でしょうか。 

  ４、今の只見町役場の弱点は何でしょうか。 

  ５、弱点を補うために優先的に必要なのは内政か外交かその他。どれだとお考えでしょう

か。 

  ６、当局と議会は両輪という役割でしょうか。それともアクセルとブレーキという役割な

のか。どのように捉えていらっしゃるでしょうか。 

  ７、目指すべき合意形成のあり方とはどのようなものだと捉えているでしょうか。 
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  以上、７点質問したいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） ９番、菅家忠議員のご質問にお答えいたします。 

  行財政改革に企業経営思考をとのご質問でありますが、項目ごとにお答えいたします。 

  まず、１点目の職員の平均的なプレゼンテーション能力の評価についてでございますが、

個々に差異がありますので平均的な評価を行ったことはございません。プレゼンテーション

は、聞き手に情報を伝えることで理解を得て納得してもらうことが目的となりますが、納得

をしていただくための伝え方、話し方のスキルが必要だと考えております。 

  プレゼンテーションは才能ではなくスキルとともに感情、気持ちが大切ですので、研修は

もとより日々の業務の中で研鑽を積み、より伝える濃色を高めていく必要があると考えてお

ります。 

  次に、２点目の戦略を持って行政執行できているかについてですが、町の長期的な目標と

して振興計画を定めるとともに、中期的には人口減少を抑制するための総合戦略や高齢化や

地域包括ケアの構築等に対応するための高齢者福祉・介護計画等、それぞれの個別計画を策

定し目標を持って行政執行にあたっていると認識しております。また、予算提案もその中の

一つであると思っております。 

  しかしながら、個別事業における目標や方向性を示していくことに不十分さがあることや、

その目標を実現していくための具体的な手段や方法を明確にしていくことに更なる課題があ

ると考えております。 

  ３点目の戦略と戦術の違いとはでありますが、戦略とは進むべき方向や目標を示すことで

あり、戦術とは目標を実現するための具体的な手段や手法であると認識しております。 

  ４点目の今の只見町役場の弱点は何かについてでありますが、一つは専門的分野の職員が

育ちにくいことがあると認識しております。看護師や保健師など資格を必要とする職は別と

して、戸籍や福祉、土木建築やＩＣＴなど、専門的な知識の習得に課題があるものと考えて

おります。 

  行政事務を行ううえで、人事異動により様々な部署を経験し、広い知識を習得することが

求められる反面、一定程度の専門的な知識が必要とされる部署を担う職員も必要だと考えて

おり、そういった面が弱いのではないかと認識しております。 
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  ５点目の弱点を補うために優先的に必要なのは内政か外交かその他かでございますが、こ

れはどちらか一方ということでなく俯瞰的に行政課題を捉えながら取り組む姿勢がまずもっ

て必要であります。そのうえで専門的な人材確保の面から考えますと、一定程度のスキルを

経験の中で身に着けていくことが必要になるとともに、土木部門などは専門的な機関での研

修を重ねるなど、専門職としてのスキルを身に着けることも実践していきたいと考えており

ます。 

  また、ＩＣＴなど部門によっては県からの支援や広域での配置なども検討していかなけれ

ばならないと考えております。 

  ６点目の当局と議会は両輪なのか、アクセルとブレーキなのかについてでございますが、

当局と議会は、アクセルとブレーキを持った車の両輪ではないかと考えております。 

  町当局は、政策を策定する中で現下の様々な状況や費用対効果、町民の要望などを受け止

め、議案としてとりまとめ議会に提案し、議会において審議をいただき議決をしていただき

ます。 

  当局が提案した事業をご理解いただければ議会で可決となり実行に移すことができますが、

そうでない場合は、事業内容を見直すか、事業の実施を断念するかの選択になり、実行する

アクセルの部分と、チェック機能としてのブレーキを持った両輪だと考えております。 

  ７点目の目指すべき合意形成のあり方とはについてでございますが、それぞれの立場から

議論を尽くすことが最も大切であり、そのうえで町政発展のためにともに歩みを進めていか

なければならないと考えております。 

○議長（大塚純一郎君） ９番、菅家忠君。 

○９番（菅家 忠君） では、再質問をさせていただきます。 

  今回の質問に臨みました背景を少し先にお伝えしたいと思います。 

  この３月議会は私の最後の任期の一般質問となりますので、職員の皆様にはですね、少し

でも財産になるような可能性があるようなものを残したいという想いがありますので、そち

らがまず１点でございます。 

  あと１点はですね、議会議員、私の考えで言いますと、民間で言うと外部役員かなという

ふうに思っております。ですので、行政の文化ではない部分、組織の中の細かいところは口

に出しませんが、組織の外ですね、から得た知見を皆様のほうでお伝えしまして、働きやす

い職場をつくることも大切な仕事だと思っておりますので、その２点の考えから今回の質問
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をさせていただいております。 

  で、まず１点目のプレゼンテーションに関するところの内容のところの再質問をさせてい

ただきたいと思いますが、特にあの、ご答弁いただきました、プレゼンテーションは才能で

はなくスキルとともに感情、気持ちが大切ですというところ、まさに本当そのとおりだなと

いうふうに思っております。ここに関しまして、さらに上のところですね、プレゼンテーシ

ョンは聞き手に情報を伝えることで理解を得て納得してもらうことが目的となっております

が、ここもそうなんですけれども、もう少しですね、今、この４年間を私なりに振り返りま

すと、もう少し皆様のほうで意識されてはどうかなと思うところが、相手が聞きたいことを

伝えるというところを先に喋るのではなくて、相手が聞きたいことを伝えるというところを

最初に、もう少しワンクッション置いていただけると良いなと日頃思っております。 

  さらにですね、余計なことは喋らないということはプレゼンテーションで非常に重要な能

力ですので、そういったところを心掛けていただきたいなと思っております。 

  それを鍛えるうえでですね、相手の大切にしていることを理解していただきたいというの

が再三お伝えしておりまして、相手の好む言葉を使ったりとかですね、そういったことの準

備の段階ではですね、議場ではない常日頃のところでできるところだと思いますので、そう

いったところを付け加えて取り組んでいただきたいなと思っております。 

  あと２番目、３番目の戦略、戦術については後程お伝えしたいと思います。 

  ４番目、５番目の質問のところの、弱点、只見町の現在の弱点の評価と捉え方、その補い

方というところに対して、ここに深くちょっと議論をしたいと思っております。 

  答弁の内容を私なりに丁寧に見ているつもりですけども、現在の只見町の弱点の一つは人

材の育成、人材が育ちにくいというところが課題の一つかなというふうに捉えられていると

いう、特にその専門的分野の方かなというところだというふうに思っております。その弱点

というものはですね、俯瞰して網羅的に取り組む必要があるというふうなお答えだと思いま

す。 

  私も本筋としてはおっしゃるとおりだなと思っております。 

  例えばまあ、土木、具体的に仕事名、役職名と申しますか、お話された土木だとか、ＩＣ

Ｔというものは最近でいうところのですね、ジョブ型の雇用というものだというふうに承知

をしております。こちらの事務方の雇用の考えを進めていらっしゃるのは、先日、三条市で

すね、お隣の三条市のほうでそのような取り組みをされていて、只見町でもそのような考え
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というのは、もう少ししたら入っていくのではないかなとは思っております。 

  私のほうがですね、お伝えしたいところがですね、私は特にそこのところの人材と、その

育成の仕方というところは少しまた、もう少し違った考えを持っておりますので、ここに関

して議論をしたいと思っております。 

  私としましては、今回の要旨に書いてあるように、戦略的な思考を持った人材というのが

必要ではないかなというふうに思っております。ですが、専門的なそういう人材が必要では

なくて、職員に広く必要なのではないでしょうかということですので、特に私のほうは福祉

の分野であったりだとか、総務の分野、公民館などに特に私は必要ではないかなというふう

に思っております。 

  あと弱点を補う方法というところでご答弁いただいたいんですけれども、この考えが少し

抜けているのではないかなというふうなところが、１点が時間軸という考え方でございます。

内政、外交、その他というところで提示しましたけれども、内政も外交も大事ですと、社内

教育も大事ですし、外部からの講師も大事ですというところなんですけれども、そのフレー

ム枠と申しまして、その共通して利用できる思考の枠組みというふうに書いておりますが、

先人達の、頭の良い方々が、こういう順番でやっていけば人が育つよというようなものがフ

レームワークというもので、そういったものが教育のプレグラムでもあります。なので、こ

このタイミングでは社内教育、この段階にきたら外部の講師が必要だとか、そういったお考

えが必要ではないかなと思っておりますので、そういったところの考えが、育成プログラム

というものが、まずしっかりしてあるのかどうかというところが私のほうでは少し伺いたい

ところでございます。なので、私の今の見立てというところでは、人が育ちにくい環境とい

うものはですね、私のほうから見る限りは独学で、只見町が独学で行政の文化だけで取り組

んでいるから成果が出にくいのではないかなと思っております。 

ですので、再質問させていただくところは、より良い政策提案にですね、必要なのは、よ

り多くの職員の思考の変化が必要だなと思っております。で、その弱点だとか、勉強するた

めの方法にはですね、時間軸だとか、育成プログラム、フレームワークのようなものが不足

しているのではないかなと考えておりますので、この考えについて町長の考えを伺いたいと

思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 
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  私もあの、役場の職員の経験、長くいただいておりますが、やはりあの、今求められてい

るものと、当時まだ、昭和の５０・６０年代の時、大きく変わってきたと感じるところの一

端を申し述べさせていただきますと、やはりあの、従前は行政指導と言いますか、準則行政

という言葉ありましたが、国や県のほうからある程度、雛型がありまして、それに追いつい

ていくと、キャッチアップしていくんだということで、補助申請であったり、実績報告であ

ったり、いろんなガイダンスがありました。それをいかにこう、速やかに、正確にやってい

くかという能力がまずもって求められたと思います。勿論、それ以外にも企画部門とか様々

なもの、勿論ありましたけど、ですが、総じて、そういった能力といいますか、そういった

分野が多かったのかなというふうに、印象なんで、間違っていると言われるかもしれません

が、そう思っておりますが、最近は本当にあの、一般質問を通じまして、やはり自分達の地

域をどうしていくんだと、どういうふうに考えて、みんなの声を伺って、それを組み立てて、

事業化していくんだという、まさに先ほど戦略的思考を持った人材が求められているという

ことを今改めて、戦略的思考を持った人材という言葉をいただいて、そこは私も思うところ

ではございます。ですからあの、やはり、従来の、今も勿論、準則行政なんていう言葉は、

勿論、地方分権の中でなくなりましたし、時代錯誤の今、話してますけど、今はやっぱり自

分達が、この環境の中でどうやっていくかという人材が求められているというふうに思いま

すので、私もそういった時代とともに、議員おっしゃるように、そういった人材の必要性は

十分痛感しております。 

○議長（大塚純一郎君） ９番、菅家忠君。 

○９番（菅家 忠君） では、議長、資料の配付を許可いただけますか。 

○議長（大塚純一郎君） 資料の配付を許可いたします。 

          〔資料配付〕 

○議長（大塚純一郎君） 菅家忠君。 

○９番（菅家 忠君） では、資料配付をさせていただきました。 

  こちらの資料にはですね、公民館にも今置かせていただいておりますので、公民館でご覧

になっていただいている方は、そちらで資料をご覧になってください。あとインターネット

でご覧いただいている方にはですね、私の名前で検索していただくと、ブログやＳＮＳでヒ

ットしますので、そこから資料見ることもできますので、そのようなご対応をお願いしたい

と思います。 



- 130 - 

 

  あとこちらですね、当局の皆様にはですね、初めてみる概念というか、そういったものか

もしれませんので、なので、この資料を基にですね、お伝えしたいことは、こういったこと

ができてませんよねというようなことの叱責のようなことはお伝えしたいわけではなくてで

すね、皆様の今のその、知見の所在地と申しますか、そういったところの道しるべの使う道

具として使っていただきたいなと思っております。この概念と申しますか、これがどこまで

把握できているかといった、そういったところでご説明を、この資料を使いながら説明をし

たいというか、質問していきたいというところでございます。 

  この図の見方を先に申し上げますと、こちら、まず優先順位というものがピラミッド型で

作っておりますので、一番左に書いておりますが、優先順位が一番高いところが上、下が優

先順位が低いというところでございます。数量というのが表しておりまして、上にいけば数

が少なくなります。下にいけば多くなっております。ですので、そのミッションと書いてあ

るものが一番少なくて、技術というところのものが一番多いというふうになっております。 

  右側の四角で囲んであるというのはキーワードですね、そこに対する、例えば戦略と戦術

の違いというもの、技術との違いというものをキーワードで表現をしておりますので、その

ような見方をしていただきたいなというふうに思っております。 

  私はこの図のほうで、私も民間の育ちなものでして、こういった考え方をするものなので、

少し民間の言葉で、申し訳ありませんが、お話をさせていただきます。 

  この図でいうところの、今、只見町行政というところが、スムーズに進んでいるところと、

進んでいないところがあるなと感じておりまして、進んでいないところの箇所はどのような

ところかなと私が見るところは、戦略がないなというふうな分析というか、評価をしており

ます。 

  先ほどのですね、例えばＩＣＴだとか土木の方という人材はですね、この下のところで私

の見立てでは技術という一番低いところの人材になります。結果的にそういう人材が必要に

なっている、ので、対症療法に近いような考え方だなと思っております。ですので、戦略的

思考をできる人材というのは、その２個、段階上のところなので、そういったところ、例え

ばＩＣＴで何かやろうという人材ではなくてですね、仕事の働き方自体を変革する人材が必

要だということ、ＩＣＴを使って必要だということです。ＩＣＴ技術が必要な人材ではない

というところの意味でございます。ですので、提案されるところ、役場の方、当局の方から

ですね、私、前も予算等の説明の時にもお伝えしましたが、こういったこと説明されるのが



- 131 - 

 

ですね、こういったことをやりますというですね、ＨＯＷというか、どうやってやりますと

いう、この戦術のところからお話をされるんです。なので、前、少し厳しくお伝えしたとこ

ろがありますが、何故これをするのですかという、そこがないと納得、話が入っていかない

というお話はさせていただいたと思います。ですので、この部分で申しますと、何故これを、

戦略の部分の黒いところですね、何故これをするのか。特に大事なのがですね、誰に、どの

ような価値を提供するために、という部分が戦略となるわけです。ご答弁あったように、そ

の方法だとか、その見えるもの、見えないものというものはこういったところ、捉え方とし

ては合っているんですが、具体的にはここの部分が足りてないなというところでございます。

また、議論の中で、戦略の話を議論しているのか、戦術の話をしているのか、技術の話をし

ているのかというのが、言語が噛み合っていないというふうな認識です。ですので、答弁が

バラバラなんです。で、こちらも、私のほうからも、どこの、菅家議員は戦略の話をしてい

るのか、戦術の話をしているのか、技術の話をしているのかが捉えられてないので答弁がち

ぐはぐになることがあるという、今の私の認識ですので、なので例えばですね、最近のとこ

ろで申しますと、今、町で取り組んでらっしゃるところは、認定こども園というものと、季

の郷湯ら里というものは、これあの、正しいとか、合っているとかということを聞きたいわ

けではなくて、戦略だと捉えてらっしゃるのか、戦術だと捉えてらっしゃるのか。認定こど

も園だとか季の郷湯ら里は。そこをどういうふうにお考えなのか、捉えてらっしゃるのかと

いうところをまず最初に伺いたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 誰に答弁していただきますか。 

○９番（菅家 忠君） では、町長にお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 私は認定こども園は、ここで言うところの戦略だというふうに思って

ます。 

  季の郷湯ら里の、先ほど、どういって、こういって、という話いろいろ、時期のことも言

いましたが、それは戦術の話だというふうに思っております。 

○議長（大塚純一郎君） ９番、菅家忠君。 

○９番（菅家 忠君） こちらでですね、大切なところはですね、少し、ちょっと言葉、丁寧

にいきたいなと思うんですけれども、答弁いただいている答弁書の３点目の、１４ページの

３点目のところですね、戦術とは目標を実現するための具体的な手段や方法であるというふ
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うに書いておりますので、認定こども園というのはあくまで手段でございます。ですので、

私の考えでは認定こども園というのは戦略ではなくて戦術になるということです。なので、

どういうことかと申しますと、戦略というのは、例えば子育てを楽しむ町にしたいというの

が戦略なわけです。その方法として認定こども園というものが議論されるという段階なんで

す。なので、戦略の部分のどういう考えなのかと。誰に、どういう価値観、幸せになってほ

しいのかという考えがないままに話を進めるから進んでいかないということなんです。 

なので、皆様のほうで財産として捉えてほしいなというところの大きなところはですね、

何故この事業がうまく進まないかという時は、大体、戦術から入っているんです。要は、こ

のピラミッドでいくと低いところから水を流そうとしているんです。なので下に流れていか

ない。事業が進まないんです。その、もっと高所の部分の理念の部分から流そうとすると、

事業というのは流れていくものなんです。そこの意識という部分が噛み合わないなというと

ころがありますので、私の考えというものを、このように考えているなという理解で結構で

すので、そういったものを認識していただければありがたいなというふうに思っております。 

ですので、私のほうはですね、その戦略をつくるうえでですね、大切にしたいことはです

ね、私はその住民の福祉の向上というものを一番重んじるべきだと思っておりますので、何

かをこう、やっていこうという時にはですね、その戦略というか、それが答えとしては、住

民の福祉が向上するのかという問い、どのような住民に新しい価値を届けられるかという視

点が重要だなというふうに思っております。 

なので、ちょっと、ずっと話をして恐縮なんですけれども、例えばですね、企画会議のよ

うな時にはですね、戦術のお話はしないというのが最初は基本なんです。戦術というのは例

えばですね、こういうものがあったら良いよね、楽しいよねというものは、それは楽しい企

画なんです。そういう楽しいことは後回しなんです。戦略ができてないもの、戦略がないも

のは勝負はする前から敗北しているというふうに書かせていただきましたが、それがないま

まに進めると、うまくいかないというか、物事が成就しないという考え方です。 

なので、新規事業、令和６年度も提案されておりますが、新しい価値をそれは生む事業な

のかどうかが私の予算の判定基準になっているということです。 

なので、その価値がないのであれば、私は特にそういう事業、新規事業はやる必要がない

なという考えでございます。 

なので、私のほうの一端のその戦略というものと戦術というものをちょっと具体的にお話
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はしましたけれども、そういったお考えというものについては、どのようにお考えをお持ち

か、少しお答えいただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） まずもって、こういった資料をもってご説明いただきましてありがと

うございます。 

  あまりあの、こういったピラミッド型の資料に基づきまして、日頃、意識していなかった

なというふうに改めて思っております。 

  どうしても、予算がいくらだとか、どこの場所だとか、ここで言うところの技術や戦術の

話が確かに多いのかもしれません。ただ、理念につきましては、既にあの、先ほども申し上

げました、この振興計画に沿っているというふうに思っておりますので、一番大きなところ

は十分ご理解いただいているという考え方でおります。 

  あとは、戦略のところは、まさに私はじめ、ここにいる職員が特に中心になって考えてい

かなければならない事柄だと思いますので、考えていたつもりですけども、もしかすると先

ほど菅家議員おっしゃったように、いや、それは戦術や技術の話でしょう、というところが

あったのかなというふうに思います。 

  ここで個別のことを申し上げる場ではありませんので、やはりそういったことを意識して、

何のための事業なのか。どういったことを、誰に伝えて、その価値はどういう価値を生むの

かということを意識したプレゼンテーションといいますか、そういった研鑽に努めていく必

要があるなというふうに改めて気づかさせていただきましたので、まずもってありがとうご

ざいます。 

  私の受け止め方としては、そのような所見で受け止めさせていただきました。 

  ありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） ９番、菅家忠君。 

○９番（菅家 忠君） では、続いて、その理念の部分について、少しお話をさせていただき

たいと思います。 

  先ほどの部分のところですね、例えばその、よくですね、今、例えば季の郷湯ら里ですと、

薪ボイラーであったりだとか、源泉だとか、客室という話は出てくるんだと思います。そこ

に関しまして、只見町としては、それはもう技術の話なんです。だいぶ低い話なんです。優

先順位としては。それ、どういうことかというと、只見町の理念はこうあります。そのうえ
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で、季の郷湯ら里の、都市と農村との交流施設という位置づけですので、そういった意味合

いのものがあって、では、どういう、誰に、どういう価値を与えたいという考えがあります。

そのうえで、戦術として、施設として季の郷湯ら里があるということなんです。ですので、

季の郷湯ら里がどうあるべきかというものは、上の戦略が町がしっかり示さないからフワフ

ワするんです。いつも。内容が。なので、例えばむら湯は町民の福祉のための機能ですと。

湯ら里のホテルのほうは町民ではない方の交流の施設ですというようなものだとか、そこの、

誰に、どういう価値を与えるかという考えをはっきりと示されないから、こうではないか、

こうではないか、という下の技術の話になってくるわけです。そこをしっかりと見定めて、

お考えをしっかりと熟考していただきたいなというふうに思っております。 

  それが意思決定のベースになるという考えです。 

  理念のところのところ、少し、ちょっと遅くなりましたが、お話しますと、そこのところ、

ミッション、ビジョン、バリューと書いてあるかと思います。ここ少し読み上げさせていた

だきます。 

  理念というものが非常に大事なものだというふうに私は捉えておりまして、ミッションと

いうものはですね、社会に対してなすべきことということでございます。ビジョンというも

のは目指すべき、ミッションというのは長期的なものですね。ビジョンというもの、目指す

べき、あるべき姿ということは、ここ、中期的な目標と申しますか、バリューというのは具

体的にやるべきこと、ミッションやビジョンを達成するための具体的な行動指針、行動基準

を示す言葉ということです。なので短期的なものだというところです。 

  これは何故大事かというとですね、意思決定の根幹にあるものだということなんです。な

ので、只見町でこのミッション、ビジョン、バリューを考えますと、只見町は何故存在しな

ければいけないのか。存在する必要があるのかという答えが、ミッションにない限りは行動

原理が決まらないということなんです。 

ですので、私のほうで第七次振興計画の先ほど町長おっしゃったところの基本理念にあた

る部分がここだというふうに承知をしております。私のそのミッション、ビジョン、バリュ

ーの考え方ですと、基本目標というものと基本理念というものが先ほど、あまり変わらない

認識ですので、まちづくりの基本目標と基本理念というものが第七次振興計画ありまして、

あまり伝わらないんです。入ってこないんです。皆さんで努力されたものに対して、今、私

がこういうふうに言うのは大変失礼なんですけれども、基本理念、少し読み上げさせていた
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だきますと、只見町第七次振興計画の基本理念は、ブナと生きる町、雪とくらす町、心豊か

に生きる町、自然首都・只見の挑戦、人と自然の共生と。本当、おっしゃるとおりなんです。

で、まちづくりの基本目標は、自然、文化、歴史に育まれた只見らしさに誇りと愛着を持つ

まちづくりとなっております。これ、本当、そのとおりなんですけれども、これが、行動指

針に、バリューというか、行動理念、意思決定に通じるものかというと、少しわかりにくい

なというふうな印象なので、例えば只見らしさというのは、人によって捉え方が非常に様々

あるわけなんです。なので、それを意思決定の中に、、根幹の中に入っているということは難

しいなというところであります。 

なので、例えばですね、ほかの企業、民間企業の一例を出させていただきますと、ミッシ

ョン、ビジョン、バリューというものがどういうものかというと、会社名は後程言いますが、

ミッションというものは、その会社があるべき理由、社会にあるべき理由というものは、情

報革命で人々を幸せにというミッションです。自分達の会社は何故、社会に必要であるかと

か、存在するかというのは、自分達で情報を革命させて、人々を幸せにするために私どもの

会社あるんですという考え方です。で、ビジョンとしましては、世界中、世界の人々から最

も必要とされる企業グループを目指してという、自分達のあるべき姿というものが出してあ

るわけです。社会からどう見られるかというか、こういう姿でいようと。バリューというの

は行動指針でして、あるものはナンバーワン、挑戦、逆算、スピード、執念というふうにな

っております。これの信念の下に、行動理念の下に行動して、ミッション、バリューを達成

しましょうというふうな内容です。こちらの会社様のほうはソフトバンクさんです。で、繋

がるんです。ミッション、ビジョン、バリューを聞いて、ソフトバンクというと、そうだよ

ねとわかるわけなんです。 

なので、これぐらいシンプルに行動原理としてわかりやすくつくるものが第八次作るうえ

では必要ではないかなというふうに私は思っておりますので、例えばですね、これは皆さん、

この後、いろいろな方々のご努力をいただいて八次を作るんですけども、私はその只見らし

さというものは、１１年ほど、私は経って、最近、恥ずかしながら、最近ふと、とても町民

の方から素晴らしい声をいただいたんですけど、３月に雪がドカッと降った時に、その時に、

ふと、その方が、ちっとは只見らしくなってきたなとおっしゃったんです。その只見らしさ

というのはやっぱりですね、僕はその豪雪地というか、雪だなというところがあるんです。

なので、私のほうで、その稚拙な、例えばのミッション、ビジョン、バリューを作るとする
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ならば、豪雪地の挑戦、新たな価値づくりというか、そういうふうな、何故、只見町が世界

に必要とされる町になるのか、というところの概念としては、立ち位置としてはそこなんで

す。ビジョンというのはもう、以前、こういったキャッチフレーズがありまして、初めてき

たのになつかしい自然首都・只見と、素晴らしいビジョンがあるなというふうに考えており

ます。そうすると、行動指針のバリューというものは、例えば今の部分言うと、自然と共生

するまちづくりというものがあるんです。そうしますと、バリュー、行動指針、意思決定の

一つのものとしては、公共施設は木質がベースになりますよね、というのは当然の話になっ

てくると思うんです。けれども、そういった意思決定が本当にされているのかというのは疑

問です。今の。只見町政で。例えば、雪はそうすると、資源だよねという考え方に１００パ

ーセントなるんです。このミッション、ビジョン、バリューと。そうすると雪を資源という

考え方以外の発想はないんです。邪魔者という発想はないんです。そういった意思決定のベ

ースになるものが今の振興計画の基本理念と基本目標ですと、皆さんが、町民一人一人が理

解して、そのように行動してくださるかというものには少し長く、難しいなというところが

感じましたので、そういったところを少し、第八次の時には意思決定のベースとなるもの、

只見町が存在する理由という部分のお考えで少し、柱の部分の理念というものをさらによく

構築していただきたいなと思っておりますので、町長のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 暫時、会議時間を延長します。 

  町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  ソフトバンクさんの例を出していただいて、非常に企業の考え方を説明していただいてあ

りがとうございます。 

  先ほどあの、第七次の振興計画、ちょっと出しましたけど、このサブタイトルに、ブナと

生きる町、雪と暮らす町、心豊かに生きる町、自然首都・只見の挑戦、人と自然の共生とい

うのが書かれております。これはあの、前１０年の第六次の時に、前にもお話した機会ある

かもしれませんが、平成の合併の話題がありまして、只見町としては合併するのか、しない

のか。どうしていくんだと。行財政改革含めまして非常に大切な節目でありました。そうい

った中で最終的に、当時、町長、議会、含めまして町民の声も聞いた中で、一律のまちづく

りをしていくんだということで合併しないで単独のまちづくりに進んだわけであります。そ

の時に、この七次の前の第六次の時に、町民の方交えて話し合いした時に、いたずらに都市
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的な機能を追い求めるのではなくて、不便や不利な条件は改善しなければいけないけども、

やはりこの価値ある自然とか環境を活かしたまちづくりをしていこうということで、人と自

然の共生というサブタイトルがついております。この考え方がユネスコエコパークで、国内

でちょうど１０箇所のエリアありますが、東北地方では只見町だけですが、そういった登録

になりました。 

そして、これあの、たまたま、私あの、いつも常々思っておるんですが、昨年の３月３１

日に、閣議決定されてます、生物多様性国家戦力という２０２３年から２０３０年までの国

の国家戦略が閣議決定されてます。これにつきましては、僭越ですが、申し上げますが、経

済は社会に支えられていると。社会が安定してなければ経済活動はなり得ないということで

す。ですから、経済は社会に支えられているんだと。で、社会は環境に支えられているんだ

と。ですから、様々な社会活動をしようと思っても、地震とか、天変地異といいますか、災

害があればとんでもないことになる。ですから、経済は社会に、社会は環境に支えられて成

り立つ。環境は国民の生活や企業の経営基盤を支える重要な資本の一つ、ということで国が

目指しているのは自然資本の回復です。ですから、私は当時、第六次振興計画を審議いただ

いた議会の皆様、当時の町長、また、その考え方をいろいろ出していただいた、当時の策定

委員とか町民の方々は、たぶん、そんな言葉はご存じでなかったと思いますが、今になって、

その価値がよくわかります。ですから本当に、本当に思いもよらないような、地震であった

り、水害であったり、様々な災害があります。ですから、そういったことのために、やはり

環境の改善、保全をやっていくことが一番ベースなんだということで、今、教育委員会中心

に、小学生・中学生・高校生も中心になって様々なＥＳＤ教育であったり、ＳＤＧｓという

言葉が今、普通に使われるようになりましたが、もしかすると只見町は相当先にスタートし

ていた町だなというふうに思います。個別具体的な事業がそれに伴っているかどうか、私わ

かりませんが、やはり考え方はそういった、当時、右肩上がりでまだ、まだ右肩上がりにい

くんじゃないかという時に、そういった堅実な振興計画を議決された当時の議会の皆様、町

長はじめ町民の皆様は私は本当に素晴らしかったなというふうに思っておりますので、その

考え方が今の時代になってようやく、私自身も当時、担当ではありましたが、その価値ある

ものがよく腑に落ちてきてます。ので、そういったことを大切にしながら、その価値ある住

民の福祉であるとか、産業の振興であるとか、様々な行政分野に立ち向かっていかなければ

ならないというふうに考えておりますので、企業の考え方としてはなるべくシンプルに、と
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いう考え方わかりますし、ただ、行政につきましては、やはり全世代にわたって広範に関わ

っていかなければなりませんので、そういった成り立ちの違いもご理解いただきながら、取

り入れるべきは取り入れて、皆さんと共に、より良いまちづくりに取り組んでいきたいとい

うふうに思っておりますので、若干、僭越なこと申し上げましたが、何卒引き続きのご理解

とご指導をよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ９番、菅家忠君。 

○９番（菅家 忠君） 大切なことをご答弁いただいたなというふうに感じております。 

  でしたら、季の郷湯ら里に関しましては、私のほうからしますと理念という、経営理念と

いう部分、株式会社としてのミッション、ビジョン、バリューというものが少し弱いなと、

見えないなというところがありますので、そこを役員の皆様でお考えになっているものを表

現されることを望んでおります。 

  あと質問をしました、質問に戻りまして、７点目の合意形成の仕方というところに関しま

して、少しあの、役場庁舎内ではなくてですね、町民全体、只見町全体での合意形成という

ものに少し視野を広げて議論を深めたいなと思っております。 

  私としましてですね、特に今の渡部町政の住民と協働してというか、住民の皆様と一緒に

計画を作る姿勢というのは非常に見えるところがございまして、それは渡部教育長のほうも

そのような視線をお持ちだというところで、とても良いことをしていただいているなという

ふうに思っております。 

  その時にですね、少し、合意形成というの難しい部分があるなと思いますので、少し私な

りの知見を申し上げますと、例えばですね、私が担当するとなると、たくさんの意見が出て

きたらとりまとめが大変だなとか、あと、全然違うこと、意見が二つ同時にきたら大変だな

というふうに、結構、先にそっちを心配することなんです。それ、どういうことかと申しま

すと、その時に、皆様、そう思った時には一度踏みとどまってほしいなというところがここ

の趣旨でありまして、それはですね、何故そうなっているかというと、先ほどお伝えした、

そのＨＯＷだとか、戦術だとか、手段というものを伝えているから、それに対していろんな

考えが出てくるということです。戦術の下に技術があって、それはたくさんある。戦術もた

くさんあるからと。なので、戦略という部分に関して先にお伝えをするということをすると、

そんなに大きく割れてこないというふうな印象です。 

具体的にどういうことかと申しますと、先ほどもお伝えしましたけれども、認定こども園
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というところ、失礼しました、認定こども園を創りたいだとか、道の駅を造ろうということ

でワークショップをやると、それはもう既に戦術から始まっているんです。低いところから

始まっているから、いろんな考え、いろいろなものが出てくるということなんです。ですの

で、例えば認定こども園では先ほど申したように、子育てを楽しめる町にしたいんですとい

う町のメッセージがあるとします。そうすると、そういう価値をつくりたいんだという話を

すると、その環境をつくるためのワークショップをしたいんですというと、そうすると、そ

れに対していろんな考えが、良い考えがどんどん出てくる。具体的な戦術というものが町民

の皆さんから出てくるわけなんです。町としては戦略を持って、そういう想いを持って臨む

と。そのうえで、例えば今回のケースでいうと、認定こども園というカードはその時にワー

クショップに出すべきか、出さないべきかという判断を持って行けばいいだけなんです。そ

の時に、では皆さんが望んでいるというものは、こういう制度が今ありますよという、いう

ものなんですね。向こうが欲しい。こういうものがいいな、あったらいいなというものが、

こういう形のものが既にあるんです。というものの順番が大事なんです。それをカードをい

つ切るかというのは大事なタイミングであって、それを最初から、これやりたいですとなる

と、いやいや、なんでそんなことやるんだ、俺はそういうものじゃないというふうな話から

始まるからスタートが悪くなるんです。なので、結果としてはその集まった方々だとか町民

の方からですね、それ、いいねと、応援してもらうためにやるのがワークショップの目的で

あったり、会合等の目的であるというふうに私は思っているんです。 

なので、一番最初のプレゼンテーションの質問に戻るんですが、プレゼンテーションとい

うものは、理解して、納得してもらうというものが本筋ではあるんです。けれども、合意形

成にあたる部分に関しましては、応援してもらう人を増やすというのがプレゼンテーション

の大事な意味だなと思っております。それが今の只見町にはあまり感じられない。町がこう

いうことをしようとしているんです。なので、理解してください。ＯＫしてくださいという

姿勢から臨むので、私はあまりその内容では合意形成のあり方としては、あまり良い結果が

生みにくいのではないかなと思っております。   

  なので、あと、例えば子育て世代の話も渡部町長のほうはよくしてくださいますが、そう

いった想いを汲み取ったものの形、具現化したいという話も、お話、答弁がありましたけれ

ども、子育て世代というのは非常に、特にお母さま方は忙しいんですね。特に夕方の時間と

いうのは。なので、参加ができない方、興味はあるけども参加ができないという方が非常に
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多いんです。なので、対面の意見でのとりまとめ、対面でワークショップした、その意見の

とりまとめをした、それをオンラインで公開をして、オンライン上でもちゃんと議論ができ

る仕組みをつくっていく。そうしてできたものがバルセロナの公園というふうな、Ⅾｅｃｉ

ｄｉｍというふうな考え方で、そういうふうな成果が出たという考え方というのは以前お伝

えしたところなんです。ですので、その、こういう時の合意形成というのは根も葉もない、

黒い噂が出てくるんです。それに対して打ち消すような白い力を持っているというのが、そ

の考え方として、こういう議論がありました。それに対して、皆様、参加できなかった方々

も参加できる場所をつくる。対面だと言えないけれども、言える場所をつくる。決してそこ

の場所で何を言っても良い場ではないというルール決めがあって、そういうふうにして、ま

た今度、対面でやっていくと、そうして応援してくれる人を増やしていくというのが大切な

合意形成だなというふうに私は思っております。 

なので、そういったですね、戦略的な、先ほどの前段の戦略的な思考を持ってですね、応

援してくれる人を増やすというのが、まあ、ファンを増やしていくという、というものが、

今回、総体的にその名前としては企業経営的な思考を持って取り組んでいただきたいと。た

だ単に戦略的な思考を持つだけではなくて、合意形成、どのように応援してくれる方を増や

すのか、プレゼンテーションの意味は何なのかというところの考えを持って行政執行に取り

組んでいただきたいなというのが今回のまとめの部分となりますので、こういったお考えに

ついて、渡部町長のほうのお考えをいただければと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  本当にあの、率直に申し上げます。 

  大変勉強になりました。本当にあの、我々もそういった考え方は持って、ちゃんと振興計

画をベースに、実施計画であるとか、様々な、予算提案という形でまた議論を尽くしながら

提案していますので、やはり、それ、全部というわけでありませんが、我々もそれなりに努

力はしてますし、それなりの考え方でやってますので、そういった考え方を自分達のその価

値観をしっかりと理解しているといいますか、このままで良いというところもあると思って

ます。が、やはり、そういった、一番難しいのは、例として認定こども園の例を出していた

だきましたけど、やはりその辺の話し合いの持ち方につきましては、今、具体的な例示を持

って話していただきましたので、そこまでの考えといいますか、少なくても私には、そこま
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でのこう、認定こども園を創って云々かんぬんと子供たちの住みよい環境、子育てしやすい

環境という考え方は聊かも変わっておりませんが、その合意を得るあり方につきまして、と

にかく資料を持って話せばいいんだと、３０分でだめだったら１時間喋ればいいんだくらい

の考え方は持っておりましたが、そういった、ちゃんと建設的にといいますか、そういった

ところはまあ、私自身の不勉強さだなというふうに思いましたので、そういった意味から大

変勉強になりましたというふうなことを申し述べましたので、この辺のところをまたもう一

度学び直すところもあるというふうに認識しましたので、そういった本来の住み良いまちづ

くり、子育てしやすい環境、そういった先ほどの産業振興とか環境整備についても同様だと

思いますので、そういったことをもう一度しっかり勉強、一挙にできませんけども、徐々に

勉強して、そういった取り組みにしていきたいと思います。ので、今後とも様々なご意見、

ご指導をいただければと思います。誠にありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） ９番、菅家忠君。 

○９番（菅家 忠君） これも、私もその、独学でこういうものを作ったわけではなくて、先

人の知恵をお借りして、只見町に落とし込んでというところですので、これもその、いわゆ

るフレームワークというか、教育プログラムの一つなんです。ですので、こういった体験を

もとに成果を出していくというお考えをまず持っていただきたいなというふうに思っており

ます。 

  最後の部分なんですけれども、アクセルとブレーキというようなお話をしたんですけども、

これを最後に終わりたいと思うんですけれども、まずあの、この図の部分の、上が理念で技

術の部分まであるんですけど、その理念を技術まで落とし込むというのは、これは大変な仕

事ですけれども、それ、職員一人一人、町民一人一人に、その理念を技術まで落とし込むと

いうのは、これは町長のお仕事だなと思っております。とても大変なお仕事ですが、それは

政治家の哲学の表れをどのように町民の方に理解していただくかという、とても重要なこと

だなと思っております。 

  戦略という部分をつくるのはですね、ここにいらっしゃる課長の皆様と町長がつくる、い

わゆる経営者の仕事と書いてありますが、そこが皆様のお仕事だなと、戦略をつくるのが皆

様のお仕事だと思っております。理念と戦略を理解した職員の方々が課長と一緒につくるの

が戦術だなというふうに思っております。ですので、理念や戦略を理解しないまま、職員は

戦術を作れないということなんです。それも非常に大事なところだなというふうに私は今思



- 142 - 

 

っております。 

  私のほうでですね、あと４年間ですね、議員として、そのブレーキとアクセルの機能の話

で申しますと、あまりこう、ブレーキを踏んだ覚えがないんです。逆にアクセルを踏んでも

いいですよと、もっと踏みましょうよというようなことをお伝えをしたような記憶もござい

ます。ですので、私はその議員の大切な仕事であるチェック機能である、そのブレーキとい

う部分というのを踏めてないので、踏みたいなというのが、踏みたかったなというのが正直

なところです。 

ですので、エールを送るような形になるかと思いますが、前回の渡部町長は私にエールを

送っていただくような形で答弁いただきましたけれども、あの時のですね、渡部勇夫はどこ

に行ったんだろうと。あの時のアクセルはどこに行ったんだろうと懐かしむのは私は少し寂

しいなというふうに思っておりますので、そういったところ、アクセルをしっかりと踏んで

進めていただきたいなという、思っております。 

ですので、あの、企業経営理念と企業経営志向というですね、名前で今回、一般質問させ

ていただきましたけれども、職員の皆様のほうでですね、何かこう、職務で、事業で、停滞

した時にはですね、では今、いったいどこの段階なんだろうと、留まるというのは、もしか

したらこの上の段階、もしかしたら、ここの町長の理念というものを自分が理解できてない

のかもしれないだとか、そういったところで振り返って、その、うまく水が流れるようにと

いうか、きちんと事業が進むような環境、職場環境につくれる何かのヒントになれば良いな

ということで今回の一般質問を終わらせていただきたいと思います。 

以上でございます。 

最後、町長のお考えをお願いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  本当にあの、ブレーキとアクセルの関係でお話していただきましたが、私も基本的には安

全運転しなければいけないというふうに思っております。そういった中で、ただ、目標をち

ゃんと決めて、そこに向かうんであれば、安全運転は勿論したうえで、アクセルを踏むべき

時にはしっかり踏むという態度が必要だと思っておりますので、あんまりにも低速で運転し

ていくと、人から追突される恐れもありますので、本当にあの、エールを送っていただいた

というふうにありがたく受け止めておりますので、しっかり理念、戦略をここに出席してお
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ります幹部の職員、副町長、教育長、特別職含めまして、やはりもう一度、共有をしたうえ

で、職員の皆さんにも理解していただいて、しっかり踏むべきところにアクセル踏むと。そ

して、仮にブレーキが必要だと思われた時にはブレーキを踏んでいただけるような、そうい

った行政執行に努めてまいりたいというふうに思いますので、本日の一般質問誠にありがと

うございました。 

  ありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） ９番、菅家忠君。 

○９番（菅家 忠君） これで終わります。 

  ありがとうございました。 

○議長（大塚純一郎君） これで、９番、菅家忠君の一般質問は終了しました。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎散会の宣告 

○議長（大塚純一郎君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  ご苦労様でした。 
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